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１






　自分の誕生日ケーキを画面の中の二次元美少女と向かい合って囲む行こう為いが、どれほど醜みにくく、愚おろかで、そして儚はかないほどに美しいか、考えたことがあるだろうか。

　俺おれはない。

「それでは点灯式、はりきって行ってみましょう」

　ひとりつぶやきながら、俺おれはマッチを手に取り、ケーキのロウソクに火を灯ともす。

　すべてのロウソクに火を灯ともし終おえると、手元の音楽プレーヤーの再生ボタンを押おした。

　定番のバースデーソングが流れ始めたのを確かく認にんすると、次にＰＣで音声を再生する。

『お誕生日おめでとう！　ま、い、さっ、か、やぁ、く、もぉ、くん』

　ゆらめくロウソクの向こうで、画面の中のすぴかちゃんが俺おれに微笑ほほえむ。

　ちなみに舞まい坂さか八や雲くもくんと俺おれの名前を呼ぶ彼かの女じよの音程がバラバラなのは、アニメの音声から一言ずつ切きり貼ばりしたためだ。致いたし方かたない。

「ありがとう、すぴかちゃん」

　彼かの女じよにお礼を言って、心の中で願い事を唱えつつ、俺おれはロウソクの火を一気に吹ふき消けした。

〝すぴかちゃんに逢あいたい〟──この願い事をするのは、もう何度目だろうか。

「続いては恒こう例れいの記き念ねん撮さつ影えいのコーナーです」

　それから俺おれは、スマホのインカメラを使い、彼かの女じよとケーキが入るよう自じ撮どりした。

　撮とった写真は早さつ速そく記念日フォルダへと保存する。フォルダの中には俺おれの誕生日の他に、すぴかちゃんの誕生日やクリスマスなど、ここ数年撮とり溜ためてきた写真がずらりと並んでいる。写っている人間も同じであれば、構図もまったく同じという、何の代かわり映ばえもしない半ば狂きよう気きじみたその写真群は、我ながら壮そう絶ぜつである。

　そんなすぴかちゃんとのツーショット写真を眺ながめながら、俺おれはその言葉をふと口にした。

「とうとう俺おれも、すぴかちゃんより歳とし上うえになってしまったよ」

　自分よりも歳とし上うえだったキャラの年ねん齢れいをいつの間にか越こえてしまうという悲しい逆転現象に身が震ふるえた。妄もう想そうの中では一いつ緒しよに歳としを取って来たはずなのに、ふと油断を見せた瞬しゆん間かん、現実がその幻げん想そうを粉々にぶち壊こわしに来る。頭の中で築き上げて来た二人の関係は途と端たんに疑わしくなり、精神が不安定になる。現実と妄もう想そうの狭はざ間まで揺ゆれ動うごき、俺おれはそのたび、きみに逢あいたくなる。

　だって、すぴかちゃんきみと本当に逢あえれば、こんなに苦しむこともなくなるのに。

「逢あいたい……すぴかちゃん」

　そんな言葉が、口をついて出た。

「すぴかちゃんに逢あいたい……話したい触さわりたい抱だきしめたい……すぴかちゃん、好きだ！」

「キモチワルイです」

　すると、逢あいたいあまり頭を抱かかえて呻うめく俺おれの背後から引きつったような声が聞こえた。

　俺おれはふり返ることもなく、その声の主に向かって言葉を返す。

「……ほっといてくれ」

「私だってそうしたいところです。できることならこんな部屋、入りたくもありません」

「じゃあ何しに来たんだよ──」

　ノックもせず人の部屋に入って来ては好き勝手なことを言う妹に、俺おれはふり返った。

「零れ音いん」

　瞬しゆん間かん、妹の頭にある赤いうさ耳カチューシャリボンがぴょこんっと反応するように揺ゆれた。

　そして目が合うなり、零れ音いんは手に持っていたゲームソフトで自分の顔を隠かくした。

「なにしてんだ？」

　四角いゲームソフトのパッケージからひょっこりとはみ出たうさ耳カチューシャに尋たずねる。

「い、いきなりこっち向かないでください！」

「なんでだよ」

「な、なんでって……！　わかるでしょ！」

　頭に疑問を浮うかべる俺おれに、零れ音いんは勢いよく言った。

「私の宝石のようにきれいな瞳ひとみが兄さんの邪じや欲よくまみれの濁にごった眼めで穢けがれるからです！」

　まったく意味がわからない。

「もうこっち向いてませんか？」

　ソフトの向こう側で、零れ音いんが緊きん張ちようしたように尋たずねた。

「おう」

　俺おれは反対側を向いて返事をしたあと、また零れ音いんに向き直る。

　そして恐おそる恐おそるソフトを顔から外した零れ音いんと、ばっちり目が合った。

「ぐはっ」

　直後、俺おれの顔面に直ちよく撃げきするソフト。

「人の物を投げるな」

　ソフトの角が見事おでこにクリーンヒットし、悶もだえ苦くるしむ俺おれに零れ音いんは焦あせったように言った。

「も、持ち主に返しただけです。それに兄さんみたいな気色の悪いオタクは妹や女の子にこうやって暴力振ふるわれるのが好きなんですよね。えーっと、ご褒ほう美びだとか何とか言って……」

「三次元の、しかもリアル妹にやられても嬉うれしくねえ！　あれは二次元だから成立するシステムなんだ！」

「そんなこと知りません。それより続編借りますよ。こっち向かないでくださいね」

　そう言うと、零れ音いんはゲーム棚だなを物色し始める。俺おれはそんな彼かの女じよの姿を横目で盗ぬすみ見みた。

　少し高い位置にあるソフトを取るため背せ伸のびをする零れ音いんのお尻しりまである長いミルクティー色の髪かみがさらさらと揺ゆれ、ふんわりとバニラのような香かおりが鼻をくすぐる。

「……取ってやろうか？」

「結構です。これくらいなら自分で取れます……か、らっ……きゃっ！」

　そのとき、飛とび跳はねてソフトを取ろうとした零れ音いんがバランスを崩くずし、床ゆかに尻しりもちをついた。

「ほら、意地張るなって」

　俺おれは零れ音いんの取ろうとしていた物を手に取ると、それを彼かの女じよに渡わたした。ほんのりと藍あいがかった零れ音いんの瞳ひとみが、俺おれをはっきりと捉とらえる。クォーターである彼かの女じよの瞳ひとみは、ラピスラズリのように深く神秘的な色をしていた。先ほど零れ音いんが言っていたように、本当に宝石のようだった。

　しかし零れ音いんは、下に見ていた兄の前でドジな姿を晒さらしてしまったからか、恥はずかしそうに顔を赤らめ、俺おれの手からソフトを奪うばい取とると顔を背そむけた。

「なにこっち向いてるんですか……かっこよくもないのにかっこつけて」

　そんな、感謝の言葉一つ出てこない妹の態度に、俺おれも呆あきれたように返した。

「これだから三次元は……用が済んだならとっとと出てってくれ」

　俺おれはそれだけこぼすと、椅い子すまで戻もどり、すぴかちゃんの画像を見つめる。

「兄さん、本当にいつまでそんなこと言ってるつもりですか。16歳さいにもなって、ろくに学校にも行かないで、毎日毎日すぴかちゃんすぴかちゃんって、ただのキャラクターの絵を見つめて、虚むなしくないんですか？」

「虚むなしくない。それに零れ音いんだって学校行ってないだろ」

「わ、私は良いんです！　私は女だから良いんです」

　俺おれがふり向くと、零れ音いんはサッと自分の顔をソフトで隠かくした。

「意味わからん」

「兄さん、現げん実じつ逃とう避ひは楽しいですか？」

「あぁ楽しいさ。二次元は良い子しかいない、そして可愛かわいい！　最初は零れ音いんの言う通り現げん実じつ逃とう避ひだったかもしれない。だが今は本当に二次元を、すぴかちゃんを愛しているんだ」

「だけど二次元の女の子は……すぴかちゃんは兄さんのことなんて知りませんよね」

「いや、知ってる」

「でもそれは兄さんの妄もう想そうの中の話だけでですよね」

「妄もう想そうだとしても、そこが俺おれにとっての現実だ」

「そうですか。だけど辛つらくないですか、一方的に愛するだけの、永遠の片かた想おもいは……」

　するとそこで、零れ音いんの声のトーンが急に落ちるのがわかった。

「そんなの、ちっとも楽しくないはずです」

「……なんでそんなことが零れ音いんにわかる」

「そ、それは……」

　俺おれの質問に戸と惑まどう様子を見せたあと、零れ音いんは閃ひらめいたように口を開いた。

「だって兄さん、さっき好きだって言ってました。でも二次元の女の子には兄さんの気持ちなんて伝わらないんです。触さわりたくても抱だきしめたくても、ずっと見てるだけなんです」

「ぐっ……」

「残念ですが兄さん、それが現実なんです。二次元の女の子とは会話も、恋れん愛あいも、抱だきしめるどころか触ふれることすらできないんです。幻まぼろしなんです。だから兄さんは自分が三次元の世界の人間という揺ゆるぎない事実を受け止め、兄さんが忌いみ嫌きらう三次元の女の子と生きていくしかないんです」

「…………」

「それに今はオタクにも普ふ通つうに彼かの女じよがいる時代ですし、兄さんもいい加減ステレオタイプな古い考えは捨ててそろそろ現実と向き合うべきです。何なら私が彼かの女じよとして練習相手に──」

「俺おれは違ちがう」

「……へ？」

「いいか零れ音いん、俺おれはな、二次元が好きとか公言しておいて三次元の彼かの女じよがいたり、〝○○は俺おれの嫁よめ！〟とか言っておきながらシーズンごとに嫁よめが替かわっていたり、冴さえない者同士がうぇいうぇいやるための単なるコミュニケーションツールとしてしか二次元を見ていない中ちゆう途と半はん端ぱな連中とは違ちがう。俺おれは本気で二次元を愛しているんだ。そして一生を捧ささげる覚かく悟ごだってできている！　三次元に浮うわ気きする雑魚ざことは違ちがう！」

　そう、体は三次元だとしても、心は二次元なのである！

「どうしてそこまで三次元を嫌きらうんですか？　自分の思い通りにならないからですか？　でも仮に二次元の女の子──すぴかちゃんが兄さんの前に現あらわれたとして、すぴかちゃんは兄さんの理想通りだと？　すぴかちゃんが兄さんを好きになると思っているんですか？」

「そ、それはわからないが、でもすぴかちゃんが幻げん滅めつしないように俺おれは身だしなみには気をつけてるから大だい丈じよう夫ぶだと……というか逆になんでそこまでして俺おれを三次元に向かわせようとする」

「それは……」

　そこで零れ音いんは立ち上がり、吐はき捨すてるように言った。

「すぴかちゃんだらけのこの部屋も、画面に向かってニヤニヤしている兄さんも、夜な夜な聞こえてくる変な声も全部全部キモチワルイからです！」

　どストレートに赤せき裸ら々らな思いをぶつけてくる零れ音いんの言葉に俺おれの心臓が貫つらぬかれた。

「それにいつか犯罪でも起こされたらと思うと迷めい惑わくなんです！　単純にそれだけです！」

　そして零れ音いんは言いたいことをすべて吐はき出だし、最後に手に持っていたソフトを俺おれの顔面に投げつけるとそのまま走って部屋から出て行ってしまった。

「あいつ……」

　俺おれはおでこを押おさえながら、床ゆかに落ちたソフトを拾い上げる。

「これだから、三次元リアル妹は……」

　そして、ソフトを手に、呆あきれたようにつぶやいた。

　俺おれと妹の零れ音いんは兄妹きようだいではあるが、血は繫つながっていない。

　零れ音いんは父さんの再さい婚こん相手の連れ子で、一いつ緒しよに住むようになったのも二年前からだ。

　初めて会ったとき、うちの玄げん関かん先で、零れ音いんがぽつんと寂さびしそうに立ってお人形さんを抱かかえていた姿は今でも覚えている。隣となりにいる母親から少し離はなれ、しゅんとしている幼い彼かの女じよの姿を見て俺おれはすぐにわかった。この子も俺おれと同じで、生活費や自分の部屋は充じゆう分ぶんに与あたえられているものの、親からの愛情は注がれてこなかったのだ、と。

　それから数ヶ月の間、零れ音いんは食事のとき以外は部屋から出てこず、たまに帰ってくる姉、そして俺おれの三人で食しよく卓たくを囲んでいるときも一いつ切さい何もしゃべろうとはしなかった。仕事で海外を飛び回り家に帰って来ない両親は、外国で見つけた様々な人形を零れ音いんに送ってくるだけで、彼かの女じよの心が日に日に空っぽになっていくのと相反するように彼かの女じよの部屋は人形で埋うまっていく。

　そしてある夜、とうとう零れ音いんは寂さびしさに耐たえきれず泣きだしてしまった。

　しかし幼い彼かの女じよの必死の訴うつたえも両親には届かない。

　なぜなら、その日家にいたのは、やはり俺おれだけだったのだ。

　彼かの女じよの泣き声に、いつものようにすぴかちゃんの笑え顔がおまみれの画像をぼーっと眺ながめていた俺おれは椅い子すから転げ落ちた。そして少しばかりおろおろしたあと俺おれは部屋から出る。恐おそる恐おそる零れ音いんの部屋の前で立ち止まり、それから二、三回ノックをして彼かの女じよの部屋へと入った。

　白基調のお姫ひめ様さま系インテリアで飾かざられた零れ音いんの部屋はフィギュアからぬいぐるみ、ドールと、想像以上に人形たちで埋うめ尽つくされており、真夜中ということもあってとても不気味だった。見ればベッドに零れ音いんの姿は見当たらず、人形だらけの部屋で女の子の泣き声だけが木霊こだましている。はっきり言おう。そのとき俺おれは股こ間かんのノズルからちょろっとオイルを漏もらしてしまった。しかしそれでも俺おれは泣き声のする部屋の角へと向かい、そこに高く積まれた人形の山を搔かき分わける。するとそこには、人形に埋うもれながら小さく丸まって泣く零れ音いんの姿があった。

　零れ音いんは赤く泣きはらした目で俺おれを見つけると、そのままぎゅっと抱だきつき顔をうずめた。まるで孤こ独どくからの助けを求めるかのように。小さな身体で一いつ生しよう懸けん命めいに。そんな彼かの女じよを俺おれも抱だきしめる。彼かの女じよの寂さびしさは、痛いほどわかっていた。

　──と、ここまで見れば良い兄妹きようだい関係を築ける気もしないでもないが、しかしその後、初めて零れ音いんが俺おれの部屋に遊びに来たあのときを境に、彼かの女じよはあんな感じになってしまったのだった。

　ちなみに零れ音いんは現在ゲーム実況配信者としてネットではそれなりに有名らしく、お人形さんのような容姿をしているため、海外からのリスナーもすごい数いるという。しかしそんな零れ音いんについては、顔もばれ、目立つ容姿をしているというのに外での目もく撃げき情報が一いつ切さい出てこないため、ネットでは幻まぼろしの女め神がみなんじゃないかと、もっぱらの噂うわさだ。しかしその実態は、ただの引きこもり少女なのである。

　もちろん俺おれはそんな零れ音いんのゲーム実況配信を一度も見たことはない。見る気もない。妹のゲーム実況配信なんて絶対普ふ段だんのキャラと違ちがっているだろうし、そんなキャラを演じる妹に群がるロリコンどものコメントなんておぞましすぎる。

「零れ音いん、ソフト忘れてるぞ」

　ノックをすると、ガチャリと部屋のドアが開き、ムスッとした顔の零れ音いんが現あらわれる。

「ほら、これ」

　言って、俺おれはソフトを渡わたす。そのとき、彼かの女じよが抱かかえていた人形に俺おれは目を疑った。

「れ、零れ音いん、それはいったいなんだ……」

「ん？　なんですか？」

　驚おどろきながら尋たずねる俺おれの視線の先を、零れ音いんが見る。

　彼かの女じよの腕うでの中には、俺おれそっくりに作られた人形が大切そうに抱かかえられていた。

「こ、これは、ち、ちち、ちがいますよ！　かかか勘かん違ちがいしないでくださいっ！　たしかにこれは兄さんそっくりに私が作ったお人形ですが、こ、これにはこうやって使う用よう途とがあって！」

　零れ音いんは一人テンパったように言いながら、次の瞬しゆん間かん、俺おれそっくりの人形の腹を殴なぐり始めた。

「さすがに本物を殴なぐるのはいけないので、人形で発散しているんです！」

　先ほどまで大切そうに抱かかえられていた八や雲くも人形がボコボコにされる光景に俺おれは零れ音いんを止めた。

「わ、わかったからもうやめてくれ！　なんか辛つらい！」

「そ、そうですか……？　そこまで言うなら、し、仕方ありません。このくらいにします」

　息を切らしながら、零れ音いんが殴なぐる手を止める。
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「と、とにかくです。妹が自分の人形を持っていたからと言って変な勘かん違ちがいしないでくださいね。兄妹きようだいの間で恋れん愛あいとか、そんなの、そんなの……キモチワルイだけですから！」

　バタンッ！　と勢いよくドアが閉められる。

「零れ音いんのやつ、常つね日ひ頃ごろから俺おれのこと、あんなにも嫌きらってたのか……。ここ最近、妙みように体がぎゅっと何かに締しめ付つけられる気がしていたのも、まさか……」

　すぐ隣となりの部屋で繰くり広ひろげられていた物ぶつ騒そうな事実を知ってしまい、背筋を凍こおらせていると、自室でスマホが鳴っているのに気がつく。俺おれはもう一度零れ音いんの部屋のドアに目を向けて震ふるえたあと、早々に自室へと逃にげ帰かえった。

「もしもし？」

『……八や雲くも？』

　着信は月つき夜よ姉さんからだった。俺おれが電話に出ると、姉さんはそんなことを言ってくる。

「俺おれの携けい帯たいなんだから、俺おれ以外に誰だれが出るんだよ……」

『そうね……』

「…………」

『八や雲くも、聞いてる？』

「うん、聞いてるよ」

『八や雲くも？　今から会社に来て。八や雲くもに見せたいものがあるのよ』

「え、今からって──」

『それじゃあね』

　そこで、俺おれの都合なんて聞かず、用件だけ言うと一方的に電話を終わらせる我わが姉。

　妹とも、そして姉とも関係が上手うまくいかないこの現実に、俺おれはやはり思うのだった。

　二次元に行きたい。




　現在、月つき夜よ姉さんは24歳さいにして、父親の経営する舞まい坂さかグループのエンターテイメント部トップを任されている。高校生の頃ころから父の仕事をサポートしてきたため、月つき夜よ姉さんの手しゆ腕わんは本物らしく、業績は好調。近々事業を拡大し、新たにレジャー施し設せつを展開する予定だという話をネットのニュースで見た。

　しかし言うまでもなく、月つき夜よ姉さんは父側の人間で、家にもほとんど帰って来ない。

　美人で物静かだけれど、意志が強く、それを曲げない、とても冷たい印象があった。

「八や雲くも、お誕生日、おめでとう……そこ、座すわって」

　会社内にある月つき夜よ姉さんの執しつ務む室に通されると、姉さんは相変わらずの無表情で言った。

　俺おれは姉さんに言われた通り、革かわ張ばりのソファに腰こしを下ろした。久しぶりに訪おとずれた姉さんの執しつ務む室はやはりシックな家具で統一されており、とても高級感が漂ただよっているが、それ以外は何もない。都会の様子を一望できるこの部屋は、彼かの女じよの仕事場兼けん生活部屋となっていた。

「八や雲くもももう、16歳さいね」

「月つき夜よ姉さんはもう俺おれくらいのときには、父さんの手伝いをしていたんだっけ」

「ええ」

　俺おれの記き憶おくの中では、姉さんはいつも父の言うことにばかり従っていた印象しかない。

　そしてそれが姉さん自身の意志なのか、父の意志だったのか、わからなかった。

「ねえ八や雲くも、今日はね、私、八や雲くものためにこれを作ってみたのよ」

　そう言って、月つき夜よ姉さんは備え付けのキッチンにある大きな冷蔵庫から何かを取り出して来ると、それを俺おれの目の前にあるガラステーブルの上に置いた。

「な、なんだこれ……」

「カプリーメイトのケーキよ？」

　カプリーメイトとは「お腹なかが空いたらカプッとチャージ♪」という宣伝文句が有名なブロック型のバランス栄養食品だ。いや、そんなこと見ればわかるが、意味がわからない。

　目の前のガラステーブルには、まるでおもちゃのブロックのように何層にも積み重ねてあるカプリーメイトの大きなケーキ……否、要よう塞さいが鎮ちん座ざしていた。

「作ったから食べなさい」

　物静かな言い方で、姉さんがコップ一杯ぱいの水を置き、表情を変えずにこちらを見み据すえる。

「えっ……」

　その静かな圧力に、思わず言葉が詰つまった。これは、罰ばつゲームか何かか？

　隣となりに立ってこちらを見下ろす姉さんを見たあと、ケーキへと視線を移す。

　チョコ、メープル、プレーン、フルーツなど、この要よう塞さい、よく見てみればいろいろな味で建築されているが、もはやそういう問題ではない。

「……こうやって食べるのよ」

　すると、困こん惑わくしている俺おれを見かねてか、姉さんは俺おれの隣となりにすっと腰こしを下ろすと、カプリーメイトの要よう塞さいをポキッポキッと崩くずしながら、丁てい寧ねいに食べ始めた。

「八や雲くも？　ちゃんと見てる？　わかってるの？」

　もさもさとカプリーメイトを食べながら、流れる長い黒くろ髪かみを耳にかけ、生まれつきの少しきつそうな目つきでこちらを見る月つき夜よ姉さん。下の方に目線を向けると、お尻しりのラインがくっきりと浮うかび上あがっている短めのタイトスカートから、むちっとした太ももが覗のぞき、その太ももを黒ニーソがぴっちりと包つつみ込こんでいた。

　それを見て、よくもまぁカプリーメイトだけでこのスタイルを維い持じできるものだと感心する。

　彼かの女じよは昔から食事というものに一いつ切さい興味を示さず、食べるものと言ったら効率が良いだとかでカプリーメイトと水だけだった。けれども以前、身の回りのお世話をしてくれる秘書を雇やとったと言っていたから、食事はまともになっているかと思いきや……こんな有り様である。

「姉さん、未いまだにカプリーメイト生活なのか？」

　俺おれが尋たずねると、月つき夜よ姉さんはカプリーメイトをかじりながら、「今だけよ」と答えた。

「秘書のももが休きゆう暇か中だから、今だけカプリーメイトにしているのよ」

　静かにそう答える姉さんを見て、俺おれは沸ふつ々ふつと姉さんの性格を思い出し、立ち上がると、クローゼットの前に立ち、扉とびらを開ける。その瞬しゆん間かん、思った通り、雪崩なだれが起きた。

「うわっぷ……」

　ワイシャツ、ブラ、パンツ、使い終わったタオル、そしてカプリーメイトの空き箱などのゴミの山に、俺おれは見事に埋うもれた。

「姉さん……洗せん濯たく物ものくらい洗えよ」

「いいのよ、どうせ捨てるんだから。それにいつもはももがやってくれているのよ？」

　とは言うものの、秘書がいなくなった途と端たんこれでは少し心配になる。

　姉さんは決して生活能力がないわけではない。ただこの人は、いろいろなことに興味を持たないだけなのだ。中学・高校時代も常に制服を着ていたし、現在に至ってもいつもスーツのみで生活している。一度だけ、どうしていつも同じ服ばかりなのかと尋たずねたことがある。そして返って来た答えが「楽なのよ。それに毎日の着き替がえを考える時間は無む駄だでしょ？」だった。

　逆にそういう人間だからこそ、一つの物事に長時間集中できるという強みを持っているのも事実だ。物や人に執しゆう着ちやくせず、実用性や利益だけを追求するからこそ、今の彼かの女じよがある。

　すぴかちゃんグッズだらけの部屋に住む俺おれとはまったく違ちがう人間だ。

「しかしどうすればいいんだ、これ……片付けないと」

「いいわよ、そのままで」

　目の前のゴミ山を前にため息を吐つくと、しかし姉さんはそう言って、こちらにやって来た。

「それより、ねえ、八や雲くも……電話で話したこと、覚えてる？」

「あー、えっと、見せたいものがあるんだったか」

　俺おれが答えると、姉さんは静かに頷うなずき、それからこんなことを口にした。

「八や雲くも、あなた、胡桃くるみすぴかちゃん、好きよね？」

「えっ？」

　あまりの唐とう突とつな質問に戸と惑まどう。なんでそんなことをいきなり訊きくのだろうか。

「……好き、だけど」

　また、誰だれかに対して真面目に二次元の女の子が好きだと口にするのも少々恥はずかしい。

「そうよね。じゃあ、来なさい」

　そう言うと、姉さんは俺おれの手を引き、執しつ務む室を出るとエレベーターに乗のり込こむ。

　そしてだだっ広いオフィスに連れて来られた俺おれは、その光景を見て目を疑った。

「……噓うそ、だろ」




　胡桃くるみすぴかちゃんを初めて見たのは、中学一年の春のことだった。

　ぴかぴかの制服を身に着け、晴れやかな入学式を終え、これから華はなの中学生活が、青春の日々が待っているのだと、不安と期待に胸をそわそわさせながら家に帰ったその日の夜、俺おれは両親から離り婚こんすると告げられ、天上から真っ逆さまに墜つい落らくした。離り婚こんの原因は母の浮うわ気きだった。

　どん底へと突つき落おとされた俺おれはその晩、もちろん眠ねむれるわけもなく、死んだ目で布ふ団とんにくるまりながらテレビをザッピングしていた。そこで何回かチャンネルを替かえていくと、ある一つのアニメに辿たどり着ついた。こんな深夜にアニメがやっていることを知らなかった俺おれは思わず手を止める。

　それが『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』というアニメだった。

　そして、その主人公の女の子が──胡桃くるみすぴかちゃんだったのだ。

　すぴかちゃんは弱りきっていた俺おれの心の隙すき間まにすっと入はいり込こみ、その笑え顔がおで癒いやしてくれた。

　その日から俺おれは深夜アニメもとい二次元の美少女たちの魅み力りよくにはまり、その幸せ成分で満たされた彼かの女じよたちの世界に魅み了りようされ、どんどんどんどん彼かの女じよたちの引力に囚とらわれていった。

　そして気がつけば、外の世界との関係を遮しや断だんし、二次元中心の生活を送っていた。

　もちろん学校にはちゃんと行っている。なぜなら進級や進学しなければ、金は支給しない、と父親から言われているからだ。金がなけりゃ素す晴ばらしい二次元ライフを送ることが困難になる。そして華はなの中学生活も、現在進行形の高校生活も、人生に一度だけの青春時代も、俺おれは最低限の出席日数と勉強だけクリアして、あとは部屋の中でひとり過ごした。進級や進学に関してはエスカレーター式の中高一いつ貫かん校こうだったため、そこまで難しいことではなかった。

　同世代が恋こい人びとを作り、想おもい出でを作り、青春を謳おう歌かしているとき、俺おれはアニメを見て過ごした。

　けれども後こう悔かいはしていない。むしろ感謝さえしている。なぜなら、辛つらいことや苦しみだらけのどす黒い現実から、二次元の美少女たちは俺おれの心を救ってくれたのだ。このまま二次元と共に堕おちていけるのなら、破は滅めつしていけるのなら本ほん望もうだ。彼かの女じよたちが可愛かわいい姿をした人生を狂くるわせる悪あく魔まだと言われても構わない。もう俺おれは、あの日、二次元に魂たましいを捧ささげたのだから。

　そうやって二次元にはまって、俺おれは今日まで、いろいろな美少女を見てきた。

　どの作品にも魅み力りよく的てきな子や、可愛かわいい子はいっぱいいた。

　けれども本気で恋こいをして、本気で愛したのは、やっぱり胡桃くるみすぴか、ただ一人……。

　そう、彼かの女じよだけだった。

「……噓うそ、だろ」

　それから三年、ずっと彼かの女じよを想おもい続け、そして気がつけば俺おれは、彼かの女じよより歳とし上うえになっていた。

　この三年間で、どれだけ彼かの女じよに逢あいたいと祈いのっただろう。どれだけ話がしたいと、傍そばにいたいと、触ふれてみたいと願っただろう。毎日、毎晩、彼かの女じよを想おもって、想おもって、想おもい続けて、何度胸を苦しくさせただろう。

「……本当に」

　そして今、そんな彼かの女じよが俺おれの目の前に──姿を現あらわした。

「本当に、すぴかちゃん……なのか？」

　月つき夜よ姉さんに連れて来られた何もないオフィスの真ん中、ぽつんと設置された全面ガラス張りの箱の中に、胡桃くるみすぴかの姿があった。

「姉さん、見せたいものって……」

　驚おどろきのあまり俺おれが尋たずねると、姉さんは静かに、こくりと頷うなずいた。

「嬉うれしいでしょう、八や雲くも？　二次元から呼んできたのよ」

「……に、二次元から呼んできた？　いきなりなにわけのわからないこと言ってんだよ姉さん。そんなこと、できるわけないだろ!?」

　目の前のすぴかちゃんを見ながら、しかしそんなことありえないと頭が主張する。

　姉さんは困こん惑わくする俺おれを少しの間無言で見つめたあと、静かに口を開いた。

「それでね八や雲くも？　今日から八や雲くもに、彼かの女じよの観察……いえ、お世話をしてもらいたいの」

　おい、俺おれのリアクション完全スルーかよ……っ！

「世話って……姉さん、いったいどういうことだよ？」

「これから彼かの女じよたちの楽園を創るのよ、八や雲くも。そしてあなたが、その楽園の管理者となるの」

　そのとき姉さんの携けい帯たい電話が鳴り、彼かの女じよは「すぐ行くわ」と返すと、俺おれに向き直って言った。

「それじゃあ八や雲くも、私はこれから会議だから、詳くわしいことはまた今度ちゃんと話すわ」

　それから姉さんはこのオフィスのカードキーと一冊のファイルを俺おれに渡わたすと、すぴかちゃんを絶対にガラスの箱から出さないよう釘くぎを刺さし、自分の仕事へと戻もどって行った。

「彼かの女じよたちの楽園……」

　事情が吞のみ込こめず、渡わたされたファイルをぱらぱらとめくってみる。そこには【この世界の食べ物を与あたえても大だい丈じよう夫ぶか？】【身体への影えい響きようはないか？】などといった内容のチェック項こう目もくが箇か条じよう書がきされていた。

「なんだ、これ……」

　ファイルから顔を上げ、すぴかちゃんへと顔を向ける。ガラスの箱の中はベッドや椅い子す、テーブル、タンスなどの家具があり、簡単な部屋のようになっていた。彼かの女じよはその中で、膝ひざを抱かかえ、落おち込こんだように小さくなっていた。

　俺おれは、ドキドキと緊きん張ちようしながらガラスの箱へ近づくと、彼かの女じよの名前を呼んでみた。

「すぴかちゃん……だよな？」

「…………」

「胡桃くるみすぴかちゃん？」

「…………」

　あれ、このガラス、向こうからは聞こえたり見えないようになっているのか。なるほど。

「すぴかちゃん……ぺろぺろッ！　くんかくんか！　ハスハス！　ぺろぺろおおおおおッ！」

　とりあえず彼かの女じよへのぺろぺろ願望を思いのままぶちまけてみる。

「……うるさいよっ！」

「うわっ、聞こえてたのかよ！」

　瞬しゆん間かん、俺おれの顔面が真っ赤に染まった。これは恥はずかしすぎる。

「す、すまん……てっきり聞こえてないと思ってつい大声を出してしまった」

　謝あやまる俺おれに、すぴかちゃんはむすぅっと、恨うらめしそうなジト目を向けた。

　薄うすいピンク色の長く透すき通とおるような長ちよう髪はつに、雪のように真っ白な肌はだ。もちもちとしたそのほっぺたはほんのりと火ほ照てっておりどこか幼く、その童顔を際きわ立だたせる髪かみと同じ色をした瞳ひとみはくりくりっとしていてひどく愛らしい。髪かみ色いろによく合う優やさしいオフホワイトのすぴかちゃんお気に入りのパーカーとピンク色のスカートを着たいつものスタイルの彼かの女じよを前に鼓こ動どうが高まった。

　そして最初こそ、すぴかちゃんによく似た女の子なのかと疑いもしていたが、自分の指を甘あま嚙がみしているその姿を見て俺おれは確信した。あぁ、この子は本当に胡桃くるみすぴかちゃんだ、と。すぴかちゃんは何か困っているときや考えているとき、よく指を甘あま嚙がみしてしまう癖くせがあるのだ。

「……マジもんの、すぴかちゃんじゃねーかよ」

　思わずそんなことをボソッとつぶやいたあと、俺おれの視線は自然と、体育座ずわりをしているすぴかちゃんの両足の間に向いた。足の間からは、何とも可愛かわいらしい桃もも色いろの水玉パンツが「コンニチハ！」と顔を覗のぞかせていた。すぴかちゃんがいつも穿はいているお気に入りパンツを目の前に感動が高まる。顔を突つっ込こみたい。

　すると、俺おれの視線に気がついたすぴかちゃんはスカートを押おさえ、女の子座ずわりに。水玉パンツは「サヨウナラ！」してしまった。

　恥はずかしそうに、ぷくぅっとこちらを睨にらむすぴかちゃん。

「思ったよりロリついてるな、すぴかちゃん」

　身長１４７センチ、体重45キロの彼かの女じよを目の前に、思わずそんな感想を口にする。原作やアニメの中では、周りの女の子たちも小こ柄がらな（それでもすぴかちゃんがいちばんちっこいが）せいか、あまり違い和わ感かんはなかったが、こうして現実で彼かの女じよを見てみると、やはりとても幼く見える。

　二次元キャラが現実に来たら、やはり皆みな、アニメで見るよりもより幼く見えるのだろうか？

　ロリキャラでないすぴかちゃんがこんなにロリついているというのに、もしもロリキャラが来てしまったらどうなってしまうというんだ!?　それよりもっと幼いキャラが来たら、それはもう人間の形をした謎なぞの可愛かわいい生き物になってしまうんじゃないのか!?

「くそぅ、気になる……気になる！　デフォルメキャラとか二頭身キャラとか来たら、いったいどうなるんだ。手のひらサイズになるのか……肩かたに乗せて散歩とかしてみてえ！　鞄かばんの中にこっそり忍しのび込こませて学校に連れて行きてえ、そんで授業中に鞄かばんから出ようとしたところを『こ、こら出てくるなって言っただろ』とかやってみてえ！」

　頭を抱かかえ、そんな疑問と願望を叫さけび散ちらす俺おれは、しかしそこで、すぴかちゃんの様子に意識を戻もどすと、ふと冷静になった。あのすぴかちゃんは本当に二次元のすぴかちゃんなのか？

　なぜなら、アニメの中ではいつも元気な彼かの女じよは、どうも落おち込こんでいるようだったからだ。

　そもそも、いったい彼かの女じよがなぜこのガラスの箱の中に入っているのか、姉さんは楽園を創ると言っていたけれど何をするつもりなのか、はっきりとしたことがまだわからない。

　とにかく今は俺おれにできることをやってみるしかない。

「すぴかちゃん、その、おなか、空いてないか？」

　時刻はちょうど夕食時だった。俺おれが尋たずねると、しかし彼かの女じよはぷいっとそっぽを向いてしまう。

　けれどもその後、彼かの女じよのおなかが「きゅぅ～」と可愛かわいらしい音で返事をした。

「す、すぴはおなかなんて空いてないもん……！」

　言いつつ、パーカーのフードを被かぶって丸くなるすぴかちゃん。

「ちょ、ちょっと待ってて、すぴかちゃんの好きなもの買ってくるから！」

　俺おれはそう言うと、一度オフィスを出てコンビニへ行き、彼かの女じよの大好物である激げき辛からカップ麵めんをいくつか買い、姉さんの執しつ務む室にあるポットでそのうちの一つにお湯を注ぐと、それを持ってすぴかちゃんのもとへ戻もどった。

「すぴかちゃん、お待たせ」

　激げき辛からカップ麵めんをトレイに載のせ戻もどって来きた俺おれの声に、しかし反応を見せず、いじけた様子ですぴかちゃんは丸くなっていた。

「……えっと、その、このままじゃ渡わたせないからガラスの箱の中、入っていいかな？」

　そう言って、俺おれはガラスの箱の扉とびらにかけられた鍵かぎを外すと、箱の中へと入る。

　瞬しゆん間かん、まるですぴかちゃんの部屋を訪おとずれたかのように、俺おれは彼かの女じよの匂においに包まれた。

　めっちゃ良い匂においだぜ。ちくしょう、鼻が幸せだ……。

　しかしそうして俺おれがくんかくんかしていたのも束つかの間ま、俺おれが入って来るのがわかると、すぴかちゃんは怯おびえた様子で壁かべへと後ずさりした。

「来ないでっ！」

　そのあまりの怯おびえられように、尋じん常じようじゃないほどショックを受ける俺おれ。

　妄もう想そうの中でいつも仲良しだったから、距きよ離り感かんが摑つかめない。

「あっ……え……ご、ごめん……なさい」

　まるで俺おれがオークで、すぴかちゃんが囚とらわれの女騎き士しといったその、所謂いわゆる〝くっころ〟的な状じよう況きように、俺おれはどうしていいかわからず、

「これ、作ったやつ、ここに置いて、おくから……良かったらその、食べて……ください」

　とだけ消え入りそうな声で弱々しく発し、カップ麵めんをテーブルに置くとガラスの箱から出る。

「ワ、ワッツハプン……」

　な、なんだこれは。大好きな相手に、これほどまでに拒きよ絶ぜつ反応をされることがこんなにも辛つらく悲しく、惨みじめなことだなんて知る由よしもなかった。三年間の想おもいが重くのし掛かかってくる。

　先ほどまで張り切って彼かの女じよの大好物である激げき辛からカップ麵めんにお湯を注いでいた俺おれはなんだったんだ。まさか喜んで食べてもらえると思ったのか？　それ以前に、彼かの女じよと逢あいたがっていた俺おれは何を考えていたんだ。逢あったところでどうなる。一いつ瞬しゆんで恋こい人びとになれるとでも思っていたのか？

　零れ音いんの言っていた通りだ。

　俺おれは彼かの女じよのことを知っているけれど、彼かの女じよは俺おれのことなんて何にも知らない──。

　警けい戒かいされるのなんて、当たり前だ。……そりゃ、パンツ見たり、部屋に入ったときちょっとくんかくんかしてたけども。

「……は、ははは……あはははははは……」

　何かが吹ふっ切きれると、俺おれはゆっくり立ち上がり、こちらをじっと警けい戒かいしている彼かの女じよに言う。

「カップ麵めんに毒は入ってないから安心してくれ……。他に食べたいものがあったり、必要なものがあったら何でも俺おれがすぐ買ってくるから……すぴかちゃんに不便な思いはさせないから……あっ、それよりもなんで自分がそこにいるのか知りたいよな、うん、なんかきみたちの楽園を創るらしい。楽園だとさ、楽園。楽しい園そのだよ。あははは……もうわけがわからねえや」

　放心状態の心から言葉が垂れ流される。その間もすぴかちゃんはじっと俺おれを見ていた。

「……そりゃ怖こわいよな。すぴかちゃんの様子を見るに、自分の意思でそのガラスの箱に入ってるみたいじゃなさそうだし、なぜか自分の大好物を知っている男がいて、その男が満面の笑えみで好物を手に密室へ入って来るなんて……女の子だったら怯おびえるのも無理はないさ」

　俺おれも初めはすぴかちゃんに逢あえて嬉うれしい気持ちが大きかった。だけど本当に逢あえてしまって、そして冷静になって、何をしてもどんどん嫌きらわれていくしかないこの状じよう況きようが辛つらい。

「姉さんに、何かひどいことされてないよな？」

「…………」

「どれくらい、その中に閉とじ込こめられてるんだ？」

「…………」

「ちなみに、今までは何を食べてた？」

「…………」

「あ、あぁいいよ、無理に答える必要なんてないから……あはは、うん」

「カプリーメイト……」

　俺おれが一人納なつ得とくすると、しかしすぴかちゃんはぽつりと口を開いて言った。

「カプリーメイト……他には？」

「カプリーメイトだけ！」

　それを聞いて、俺おれが来るまでは姉さんが彼かの女じよを見ていたことがわかり、どこかホッとする。

　同時にすぴかちゃんがカプリーメイトだけを食べさせられていた姿を想像して泣きそうになる。気がつかなかったが、部屋の隅すみを見れば大量に積まれたカプリーメイトの箱があった。

「そ、そうだったのか、それは悪かった。あの人、俺おれの姉なんだけど、食べ物に興味なくて」

「どうしてあなたは、わざわざすぴの好きな物を持ってきてくれたの……？」

　すぴかちゃんから投げかけられるその質問に、俺おれは思ったことを素す直なおに口にする。

「……すぴかちゃんが、喜ぶと思って」

　それを聞いた彼かの女じよは、しばらく俺おれを観察するように眺ながめたあと、言った。

「あなたは、すぴのこと、知ってるの？」

　そこで俺おれは、彼かの女じよが自分が二次元のキャラだと認にん識しきしていないことに気づく。

　俺おれはそれを悟さとられないよう、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「知ってる。……怖こわいよな、マジで」

「うん、怖こわい。だってすぴ、あなたとは初対面だし、あなたのこと何も知らないもん」

　はっきりと俺おれを見てそう言うすぴかちゃんの言葉の一つ一つに俺おれはグサグサと心を刺さされる。

「我ながらマジでストーカーみたいだ」

「ちがうの？」

「うっ……」

　否定したいが、否定できない。身長から体重、お気に入りのパンツの柄がらまで、彼かの女じよのことを知しり尽つくしているなんて、実質ストーカーだ。

　だけど、やっぱり否定したい。

「できるなら俺おれだって、こんな形ですぴかちゃんに逢あいたくなかった。もっとこう、街角なんかで、運命的な出で逢あいをして、そこで一いつ瞬しゆんで恋こいに落ちて、とか、そういう……」

「よくわからないよ」

「すいません……」

「それで、すぴはこのあとどうなっちゃうの？　ひどいこと、されちゃうの……？」

　急にそんなことを口にする彼かの女じよに、俺おれは大おお慌あわてで言った。

「そ、そんなことはしない！　むしろ、むしろきみが望むなら、俺おれがきみの奴ど隷れいになる！」

　勢い余って失言した。

「すぴ、そんなことしない」

　そして冷静に返された。

　黙だまりこくるすぴかちゃん。すると彼かの女じよのおなかがまた「きゅぅ～」と可愛かわいらしい音を鳴らした。

「カップ麵めん、本当に毒なんて入ってないから、食べても平気だよ」

　とは言ったものの、それでもすぴかちゃんは黙だまったままだった。しかしそれから少しして、また「きゅぅ～」とおなかが鳴ると、彼かの女じよはちょっと恥はずかしそうにテーブルの前に移動した。

「本当に、毒とか睡すい眠みん薬やく、入ってない……？」

　頷うなずくと、それでも彼かの女じよは怪あやしそうに様々な方向からカップ麵めんを見回し、

「むぅ……」

　と言って、俺おれを手招きした。

「じゃあ、ちょっと食べてみて」

「えっ……」

　そして彼かの女じよは俺おれを再びガラスの箱の中へ入らせると、正面に座すわらせ、お箸はしを渡わたし、毒味をさせようとしてきた。

「ちゃんと毒が入っていないか確かく認にんしたい」

　すぴかちゃんが俺おれの目の前に激げき辛からカップ麵めんをすっと差し出す。

「マ、マジで……？」

　尋たずねると、彼かの女じよは頷うなずいた。俺おれは思わず、そんな彼かの女じよからカップ麵めんへと視線を落とす。

　カップ麵めんにはおどろおどろしい書体で『地じ獄ごくらーめん　この辛からさ、地じ獄ごく級』と書かれており、辛からさを表す唐とう辛がら子しマークが丁てい寧ねいにも十個並んでいた。

　すぴかちゃんの大好物である激げき辛からを買ってきたは良いものの、まさか自分が食べることになるとは思っていなかった俺おれは思わず固まる。はっきり言ってしまおう。こんなの食い物じゃねえ！

「……やっぱり何か入れたんだね」

　しかし一向に食べようとしない俺おれの様子に、すぴかちゃんが不ふ信しん感かんを募つのらせていく。

「ち、違ちがう！　本当に何も入れてないんだ」

　慌あわてて弁明するが彼かの女じよは疑いの視線を解かない。口先ではなく態度で示せと言わんばかりに。

「わ、わかった。食べる、食べるよ」

　もはや食べる以外の選せん択たく肢しなどそこには存在していなかった。

　俺おれは彼かの女じよが見守る中、意を決して、その激げき辛からラーメンを口に入れる。

「ほ、ほら、大だい丈じよう夫ぶ、何も入ってない──って、かっら！」

　瞬しゆん間かん、舌の細さい胞ぼうが一いつ瞬しゆんで死んだ感覚がした。辛からさのあまり汗あせと涙なみだが一気に噴ふき出でる。

「ス、スープもちゃんと飲んで」

　しかし悶もだえる俺おれに、すぴかちゃんはじゅるりとよだれを垂らしながらそんなことを要求した。

「くっ……！」

　言われるがまま、俺おれはスープを飲む。そして喉のどから胃に、その熱い液体が流れていく感覚をじんわり感じ取ると、とうとう床ゆかに転がって悶もだえた。辛かれぇ！　死にゅ！　死んにゃう！

「うん、大だい丈じよう夫ぶそう！」

　自分の指を甘あま嚙がみしながら悩なやんでいたすぴかちゃんは、文字通りヒィヒィ言う俺おれのそんな反応を見て、とうとう我が慢まんできないと言った様子で新しい割わり箸ばしをパキッと割り、すぐにカップ麵めんを食べ始めた。

　一口食べただけで俺おれが悶もだえた激げき辛からラーメンをすぴかちゃんはどんどん口に入れ、スープを流ながし込こんでいく。口をすぼめ、涙なみだまで流し、苦しそうにそれを食べるすぴかちゃんは、しかし幸せそうだった。

「あっ……」

　そこで俺おれは、彼かの女じよが俺おれの口をつけたカップ麵めんを食べていることにようやく気がつく。

　終わらないカプリーメイト地じ獄ごくと空腹、そして激げき辛からという大好物を目の前に食欲を抑おさえきれなくなったすぴかちゃんは、恐おそらくそんなこと気にする余よ裕ゆうもなかったのだろうが、俺おれは気づいてしまったため、意識してしまう。

　俺おれが口をつけたスープを、彼かの女じよが飲む。ゴクゴク、ゴクゴクと美味おいしそうに。

「お、美味おいしい？」

　尋たずねると、すぴかちゃんは頰ほおをいっぱいにふくらませ、こくりと頷うなずく。なんて素す直なおなんだ。

　数分後、空になったカップ麵めんをテーブルに置くと、すぴかちゃんは口を真っ赤にし、嬉うれしそうに言った。

「ごちそーさまでした！」

　おなかがいっぱいになったからか、ずいぶんとゴキゲンな様子のすぴかちゃん。

　その瞬しゆん間かんだった。そんな彼かの女じよを見て、ふと俺おれの目からつつーっと一筋の涙なみだが滴したたり落おちる。先ほどまで蓄ちく積せきしていた彼かの女じよによる精神的ダメージが、その彼かの女じよの笑えみによって瞬しゆん時じに回復していく。

　やっと、すぴかちゃんが笑ってくれた。どうしよう、なんて、なんて嬉うれしいんだ……っ！

「こ、怖こわい……」

　それを見たすぴかちゃんが引き気味に言った。

「わ、悪い……いや、でも、嬉うれしくて……俺おれ、本当にすぴかちゃんに逢あいたかったから……」

　気づけば俺おれは憧あこがれのすぴかちゃんの傍そばにいて、普ふ通つうに彼かの女じよと話をしていた。

　自分でも気持ち悪いのはわかっている。だけど、長年想おもい続けてきた相手が目の前にいて、その相手は絶対に逢あえない存在で、だけどこうやって逢あって話をしている事実に、抱かかえてきたいろいろな感情がみっともないくらい溢あふれ出でてしまっていた。

「きみは、そんなにすぴに逢あいたかったの？」

「逢あいたかった。ずっと……」

「すぴはきみのこと、名前すら知らないよ？」

「うん……それでも俺おれは、すぴかちゃんに逢あえただけで嬉うれしいんだ」

　穏おだやかな笑えみを浮うかべ、俺おれは彼かの女じよの質問に思いのまま答えた。

　するとすぴかちゃんは、ぽつりと言った。

「きみの名前は、なんて言うの？」

　俺おれは伏ふせていた顔を上げ、どこか緊きん張ちようしながら自分の名前を口にする。

「舞まい坂さか八や雲くも」

「八や雲くもくん」

　瞬しゆん間かん、俺おれの中で今の言葉が木霊こだまする。八や雲くもくん……八や雲くもくん……八や雲くもくん……八や雲くもくん──。

　す、す、すぴかちゃんが、俺おれの名前を、呼んでくれた……！　音程がバラついてない感動！

「も、もう一度頼たのむ……俺おれの名前を、もう一度……」

「八や雲くもくん？」

「も、もっかい……！」

「……八や雲くもくん！」

「こ、今度は『八や雲くもくん、お誕生日おめでとう！』って！」

「もう、意味わからない！　すぴ、言わない！」

「はああああああああ！」

　身体が震ふるえた。もうどうなっても良かった。あ、いや、録音しておけばよかった！

　今度は興奮のあまり吐はきそうになっていた。

「い、息が荒あらいよ……もう気持ち悪いから出てって！」

　そして俺おれは空になった容器を手にガラスの箱から追い出されると、そのまま月つき夜よ姉さんの執しつ務む室のキッチンで後片付けをした。それからすぴかちゃんのいるオフィスに戻もどるも、彼かの女じよはおなかいっぱいになって眠ねむってしまったようで、俺おれは再び執しつ務む室へ行き、彼かの女じよについてのことを訊きくため姉さんをソファで待つことにした。しかしそこで、ガラステーブルに置き手紙があるのを見つける。それは姉さんからの、俺おれ宛あてのものだった。

【これから出張なので、詳くわしいことは明後日あさつて説明します。くれぐれも彼かの女じよをガラスの箱から出さないように】
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「気がついたら、ここにいた」

　彼かの女じよはいつものように、彼かの女じよの世界で日常を過ごしていたはずだった。

　しかし次の瞬しゆん間かん、気がつくとガラスの箱に閉とじ込こめられていたという。

　そしてここへ来て今日で三日目ということを、すぴかちゃんは〝暇ひまだから〟という理由で俺おれに話してくれた。今まで誰だれも話し相手がおらず、どうやら相当暇ひまを持て余していたようで、不ふ審しんな男（俺おれ）でも何でも良いから話がしたかったようだ。

　そして俺おれは今、彼かの女じよの暇ひまつぶしの相手としてここに存在している。なんて幸せなんだ。

　しかししょんぼりするすぴかちゃんの姿を見て心が痛まないわけがなかった。

「すぴかちゃん、何かほしいものとかないか？」

「……ない」

「じゃあしたいこととかそういうのでもいいんだ。すぴかちゃんの願いなら俺おれが何でも叶かなえる」

「ここから出たい。おうちに帰りたいっ！」

　ですよね。

「……申し訳ない。そればっかりは俺おれにはどうにもできないんだ」

「八や雲くもくん、うそつき……もう、すぴ、八や雲くもくんのことなんて知らない！　あっち行って！」

　しかし、何とかしようと口走った言葉ですぴかちゃんに突つき放はなされてしまった。

「つい調子の良いことを言ってしまったことは謝あやまる。俺おれにできる範はん囲いですぴかちゃんの願いを叶かなえたいと言いたかった。だからすぴかちゃん、そんなに悲しい顔をしないでほしい」

　言って、頭を下げる。すると、悲しそうな顔をしていたすぴかちゃんはそこで、

「八や雲くもくん、冗じよう談だんだよ。すぴの演技に騙だまされた八や雲くもくんなのでした」

　と、いたずらっこのような笑えみを浮うかべた。

「知ってました。俺おれはすぴかちゃんのことなら何でもお見通しなんです。わざと騙だまされたふりをしたのでした」

　内心ほっとしながらも負けじとそんなことを言うと、すぴかちゃんは悔くやしそうにぷくっと頰ほおをふくらませて「むぅ～」と可愛かわいく呻うめいた。俺おれはこの頰ほおをふくらませる彼かの女じよの顔をアニメや漫まん画がの中で何度も見たことがある。ＰＣの壁かべ紙がみにもしていたことがある。けれども実際に目の前で──しかも自分に向かって──やられるとその可愛かわいさのあまり憤ふん死ししそうになる。なんだこの可愛かわいい生き物は。天使か？　天使だ。

「じゃあすぴ、昨日の八や雲くもくんの再現が見たい」

「再現？」

「うん。昨日、八や雲くもくんがここへやって来て、すぴのいる箱に近づいたあとの八や雲くもくんの再現！」

　何をしたっけと冷静に思い出してみる。たしかすぴかちゃんを目の前にして俺おれは彼かの女じよの名前を呼んで、けれども反応がないから、俺おれは──。

「あっ、あ、あああぁぁああぁ～！」

　瞬しゆん間かん、俺おれは情けない声を出し、顔を真っ赤に燃え上がらせた。

「八や雲くもくん、再現、して？」

「や、やめて……あの、ほんと、昨日のあれは、本当に、忘れてくれ……」

「すぴの願いなら何でも叶かなえる、すぴの願いならできる範はん囲いで答える……そう言ったのに、八や雲くもくん、すぴにうそばっかりつく……すぴ、悲しい」

「つ、次は絶対に約束するから！　次言うことは絶対、俺おれ、守るから！」

「あっ……」

　とそのとき、すぴかちゃんは急にもじもじし始めた。

「すぴかちゃん、どうした。どこか具合、悪いのか？」

　心配して尋たずねると、しかしすぴかちゃんは近づいてくる俺おれを涙なみだ目めで睨にらむ。

「すぴかちゃん、体調悪いならすぐに俺おれに言ってくれ」

「体調悪くない……」

「でもなんか苦しそうだ」

「苦しくない……」

「何かあるなら我が慢まんしちゃダメだ。頼たのむ、我が慢まんしないで俺おれに言ってくれ」

「が、我が慢まんなんて……ぇ……」

　するとすぴかちゃんは物もの凄すごく恥はずかしそうに言った。

「ト、トイレ……」

「な、なんだびっくりした。トイレならガラスの箱の中に──」

「そ、そういう問題じゃ、ない……」

　彼かの女じよの言っている意図がわからず、首を傾かしげる。

「だから、すぴの音、聞こえちゃう……からぁ……」

「えっ……あぁ！　そ、そうか。それなら俺おれは耳をふさいでいるから」

「それじゃダメ……すぴ、外のトイレでする。だからここ、開けて」

「開けるのはちょっと……じゃあ俺おれがオフィスから出て行くから、それなら問題ないだろ？」

「ダメ、だって八や雲くもくん、すぴが寝ねている間にトイレにカメラ仕し掛かけたかもしれないし……」

　信用ないなぁ、俺おれ。

「いや、でも……」

「八や雲くもくん、すぴ、漏もれちゃう……」
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「わかった、わかったから」

　切せつ羽ぱ詰つまったような声に焦じらされ、俺おれはガラスの箱の扉とびらを開けてしまう。

　その瞬しゆん間かん、すぴかちゃんは俺おれの脇わきをすり抜ぬけると、そのままオフィスのドアまで全力で走り出した。

「やったぁ！　すぴの演技にまた騙だまされた八や雲くもくんなのでした。すぴの勝ちだよ！」

「あっ……」

「あれ、開かない……っ！」

　嬉うれしそうに飛び出しドアに辿たどり着ついたは良いが、カードキーがないため開けられないすぴかちゃん。そんな彼かの女じよを眺ながめながら、俺おれはゆっくりと近づいて行く。

「すぴかちゃん、またまた俺おれはすぴかちゃんがこうすることを知ってました。俺おれはすぴかちゃんのことは何でもお見通しなんです」

　冗じよう談だんめかして言う俺おれに、またしてもすぴかちゃんは悔くやしそうな顔をして「むぅ～」と呻うめく。

　すると、すぴかちゃんは何を思ったか突とつ然ぜん飛びかかって来るとそのまま俺おれを押おし倒たおし、馬乗りになってこちらを睨にらんだ。

「すぴかちゃん……？」

　様子の変わったすぴかちゃんに、思わず俺おれは何も言えなくなる。

　なぜなら、すぴかちゃんは目に涙なみだを浮うかべていたのだ。

「出してよ……すぴを、閉とじ込こめないで」

　そんな彼かの女じよを見て、ふざけていた自分を殺したくなった。こんなのまるで、悪役じゃないか。

「すぴかちゃん、ごめん。本当はきみを出してあげたい……けど、ダメなんだ」

　正直、自由にしてあげたいとは思う。だけど外にはどんな危険があるかもわからないし、この世界の住人ではない彼かの女じよが外へ行ってしまったらどうなるか想像もつかない。そして──。

「姉に出してはいけないって言われてたんだ。それにこのオフィスにいればすぴかちゃんはたぶん安全だと思うから……」

　俺おれに彼かの女じよを外に出す意志がないことがわかり、すぴかちゃんはしゅんとして、静かに離はなれた。

　しかしその直後だった。突とつ然ぜんオフィスのドアにカードキーが通された音が辺りに響ひびき、ドアが開く。

　瞬しゆん間かん、すぴかちゃんがハッとしたあと、隙すきを突ついてダッシュした。

「すぴかちゃん、待っ──」

　彼かの女じよに逃にげられてしまう。そう思い、俺おれがすぴかちゃんを呼び止めようとしたその刹せつ那な、ドアの前に立っていた人物の、それはそれは大きな胸にすぴかちゃんは真っ正面からぶつかり、ばっいーん！　と跳はね返かえされ、俺おれの顔面にすぴかちゃんのやわらかいお尻しりが飛とび込こんで来た。

　尻しりもちをついて転がるすぴかちゃん。

「ここで、いいの……かな？」

　そして、不安げにそう言って辺りを見回しながら、ふわふわとした優やさしい雰ふん囲い気きの女性が開いたドアの前に現あらわれる。髪かみ色いろは少し暗めの栗くり色いろで、その長く艶つややかな髪かみは背中まできれいに流れている。たすき掛がけにした鞄かばんの紐ひもで見事なまでのパイスラを誇ほこっていた。

　俺おれはその人に見覚えがあった。彼かの女じよは目の前にいる俺おれに気がつくと、少し緊きん張ちようした様子で頭を下げた。

「あ、あの、初めまして、私、桜さくら之の宮みやりゆという者ですが……」

　そう、その人は何を隠かくそう、今をときめく人気女性声優さんだったのだ。

「あっ、どうも、初めまして」

「あの、舞まい坂さか月つき夜よさんにこちらへ行くよう言われまして、えっと……」

　りゆさんは困った様子だった。

　恐おそらく姉さんは、何の説明もなしに彼かの女じよにオフィスへ行くよう伝えたのだろう。

　俺おれは目的などはわからないものの、彼かの女じよがここに現あらわれた関連性だけは何となく察したため、口を開いた。

「たぶん、ここであってますよ。舞まい坂さか月つき夜よは俺おれの姉です。俺おれは舞まい坂さか八や雲くもと申します。それで、姉に何か言われてませんか？　例えばお世話するとか観察だとか……」

「えーっと、他には……仲良く？　してほしいって言われてて……もしかしてあなたのことなのかな？　ここに来ればわかるっておっしゃってたから」

「あー……たぶんそれは俺おれじゃなくて」

　言いながら、俺おれはそこでようやく立ち上がると、未いまだに近くで転がっているすぴかちゃんへ指をさした。

「そこにいる子のことだと思います」

「すぴ、なんかすごい跳はね飛とばされた」

　俺おれが指さすと、くるくる目を回しながらすぴかちゃんがふらふらと立ち上がる。

「えっ、う、うそ……」

　りゆさんは目をまん丸にし、両手で口を押おさえながらすぴかちゃんを見つめていた。

「うそ……ほんとに……うそ……」

　最初にすぴかちゃんを目の前にした俺おれと同じようなリアクションを取るりゆさん。

　そしてじんわりと目に涙なみだを浮うかべた次の瞬しゆん間かん、彼かの女じよはすぴかちゃんに抱だきついた。

「すぴかちゃん！」

「にゅわあ！」

　りゆさんの大きな胸がクッションのように、すぴかちゃんの顔をむぎゅうっと包つつみ込こんだ。

「すぴかちゃん！　本当にすぴかちゃんなのね！　すぴかちゃん！」

　彼かの女じよの名前を何度も何度も口にしながら、りゆさんは力いっぱい抱だきしめる。それを見て俺おれは無理もないと一人納なつ得とくしていた。きっと彼かの女じよも、すぴかちゃんに逢あいたい一人だったのだ。

　だって彼かの女じよは、胡桃くるみすぴかの担当声優なのだから。

「く、苦しい……」

「あの、りゆさん、すぴかちゃんが」

　消え入りそうなすぴかちゃんの声に俺おれが慌あわてて言うと、

「えっ、あっ！　ああっ！　ご、ごめんなさい！　すぴかちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　と、りゆさんはすぴかちゃんを解放した。

「す、すぴ、死ぬかと思った……」

　すぴかちゃんがゾッとしたような顔で言う。恐おそるべしおっぱい兵器。

　しかし、わかる。俺おれもすぴかちゃんを見たとき抱だきつきたいと思ったものだ。

　それからすぴかちゃんはドアが再び閉まっていることを確かく認にんすると、涙なみだ目めになりながら、諦あきらめたように尋たずねてくる。

「むぅ、八や雲くもくん、この人は……？」

「この方は……あー……」

　しかしそこまで言いかけて、俺おれは彼かの女じよに何て説明するべきか迷った。すぴかちゃんは自分が二次元のキャラだということに気がついていない。もしもここで「この方はすぴかちゃんの担当声優さんだよ」なんて言った日にはどうなることやら──。

「私ね、すぴかちゃんの声を担当させてもらった桜さくら之の宮みやりゆって言うの」

　早さつ速そく言ってしまわれた。

「担当？」

　頭にいっぱい〝？？？〟を浮うかべるすぴかちゃん。

「あの、りゆさん」

「ん？」

　俺おれはりゆさんを少し離はなれたところまで呼び、すぐさま事情を説明する。

「すぴかちゃん、実はまだ自分が二次元のキャラだって気づいていなくてですね……」

「えっ、えっ、そうなの!?　あ、あの、私、あっあっ、ど、どうしよう、えっと」

「八や雲くもでいいですよ」

「八や雲くもくん、私、とんでもないミスしちゃった？」

　物もの凄すごく深刻そうな顔で目に涙なみだを溜ためるりゆさんに、俺おれは少し考えたあと言った。

「いえ、まだ巻き返せます」

　それを聞き、りゆさんはほっとしたように息を吐はくと、続けて訊きいてくる。

「それより八や雲くもくん、あの子って本物のすぴかちゃん……なんだよね？　二次元の、『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』の主人公の……胡桃くるみすぴかちゃん、なんだよね？」

「はい、そうですよ」

「え、えーっと、そのすぴかちゃんが、どうしてここにいるの？」

　興奮から落ち着き、ようやく冷静になったりゆさんが当たり前のことを尋たずねてくる。

　俺おれは彼かの女じよに、姉がすぴかちゃんをここに連れてきて楽園を創ろうとしていることを話した。

「そ、そうなんだ」

　簡単な説明だったのに、意外とりゆさんはすんなりと納なつ得とくした様子だった。素す直なおな人だぜ！

「りゆさん、そろそろすぴかちゃんのところへ戻もどりましょう」

　それから俺おれは、どこかつまらなそうにこちらにジト目を向けているすぴかちゃんのもとへりゆさんと一いつ緒しよに戻もどると、彼かの女じよを紹しよう介かいした。

「すぴかちゃん、この方は俺おれと同じく、すぴかちゃんのことが大好きな人だよ」

　うん、間ま違ちがってない。ですよね、りゆさん？

　俺おれが視線を向けると、りゆさんは頷うなずいて続けた。

「そうなの。それで今日はすぴかちゃんとお友だちになりたくて来ちゃったの。びっくりさせちゃってごめんね」

「むぅ……」

　しかし何だか納なつ得とくいかない様子のすぴかちゃん。

「じゃあ、さっきの、担当とか、どういう意味なの？」

「うっ……っと、それは……」

　やはり取り返しのつかないことをやってしまったのか……。

「すぴかちゃん、それはね」

　しかし言葉に詰つまる俺おれの隣となりで、りゆさんはおもむろにそう言うと、

「私があなたのことが大好きすぎて、声を真似まねしてるから声担当って自分で言ってるの」

　と、彼かの女じよは声こわ色いろを変え、すぴかちゃんの声で話し始めた。準備もなしにキャラの声を出せるなんて、声優さんってやっぱすげえな。

「す、すぴと一いつ緒しよの声……すごい」

　すぴかちゃんも自分の声と同じ声を聞き、驚おどろいたように感心していた。

「ストーカーが二人に増えた……っ！」

　そしてそんなことを心配し始めるすぴかちゃん。

「ストーカー？」

「あっ、いえ、こっちの話です」

　首を傾かしげるりゆさんに俺おれは慌あわてて言った。

「りゆ、すぴ、それほしい」

　そんなりゆさんに、すぴかちゃんが彼かの女じよの手にあるカードキーを指さす。

「これ？　はい、いいよ」

　するとりゆさんはカードキーを普ふ通つうに渡わたそうとする。俺おれは慌あわててそれを阻そ止しした。

　首を傾かしげるりゆさんに事情を説明する。それからすぴかちゃんを見る。

「ぷぅ」

　彼かの女じよは頰ほおをふくらませて、俺おれを睨にらんでいた。油断も隙すきもない。




「八や雲くもくん、このあと少し時間ある？」

　時刻は夜の七時を回っていた。

　あれからすぴかちゃんとりゆさん、俺おれの三人で夕飯を食べ、会社を後にしたその帰り道、駅までの道を二人並んで歩いていると、りゆさんがそんなことを言ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶですけど、どうしたんですか？」

「うん、ちょっとお茶でもどうかなぁ？　って。いろいろ八や雲くもくんともお話したいし」

　こちらに小首を傾かしげるりゆさん。栗くり色いろをしたきれいな長い髪かみがさらさらと流れ、ふわりと彼かの女じよの匂においが鼻をくすぐった。

「俺おれは良いですけど、りゆさんは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「へ？　私？　どうして？」

「いや、だってりゆさん、人気女性声優さんじゃないですか。そんな人が男と二人でお茶してるところを誰だれかに見られでもしたら、なんていうかその……」

　俺おれがそんなことを言うと、りゆさんは「うふふ」と優やさしげに笑った。

「八や雲くもくんって優やさしいのね。でもそんなことないから大だい丈じよう夫ぶだよ。それとも八や雲くもくんはすぴかちゃん以外の女の子とはお茶にも行ってくれない冷たい男の子なんですか？」

「いや、そういうわけじゃないですけど」

「なら、決まりだね。八や雲くもくん、どこか行きたいお店とかある？」

「特に俺おれは……りゆさんの選んだ場所で大だい丈じよう夫ぶです」

「ほんとっ？　じゃあ、行ってみたかったお店があるんだよね」

　それから俺おれはりゆさんのお誘さそいに乗り、俺おれ一人では絶対に行かないようなお洒落しやれなカフェで一いつ緒しよにお茶をすることにした。そして店に入り、アイスティーとケーキを食べながら、りゆさんは俺おれに、すぴかちゃんへの想おもいを話してくれた。

　現在高校二年生の桜さくら之の宮みやりゆさんは、今となっては声優界の一線で活かつ躍やくする人気女性声優さんだが、そこに至るまでには様々な苦労があったと語った。

「もともとは子役をやっててね、それからずっとなりたかった声優の世界へと飛とび込こんだんだけど、そこからは全然ダメダメで、モブ役の仕事ばかりだったの。見て、私のウィキペディア」

　そう言ってりゆさんはスマホから自分のウィキペディアを見せてくれる。さすが人気声優と言うべきか、りゆさんのウィキペディアには来歴から趣しゆ味み、諸もろ々もろの癖くせまで事細かくしっかりと書かれてあった。本人が目の前にいるというのに、そんな彼かの女じよの内面を覗のぞいているような感じがしてドキドキする。それにしても持ち物に何でも名前を書く癖くせとはなんなんだろうか……。

　そんな疑問を抱いだきつつ、出演作品の項こう目もくへ移動する。そこには彼かの女じよの言った通り、【女の子】【女子生徒Ｂ】【少女】【子ども】などといった名前のないモブ役がずらりと並んでいた。

　それでもりゆさんはモブ役をしっかりと勤め上げ、名前のある役をもらえるよう演技を磨みがいていった。しかし続けても続けてもなかなかうまく行かず、そしてとうとう夢を諦あきらめかけていた頃ころ、ようやくもらえた名前のある役──それが『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』の主人公・胡桃くるみすぴかだった。

「本当に、これでダメなら諦あきらめようって思ってたの」

　そして桜さくら之の宮みやりゆは、胡桃くるみすぴかの声をあてたことにより、一気に声優界のスターダムを駆かけ上あがり人気声優となった。ゆえに彼かの女じよのすぴかちゃんへ対する思い入れはかなり強く、俺おれとは違ちがうベクトルから、すぴかちゃんのことを愛していた。

「私はすぴかちゃんに救われた。すぴかちゃんがいたから、今の私があるの」

　とても大切そうにりゆさんはすぴかちゃんの名前を口にし、そっと目を瞑つぶって胸に手を当てた。それは俺おれとは違ちがう、りゆさんなりの、すぴかちゃんの愛し方。けれども、すぴかちゃんに救われたという点では、俺おれもりゆさんも同じだった。

「だから本当に、本物のすぴかちゃんを目の前にしたら気持ちを抑おさえきれなくて、つい」

「わかりますよ、その気持ち。ええ、痛いほどわかりますとも」

　思わず声が大きくなる。りゆさんの話を聞き終える頃ころには、俺おれたちはすっかり意気投合していた。彼かの女じよがすぴかちゃんの魅み力りよくを語るとき、いったい俺おれは何度頷うなずき、何度「わかります、それ」と口にしただろうか。とにかく彼かの女じよの話はあまりにもわかりすぎた。

「ふぅ～。こんなこと誰だれかに話したの初めて。でも私、すごく気持ちよかった」

　それからりゆさんは満足そうに息をつくと、アイスティーをストローで啜すすった。

　桃もも色いろのやわらかそうな唇くちびるがストローの先をしっとりと包つつみ込こみ、やさしく吸い上げる。

　今まで俺おれは、キャラのイメージを崩くずしたくない人間ゆえに、好きなキャラの声優さんの顔は極力見ないよう避さけてきた。けれどもこうして実際に、目の前で見る本物の声優さんはとても可か憐れんで、しとやかで、驚おどろくほど、魅み力りよくに満みち溢あふれていた。

「そういえば八や雲くもくんってアニメ好きみたいだけど、声優には興味ないの？」

　その様子に見とれていると、彼かの女じよが顔を上げ、そんなことを尋たずねてきた。

「ど、どういうことですか？」

「ん？　いや、こんなこと自分で言うのも何だけど、八や雲くもくん、私のこと見てもリアクション薄うすいと言うか、あんまり興味なさそうだったから。ほら、アニメ好きな人って声優のことも好きな人、多いでしょ？　でも八や雲くもくんはまったくそんな感じしないから、どうなのかなって」

「そ、それは……」

　慌あわてて視線を逸そらす。キャラのイメージが壊こわれるから声優は極力見ないようにしている、なんてこと声優さん本人の前で言えるわけがない。

　しかし途と端たんに言いい淀よどんだ俺おれの様子が、彼かの女じよの興味をますます引いてしまったようだ。

「あら、これは意外な反応。ふむふむ、何か思うところがあるような感じがしますねぇ」

「な、何もありませんよ。声優さん大好きです！」

「こーら、八や雲くもくん。今さらそんなふうに繕つくろっても無む駄だですよ。お姉さんに隠かくし事ごとは、めっ、ですよ～？」

　りゆさんがテーブルに手をついて、優やさしく俺おれのおでこを指でつつき、やわらかく微笑ほほえむ。

　少し前まえ屈かがみになっているせいで、ワイシャツの隙すき間まから温かそうな胸の谷間が覗のぞいていた。

「言いたいことがあるなら、ちゃんと言って？」

「いや、ほんと、しょうもないことなんで」

「そんなこと言われたらますます気になっちゃう～」

　私に聞かせて？　と可愛かわいい声でおねだりされ、俺おれは折れることにした。可愛かわいい声、ずるい。

「その、声優さんを目の前にして、こういうこと言うのも何なんですけど……」

　そして俺おれは、先ほど頭の中で考えていたイメージを崩くずしたくないといった話を打ち明ける。

「もちろん声優さんのことは本当に尊敬しているし、リスペクトしているんですよ。声優さんがキャラに声と言う名の命を吹ふき込こまなきゃ何も始まりませんし。……だけどやっぱり俺おれは、何て言うか、理想の中だけで浸ひたっていたい人間なんで……すいません」

「ううん、八や雲くもくんの言いたいことわかるよ。もちろん私だって八や雲くもくんみたいな人たちもいるってわかってお仕事してるし。まぁ最近はちょっと露ろ出しゆつが多いなって私も思ってる」

　それにしても八や雲くもくんは生きつ粋すいの二次元好きなんだねぇ、と冗じよう談だんめかして言うと、それからりゆさんは急に自信なさそうな声で尋たずねる。

「それより八や雲くもくんは大だい丈じよう夫ぶ？　イメージ、崩くずしちゃった？」

　そんな彼かの女じよに、俺おれは慌あわてて言った。

「いや、全然、そんなことないです。むしろ声優さんも、何て言うか、キャラに負けないくらい可愛かわいいって、そう思ったくらいですから。それに、現実で本物のすぴかちゃんと逢あっちゃいましたから、もうイメージとかそういう次元の話じゃなくなっちゃいましたね、正直」

「それもそっか」

　どこかあっけらかんとした様子でりゆさんは伸のびをすると、「あっ、そうだ」と思い出したように言って、スマホを取り出した。

「これから連れん絡らく取り合うだろうから、八や雲くもくんのスマホに私のメアドと番号登録させて」

「あ、はい、じゃあお願いします」

　そして俺おれからスマホを受け取ると、りゆさんはぱぱっと登録を済ませ、こちらに返してくる。

　しかし彼かの女じよから返ってきたスマホの画面を見て、俺おれは思わず尋たずねた。

「……あの、なんか余計なものが入っているんですけど」

　見れば何やらゲームが起動されている。

「なんですか、これ」

「今大人気のアイドル育成ゲーよ？」

「いや、それは見ればわかります。ただ、なんで入ってるのかなー、と」

「八や雲くもくんのスマホに入ってなかったから私が入れておきました」

　メアドと番号を登録したら勝手に変なアプリまで登録されてたとか、ウイルスかよ。

「八や雲くもくんも始めるときはちゃんと私のキャラを使うこと。浮うわ気きしちゃ、めっ、だからね？」

　それから俺おれはりゆさん監かん視しの下、彼かの女じよが声を担当したロリっこキャラが出るまでリセマラをさせられる。そしてそんな中、りゆさんは鞄かばんを開くと言った。

「一応こっちも渡わたしておくね」

　それからりゆさんは可愛かわいらしい小鳥のイラストがプリントされた名めい刺し入れを取り出すと、中から一枚名めい刺しを抜ぬき取とり、今度はペン入れをテーブルに置くと、その中から水色を選び、さらさらっとサインを書いて渡わたしてくる。

「はい、どうぞ」

　彼かの女じよのサインが記き載さいされた名めい刺しを受け取る。心なしか良い匂においがするような気もする。

「あ、ありがとうございます」

　そう言うと俺おれは、目の前にある彼かの女じよのペンやペン入れ、名めい刺し入れ、他にもそれらを取り出す際に鞄かばんから一時的に出された品々を見て、先ほど彼かの女じよのウィキペディアで見たことを思い出し、ちょっとにやけてしまう。

「どうかした？」

　テーブルに出した物を片付けながら不思議そうな顔で覗のぞき込こんでくるりゆさんに俺おれは言った。

「いや、マジでりゆぺん先生なんだなーって」

　すると、りゆさんは「え？　あ、あーっ！」と恥はずかしそうに顔を火ほ照てらせ「く、癖くせだから」と片付けるペースを速めた。

　ウィキペディアによると、りゆさんは自分の持ち物には何でも名前を書いてしまう癖くせがあることで有名と記されていた。もちろんそれはただのペンにまで及およんでおり、いつかのラジオでそのことを友人の女性声優さんにいじられると、彼かの女じよは瞬またたく間まに『りゆぺん』あるいは『りゆぺん先生』という愛あい称しようでファンに呼ばれ始め、今ではそれがすっかり定着しているそうだ。

　それを目の当たりにすると、それが単なるビジネス的なキャラ作りではなく、本気の癖くせだったのかと、可愛かわいいやら面白おもしろいやらで笑ってしまう。

「あーっ！　もう、八や雲くもくん、そんなに笑うことじゃないでしょ～！」

「いやだって、本当にペン一本一本に名前が書いてあって、マジか、この人って、何と言うか驚おどろいたというか……す、すいません、ぶふっ」

「もぉ～」

　むっすぅと頰ほおを朱しゆ色いろに染め、恥はずかしそうに唇くちびるを尖とがらせるりゆさん。

　だけど単純に、すぴかちゃんの声を担当したってだけじゃなく、こういうところも彼かの女じよの人気を構築している、ファンに愛される要素の一つなんだなと、俺おれは素す直なおにそう思った。

「そんなに笑わなくてもいいでしょ～！　これ以上笑うなら八や雲くもくんにも名前書いちゃうよ？」

「あは、マ、マジですか。俺おれ、りゆさんのものになっちゃうんですか」

「あー、まだ笑う！　本当に名前書いちゃうんだから！」

　そう言ってりゆさんはペンを握にぎると立ち上がり、俺おれのおでこに名前を書こうとする。

　そんな彼かの女じよに俺おれは抵てい抗こうして頭を動かす。

　するとりゆさんはじっとしない俺おれの頭を腕うでに包つつみ込こむと、そのまま自分の胸にぎゅっと押おさえ付つけ、がっちりと俺おれの頭を固定させた。

「八や雲くもくんはちょっとおふざけが過ぎますよ～？」

　そう言って、りゆさんは俺おれのおでこに何やら書かき込こんでいく。不意に彼かの女じよの生温かくやわらかい胸と花のような良い匂においに包まれた俺おれは、その瞬しゆん間かん己おのれのペンを突つっ立たて、下ネタかよ！　と内心セルフツッコミをし、何とか口を開いた。

「ご、ごめんなさい許してくださいりゆさん」

「歳とし上うえのお姉さんをからかっちゃダメですよ～？」

「わかりました反省しますだからどうか解放してください」

「うふふ、もう遅おそいですよ。八や雲くもくんに私の名前、書いちゃうんだから♪」

「あっ、あっ……ダメです。それだけはどうか。俺おれはすぴかちゃんのものなのでえ！」

　瞬しゆん間かん、彼かの女じよのペンが止まる。

「本当に八や雲くもくん、すぴかちゃんのこと好きなのね」

　俺おれの頭を胸に包んだまま微笑ほほえむ彼かの女じよに、俺おれはきっぱりと言ってみせた。

「はい。俺おれ、すぴかちゃんのこと、愛してますから」

「よくできました」

　そして彼かの女じよは俺おれのおでこにはなまるをくるくる描えがくと、ようやく解放してくれた。

「すぴかちゃんは幸せ者ね、こんなに想おもってくれてる人がいて……はい、八や雲くもくんこっち見て」

　言いながら、りゆさんは手鏡を取り出すと、それをこちらへ向けた。

　俺おれは自分のおでこにりゆさんが何て書いたのか気になり、鏡を覗のぞく。

「胡桃くるみすぴか命」

　そして、ドーンとでっかいはなまる。

「何ですか、これ」

「八や雲くもくんの脳内から滲にじみ出でてしまった言葉……かな？」

　まぁ間ま違ちがってはいないが……。

「それより思ったんですけど、もし彼かれ氏しができたら、りゆさんはこんなふうに彼かれ氏しにも名前書いちゃったりするんですか？」

「うーん……うん、たぶん書いちゃうかも。私のものだって。試ためしに本当に八や雲くもくんに書いちゃおっか」

「いやいやいや、勘かん弁べんしてくださいよ。そんなことしたらファンの人たちに殺されますよ」

「私が？」

「俺おれがです」

　焦あせる様子の俺おれに、りゆさんは朗ほがらかに笑う。

「八や雲くもくんって可愛かわいいね」

「初めて言われました、そんなこと」

「はい、これ」

　それからりゆさんは化け粧しよう水すいをつけたティッシュを俺おれに渡わたし、俺おれはそれでおでこを拭ふいた。

「……あの、りゆさん、落ちないんですが」

「あれ？」

　そう言って、りゆさんははっとした様子で、恐おそる恐おそるペンを手に取った。

「あっ……」

　その反応で、もう見なくてもわかった。しかしりゆさんは口を開けたまま見せてくれる。

「俺おれはこのおでこのまま帰るのか……」

　ペンにはしっかり〝油性〟と記されていた。











３






「今夜から急きゆう遽きよ海外に行くことになったから、今日中に話しておくわ」

　一昨日の置き手紙に書いてあった通り、出張から帰ってくると、月つき夜よ姉さんは俺おれとりゆさんの二人を執しつ務む室に呼んだ。

　俺おれはすぴかちゃんについて聞きたいことがたくさんあり、ここぞとばかりに口を開いた。

「姉さん、いったいどういうことか全部説明してくれ」

　しかし姉さんは、相変わらずの無表情でこちらに視線を向けると、言った。

「八や雲くも、まずは私の話を聞くのよ」

「いや、俺おれの話が先──」

「八や雲くも、すぴかちゃんのお世話おつかれさま。あの子、最初はご飯も食べてくれなかったのに、今では八や雲くもくん八や雲くもくんって元気になって、すっかりあなたに懐なついているみたいね」

「……懐なつく？」

「八や雲くも、やっぱりあなたは私の見み込こんだとおり、二次元の女の子に精通していて、その扱あつかいも長たけていたようね。あなたがいればきっと今度のイヴ・プロジェクトも成功するわ」

　そこまで言うと、姉さんは次に俺おれが何と言うか、まるでわかりきっているかのように目元を微かすかに緩ゆるませ、尋たずねた。

「それで、八や雲くもが説明してほしいことって、なに？」

「だから、俺おれが呼ばれた理由とか、すぴかちゃんのこととか……プロジェクトって何だよ。いつまですぴかちゃんをあのガラスの中に閉とじ込こめておくつもりなんだ」

　そして、俺おれがちょうど言い終わる頃ころに、姉さんはある企き画かく書しよを俺おれの目の前に差し出した。

　りゆさんが俺おれの横に並び、一いつ緒しよに企き画かく書しよを覗のぞく。

「……二次元美少女テーマパーク？」

「そう、それがうちの会社が今度新しく開業する予定のレジャー施し設せつ『ユートピア・イヴ』よ。そして八や雲くも、あなたにはこのテーマパークの管理責任者になってもらうの、いいわね？」

「い、いきなりなに言ってるんだよ」

　企き画かく書しよに記き載さいされたイメージボードには、見覚えのあるガラスの箱がテーマパーク中にたくさん展示されており、園内に遊びに来た客は、その中に入っている二次元美少女を見て回っている様子が描えがかれていた。園内には他にも舞ぶ台たいや写真撮さつ影えい所じよなどといった様々な施し設せつがあった。

　しかし、こんなのはまるで──。

「リアル美少女動物園じゃないか」

　思わず口から漏もれてしまう。

「そして──」

　それから姉さんは冊子を取り出し、俺おれに渡わたしてくる。

「このテーマパークの開園記念の目玉として、この企き画かくを進行中なの」

「二次元キャラ×声優によるドリームステージ？」

　その冊子には〝二次元キャラ×声優〟のコラボ企き画かくについて書かれていた。それは、二次元のキャラと、その声を担当した声優がユニットを組み、日ひ替がわりで園内のステージに立ち、歌をうたってもらうショーだという。

　姉曰いわく、美少女キャラだけでは摑つかみが弱いらしく、最近の若いオタクはキャラと声優のニコイチを好む傾けい向こうが強く見られるため、そこを声優でカバーし攻こう守しゆ最強にするという。

「これなら見た目もより華はなやかで、インパクトも絶大よ。二次元美少女オタクと声優オタク、その両方を網もう羅らし、局所的だけれど多くの客を獲かく得とくできるの。あとは彼かれらの得意なネットのＳＮＳで話題にしてもらえば、自然と来場者は増えていくわ」

　そして、その〝二次元キャラ×声優〟ユニットのプロトタイプとして、胡桃くるみすぴかの声優である桜さくら之の宮みやりゆが呼ばれたという。

「ユニットにはステージのあと握あく手しゆ会かいもしてもらうつもりなの。その他には、二次元の女の子との写真撮さつ影えいや、二次元の女の子と観覧車に乗れるアトラクションなんかも予定しているのよ」

　そこまで話すと、姉さんは少し声を高めて言った。

「この『ユートピア・イヴ』は、八や雲くもみたいな人たちにとっては夢のような楽園になるのよ」

　俺おれは手に持っていた冊子を置くと、静かに口を開いた。

「声優さんは良いとして……二次元の女の子たちの承しよう諾だくは得られるのか？　彼かの女じよたちは知らない間にこっちの世界へ連れてこられて──」

「そんなもの、いるの？」

「……いるだろ」

「八や雲くも、そんなもの、いらないのよ。それより、ねえ、八や雲くも？　やってくれるわよね」

　俺おれの意見なんかまったく聞こうともせず、姉さんはこちらに近づいて言った。

「八や雲くもならきっとうまくやれると思うの」

　なんだか俺おれの気持ちを、二次元に対する想おもいを、踏ふみにじられたような気がした。

　やっぱりこの人は、父側の人間だ。愛情や心が、欠けている。

「八や雲くも？　聞いてるの？」

「触さわんな」

　俺おれの肩かたに手を置く月つき夜よ姉さんの手を払はらう。そしてそんな言葉を口にしたあと、すぐに後こう悔かいで心臓がざらついた。姉に向かってなんてことを言うんだという罪悪感に襲おそわれる。それと同時に、こんな状じよう況きようを作った姉さんを憎にくみたかった。でも俺おれにはできない。俺おれは月つき夜よ姉さんを嫌きらいになれない。両親のことはもう他人だと思っている。だけど月つき夜よ姉さんのことは、俺おれは今でも家族だと思っていた……だから、ショックだった。

「……正直、すぴかちゃんと逢あえて俺おれはすごく嬉うれしかった。この数日間、ずっと想おもい続けてきた大好きな彼かの女じよといられて本当に、夢のような時間だった。幸せだった。それは感謝している」

「そうよね？　だから今度はそれを──」

「でも、こんなのあんまりだ」

「八や雲くも……？」

「さっきから聞いてりゃ二次元美少女のテーマパークだとか、最近のオタクはキャラと声優のニコイチを好むだとか、ユニットだとか握あく手しゆ会かいだとかＳＮＳだとか、オタク産業リサーチして売り方まで完全に理解してるけど……内心ハンパねえ、そりゃ会社が大きくなるわけだわってめちゃくちゃ感心したけど……だけどどうだ、そこに二次元の女の子たちの意思なんてまったくないじゃないか……そんなのあんまりじゃないか！　姉さんにとって彼かの女じよたちはなんだ!?　ペットか!?　動物か!?　金かね儲もうけの道具か!?」

　何も言わない姉さんに、俺おれは息を整え、続けた。

「姉さんにはただのキャラクターでしかないかもしれない。だけど彼かの女じよたちにはちゃんと魂たましいがあって、言葉も話して、性格だってみんな違ちがうんだ。会話をして、意い思し疎そ通つうができる。住む次元が違ちがうだけで、彼かの女じよたちも皆みな、俺おれたちと同じ人間なんだよ」

「それは八や雲くも、あなたがそう思っているだけじゃないの？　彼かの女じよたちは創られたキャラ、ただの創作物なのよ。魂たましいがあるように見えるだけ、性格もすべて作者によって設定されたもの。声だってそうよ、声優がいなければしゃべれもしない。そうよね？」

　姉に尋たずねられたりゆさんは、少し困ったようにして、あいまいな反応をした。

「彼かの女じよたちは私たちとは違ちがうのよ、八や雲くも」

「そんなことは──」

　そこまで言いかけ、しかしこれ以上何を言っても無む駄だだと思い、俺おれはため息を吐ついた。

「……もういい。もうじゅうぶんだ。俺おれたちは一生理解しあえない。……俺おれは二次元を、すぴかちゃんを愛してる。ただそれだけ。だから彼かの女じよたちの意志を尊重しないテーマパークの管理責任者なんて、絶対にやらない」

　そう言うと、俺おれは姉さんに背を向けた。

「八や雲くも、本当にそれでいいの？　あなたがやらないなら、他の誰だれかに任せるだけなのよ」

　彼かの女じよの言葉を無視し、俺おれは目の前にいるりゆさんを見た。

「どうしてなにも言わないんだよ……りゆさん」

　昨日あれだけすぴかちゃんへの想おもいを語った彼かの女じよは、しかしすぴかちゃんがひどい目に遭あおうとしているにもかかわらず、ただ俺おれを困ったように見つめるだけで、一言も発さなかった。

　結局この人も周りの人間と同じだ。本当にキャラを愛しているわけじゃない。ただの商売道具として愛しているだけ。それだけなのだ。

　こうなったらもう、この世界ですぴかちゃんを守れるのは俺おれしかいない。

「月つき夜よ姉さんも、りゆさんも、三次元も、みんな……みんな、クソくらえだ」

　呆あきれたように笑い、俺おれはすぴかちゃんのいるオフィスへ向かった。




「八や雲くもくん、遅ち刻こくだよ！　すぴ、暇ひまだったんだけど！」

　オフィスに来た俺おれは、相変わらず可愛かわいい顔でぷくっと膨ふくれるすぴかちゃんに言った。

「すぴかちゃん、今から俺おれがきみを元の世界に帰してあげる」

「へっ？」

　それから俺おれは、彼かの女じよの入っているガラスの箱の外側に備え付けられた機械を使って彼かの女じよを元の世界に帰そうと試みる。

「八や雲くもくん……どうしたの？　何か、あったの？」

　突とつ然ぜんやって来ては、急に機械をいじりだした俺おれに、すぴかちゃんが不安げに尋たずねる。

「何でもないよ。ただすぴかちゃんを帰してあげたいって思っただけだ。すぴかちゃんだって、もういい加減、こんなガラスの箱の中に閉とじ込こめられてるのはうんざりだろ？」

「それは、そうだけど……でも、帰してくれるなら──」

　何か言いたそうな彼かの女じよを余所よそに、俺おれは機械をいじる。

「くそっ……！」

　しかしそれから何度すぴかちゃんを転送しようとしても、機械に操作権限がないと弾はじかれた。

「八や雲くもくんが何しようとしてるのかわからないけど、もういいよ」

「ダメだ。俺おれはすぴかちゃんを帰すんだ。だから絶対に……」

　そうは言っても、帰せないものは帰せなかった。他に方法がないか探そうともしたが、どう考えてもこのガラスの箱を使ってでしか、彼かの女じよを帰すことができないのは明白だった。

「八や雲くもくん、今日はもう遅おそいから、また今度でいいよ、ね？」

「すぴかちゃん、それじゃダメなんだよ。このままじゃ……このままここにいたらきみは」

　──姉の手に堕おちる。

「このままじゃダメなんだ……このまま、きみをここに残すわけには……」

　ならば、俺おれがすぴかちゃんを、ここから──。

　その考えに至ったとき、俺おれはガラスの箱に入り、すぴかちゃんの肩かたに手を置くと、彼かの女じよの瞳ひとみをじっと見つめて言った。

「すぴかちゃん、これからしばらくの間、何があるかわからないけど、でも、俺おれを信じてついてきてほしい」

　俺おれの言葉に、すぴかちゃんが戸と惑まどう。

「いきなりそんなこと言われても、すぴ、意味わからないよ……八や雲くもくん、どうしたの？　何かあったの？　何があるかわからないって、どういうことなの？」

　様子のおかしい俺おれに、すぴかちゃんが心配そうに尋たずねてくる。そんな彼かの女じよに俺おれは白状した。

「わからない、けど……このままじゃ、すぴかちゃんがひどい目に遭あうことは確かなんだ」

　そしてもう一度、言った。

「……頼たのむ。もう時間がないんだ。俺おれについてきてくれ。何があっても絶対に俺おれがきみを守る。すぴかちゃんのおうちに帰りたいって願いも必ず叶かなえるって約束するから、一いつ緒しよに来てくれ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、彼かの女じよの瞳ひとみをじっと見つめる。

「……わかった」

　すぴかちゃんは不安げな表情を浮うかべ、けれどもしっかりと俺おれの目を見て頷うなずいてくれた。

「じゃあ、行こう」

「行こうって、わ、ちょ、八や雲くもくん！」

　そして俺おれはすぴかちゃんの手を握にぎると、ガラスの箱から出て、カードキーを通し、オフィスを飛び出した。

　しかしそのまま廊ろう下かを走り、エレベーターへと向かおうとしたその途と中ちゆう、追手と思われる研究員らしき人間がオフィスへと走って行くのが見え、俺おれは慌あわてて陰かげに隠かくれる。それからすぐにオフィスから出てきた研究員は携けい帯たい電話を取った。

「すでにいません……はい、了りよう解かいしました」

　研究員が走り去って行く。どうやら間かん一いつ髪ぱつのところで俺おれたちはオフィスを抜ぬけ出だしたらしい。少しでも遅おくれていたら、今いま頃ごろ……。

　バッドエンドな結末を想像し、手に力が入る。

　不ふ穏おんな空気を感じたすぴかちゃんが、不安そうに俺おれを見た。

「すぴたちを捜さがしてるの？」

　俺おれは黙だまって頷うなずいた。

「八や雲くもくん……本当にすぴはここから出ても良いの？　八や雲くもくん、何か危ないことをしているんじゃないの？」

「そうかもしれない。だけど帰す方法がない今、すぴかちゃんを守る術すべはこれしかないんだ」

　そう言ったあと、俺おれが歩き出そうとすると、しかしすぴかちゃんは立ち止まった。

「……やっぱり、怖こわいか？」

　俺おれが彼かの女じよの手をぎゅっと握にぎる。すぴかちゃんはしゅんと顔を伏ふせて言った。

「すぴ……ちょっと怖こわい。だってあの人たちに捕つかまったら、すぴも八や雲くもくんも……」

　どうなるかわからない──。そう言いたげな顔のすぴかちゃんに、俺おれは言った。

「すぴかちゃんは、何があっても俺おれが守る。絶対に、だから……」

「八や雲くもくん……」

　俺おれの言葉に、彼かの女じよもぎゅっと手を握にぎりかえし、こちらの目をまっすぐに見つめて言った。

「じゃあ、じゃあ、ちゃんとすぴの面めん倒どうを最後まで見るって約束して。すぴがおうちに帰るまで、絶対にすぴの傍そばにいて。絶対に絶対にすぴから離はなれないで。でも、でも、これは、今は頼たよれるのが八や雲くもくんしかいないからで、すぴは、すぴは──」

「わかってるよ、すぴかちゃん。約束する」

「じゃあ、すぴの手、ちゃんと握にぎってて」

　すぴかちゃんは怯おびえている。そして今頼たよれるのは俺おれしかいない。だからこうする。

　彼かの女じよのリクエストに頷うなずいて、その手をまた強く、ぎゅっと握にぎる。

「絶対に放さない」

「うん」

　俺おれとすぴかちゃんは頷うなずき合う。それから俺おれは彼かの女じよの手を引き、階段を使って一階を目指した。

　しかし階段の途と中ちゆう途と中ちゆうではやはり研究員が待まち伏ぶせしているところもあった。そのときはその階だけは階段を使わず、研究員がいないことを確かく認にんし、走ってエレベーターに乗のり込こんだ。

　俺おれとすぴかちゃんがエレベーターに乗ると、事情を知らない社員が不思議な目で見てくる。

　そんなシュールな絵をやり過ごし、俺おれたちは階段とエレベーター、ときにははしごなども駆く使ししながら、何とか一階へと辿たどり着つくことに成功した。

「やっぱりそう簡単には出させてくれないか」

　しかし案の定、一階のロビーには見張りの人間がいた。裏口から出ることも考えたが、絶対にそこにも見張りがいるだろう。どちらにせよ、彼かれらをどうにかしなければ方法はない。

「八や雲くもくん、どうする？」

　角から顔を出している俺おれの陰かげから、一いつ緒しよに覗のぞいているすぴかちゃんが不安そうに尋たずねる。

「何か気を引くことができればいいんだが」

「そうだね……あっ、わっ」

　そのとき、体を引ひき戻もどそうとしたすぴかちゃんがバランスを崩くずし、転げそうになる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　瞬しゆん時じに彼かの女じよの体を抱かかえ、事なきを得た。……と、思ったのだが。

「気づかれたかもしれない」

　そっと覗のぞくと、二人いる見張りが顔を見合わせたあと、こちらへ一直線に歩いて来るのが見えた。

「も、戻もどる……？」

「ひとまずそうしよう」

「うぅぅ……ごめん、八や雲くもくん」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、すぴかちゃん」

　しかし、やって来た階段へと戻もどろうとしたところへ、数人の足音が駆かけ下おりてくるのが聞こえてきた。

「ど、どうしよう八や雲くもくん……！」

　困ったような顔で俺おれを見るすぴかちゃん。来た道からも、そして行こうとする道からも追手が向かって来ていた。このままでは挟はさみ撃うちになってしまう。けれども打開する術すべも思いつかない。そんな、絶体絶命のピンチのときだった。

「ドアが開かないよ！　このままじゃ、すぴ！　たち、捕つかまっちゃうよ！　どうするの八や雲くも！　くん！」

　俺おれたちのいる反対の方向から、突とつ然ぜん、すぴかちゃんの声が聞こえてきた。

「えっ？」

　思わず隣となりにいるすぴかちゃんを見る。彼かの女じよもきょとんとした様子で俺おれを見つめた。

「すぴの声がする……」

「八や雲くも！　くん、このままじゃ、すぴか！　たち、見つかっちゃうよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　そのすぴかちゃんの声は、強調するように俺おれとすぴかちゃんの名前の部分だけ声量を上げた。

　瞬しゆん間かん、俺おれはそのすぴかちゃんの声が、俺おれたち二人を助けようとしてくれていることに気づく。

　俺おれはもう一度角から様子を覗のぞいた。見張りたちは今も続いているすぴかちゃんの声に釣つられ、俺おれたちとは別の方向へと歩いて行く。出口はがら空きだった。行くなら今しかない。

「行こう、すぴかちゃん」

　そう言うと、俺おれは彼かの女じよの手を引いて走り出した。

　そして俺おれとすぴかちゃんは、すぴかちゃんの声を背に、会社を脱だつ出しゆつすることに成功した。




「ありがとうございます」

　会社から出てしばらく走ったところで、俺おれは立ち止まり、口を開いた。

　そして、先ほどから俺おれたちの後ろをついてきていた足音の主に向かってふり返る。

「……りゆさん」

　すると、膝ひざに手をつき、息を切らしているりゆさんがにっこりと微笑ほほえむ。

「声優って画面の前でしか力を発揮できないと思ってたけど、こんなことでも役立つんだね」

　スパイになった気分！　と、りゆさんは冗じよう談だんめかして言った。

　そう、さっき追おい詰つめられ絶体絶命だった俺おれとすぴかちゃんを助けてくれたすぴかちゃんの声は、やはり桜さくら之の宮みやりゆさんのものだったのだ。これはすぴかちゃんの担当声優だからできた芸当だ。

「りゆ、すごい！　すぴ、ドキドキした！」

　まるでゲームか映画のような脱だつ出しゆつ劇げきに、すぴかちゃんが楽しそうに飛とび跳はねる。

「本当に助かりました。りゆさんがいなかったら、俺おれたち今いま頃ごろ捕つかまってました」

「ううん、いいの。私も、何か力になりたかったから」

「……本当に、ありがとうございます。……じゃあ、俺おれたちはこれで」

　ぽつりとこぼしたりゆさんに俺おれは頭を下げ、それからすぴかちゃんの手を引くと、再び歩き出そうとした。

「待って、八や雲くもくん」

　しかしそこで、呼び止められる。

「八や雲くもくん、さっきは、ごめんなさい」

　りゆさんの言葉に、しかし俺おれは何も言えず、黙だまり込こむ。

　するとりゆさんはぎゅっと手を胸に当て、抱かかえていた想おもいを吐はき出だすように言った。

「私、月つき夜よさんの──『ユートピア・イヴ』の話を聞いて、いきなりでびっくりしちゃって、自分でもわからなくなっちゃってた。八や雲くもくんが話している間も呆ぼう然ぜんとして何も言えなくて。でも、八や雲くもくんが部屋から飛び出して行ったとき、私やっと気がついたの。このままじゃだめだって。仕事だからって言い訳して心を殺して、自分の愛しているものまで犠ぎ牲せいにしてしまったら、そのうちいつか空っぽになっちゃうって！　こんなこと言ってたらプロ失格なんだろうけど……でも、そんなのなんか悲しいから！　だから、八や雲くもくん──」

　りゆさんが微笑ほほえんだ。

「私に協力できることが何かあったら、いつでも電話……してきていいからね」

「ありがとうございます」

　俺おれはりゆさんの気持ちを嬉うれしく思い、頰ほおを緩ゆるませ、彼かの女じよの視線を背中で感じながら、すぴかちゃんと一いつ緒しよに歩き出した。




「と、都会だ……」

　会社を抜ぬけ出だし、街の大通りへ出ると、すぴかちゃんは開口一番そんなことを言った。

　彼かの女じよは生まれも育ちも架か空くうの海辺の街なので、都会のビル群に驚おどろくのも無理はない。

「でも、すぴの知ってる都会と少し違ちがう……ような」

　しかしそこですぴかちゃんがさっそく何か勘かん付づく様子を見せ、俺おれは慌あわてて口を開いた。

「そ、そうか？　まぁ都会は移り変わりが早いから見た目もすぐ変わるよ」

　果たして彼かの女じよに自分が二次元の存在であることを知られても良いものかどうか判断がつかない俺おれは、そんな言葉で誤ご魔ま化かす。

「エクスキューズミー」

　そして俺おれたちが歩き出そうとしたそのとき、不意にすぴかちゃんが後ろから声をかけられた。

　ふり向くと、そこには大きなバックパックを背負った観光客らしき外国人の姿があった。

　大だい丈じよう夫ぶだろうかと心配になりすぴかちゃんを見ると、彼かの女じよは首を傾かしげた。

「えくすきゅーずみぃー……って、何ですか？　どうかしたんですか？」

　英語で話しかけてくる外国人に対し、平然とした様子で、日本語で対応するすぴかちゃん。

　思わず困こん惑わくする俺おれ。もちろん相手も同様だった。すぴかちゃんだけが普ふ通つうな顔をしている。

「……ん？　大だい丈じよう夫ぶですか？　どうかしましたか？　えくすきゅーずみー？」

　なんかちょっと煽あおるような感じの彼かの女じよに、外国人は困ったようにペラペラと英語で返す。

　途と端たん、すぴかちゃんの顔にも困こん惑わくが浮うかび始めるのがわかった。

「あ、あれ……？　な、なんだぁ[image: ～][image: ～][image: ～]？？？」

　ようやく言葉が通じていないことを理解したのか、すぴかちゃんが頭にはてなマークをいっぱい浮うかべ混乱し始めた。

　そんなすぴかちゃんの様子に俺おれはすかさず助け船を出した。

「あ、え、えっと……うぃーきゃんと、すぴーく、いんぐりっしゅ」

　何か訊きかれているのは何となくわかり、何とかして相手に自分たちが英語を話せないことを伝えようとする。すると拙つたない英語が伝わったのか、外国人は「ソーリー」と申し訳なさそうに言うと、去って行った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　すぴかちゃん」

　いったい何がしたかったのかわからないすぴかちゃんに声をかけると、彼かの女じよは焦あせったように言った。

「な、なんかよくわからない言葉しゃべってた……あの人、宇宙人!?」

「いや、普ふ通つうの英語だったと思うけど」

「英語？　……って、なに？」

　すぴかちゃんが首を傾かしげる。俺おれはそんな彼かの女じよの様子から、そこでようやく理解した。

　そういえばすぴかちゃんの世界では外国人と思われる人たちも全員同じ言語（日本語）で会話しているから、外国語とかそういった概がい念ねんがないのかもしれない。となると、つまりすぴかちゃんは普ふ通つうに話をしているけれど、彼かの女じよは日本語を話しているという自覚もないのか。

　そもそもすぴかちゃんは日本人なのか？　……二次元人？　いや、でも舞ぶ台たいは架か空くうの日本の街だから、日本人ではあると思う。髪かみの色ピンクだけど。

「あっ、ゲームセンターがある！」

　俺おれがすぴかちゃんについて考えていると、彼かの女じよはけろっとした様子で「おうちに帰る前に少し遊んで行くかなっ！」と大型ゲームセンターへと駆かけ込こんで行った。

「あ、すぴかちゃん」

　街をうろついても大だい丈じよう夫ぶだろうかと心配になったが、当然、姉に先回りされている恐おそれもあるため、このまますぐ家に直行するよりかは人ごみに紛まぎれていたほうが見つからないかもしれないと思い、俺おれはその後を追った。

「すごい！　大きい！　いっぱいある！」

　ＵＦＯキャッチャーに張りつき、子どものようにはしゃぐすぴかちゃん。

　俺おれはそんな彼かの女じよの姿を眺ながめつつ、辺りを見回した。

　すると、あるものがふと視界に入り、とある願望が芽生える。

「すぴかちゃん、一いつ緒しよにあれ撮とらない？」

　俺おれはプリクラコーナーを指さしながら彼かの女じよに言った。

　先ほど芽生えたささやかな願望……それは、すぴかちゃんとの想おもい出でがほしい、というもの。

「えっ、なになに？」

　俺おれの声に、すぴかちゃんが指さした方へとふり向く。

「やだよっ！」

　そして、プリクラコーナーが視界に入るか入らないかの狭はざ間まで、すぴかちゃんは即そく答とうした。一いつ瞬しゆんすら考えることなく、その清すが々すがしいまでの即そく答とうに俺おれは泣いた。

「それよりすぴ、あれやりたい！」

　そう言うと、すぴかちゃんはガンシューティングの筐きよう体たいへと走って行った。

　久しぶりの外の世界だからか、はたまた都会の大きなゲームセンターだからか、目を輝かがやかせて走り回るすぴかちゃん。そんな彼かの女じよの様子に、しかし俺おれは安心していた。この好こう奇き心しん旺おう盛せいで天てん真しん爛らん漫まんな姿こそ、俺おれがアニメや漫まん画がで見ていたすぴかちゃんなのだ。

「あれ、うりゃ、なんだぁ～？」

　筐きよう体たいの前まで行くと、すぴかちゃんはまた困ったような声を出していた。

「どうしたの？」

　尋たずねると、彼かの女じよは難しい顔をしながら言った。

「お金が入らない」

　すぴかちゃんが手のひらの硬こう貨かをむぅ～と睨にらみ付つける。

「１プレイ百円だよ」

「ひゃく、えん……？」

　間ま違ちがえて十円玉でも入れようとしていたんじゃないかと、彼かの女じよの手のひらの硬こう貨かを見てみる。

　しかしそこには十円玉でも五百円玉でもなく、うさぎのマークが刻印された謎なぞの硬こう貨かが握にぎられていた。まさかこれは、向こうの世界の硬こう貨かなのか。漫まん画がやアニメではお金についての描びよう写しやなんて一いつ切さいなかったが、やはり向こうには向こうの、独自の通貨がちゃんと存在しているのだ。

「ひゃくえんってなぁに？　ゲームって普ふ通つう、１ウサコインじゃないの？」

「あ、えっと、このゲーセンのゲームで遊ぶにはここ専用の硬こう貨かが必要で、それが百円」

　慌あわてて言いい繕つくろうと、けれどもすぴかちゃんは腑ふに落ちたように納なつ得とくして頷うなずいた。

「なんだ、そういうことかぁ。じゃあすぴ、両りよう替がえしてくる！」

　そう言って、すぴかちゃんはお財さい布ふから紙し幣へいを取り出すとにっこりと笑った。しかし見ればそこにもうさぎのマークが印刷された、彼かの女じよの世界の通貨が。

　にしても、なんて可愛かわいらしい通貨なんだ……！　まるで子どものおもちゃみたいだ！

「ま、待ってすぴかちゃん。俺おれがもう百円持ってるから、その必要はないよ」

「いいの？」

「うん、俺おれのおごり」

「やった！　じゃあ早くやろ！」

　プリクラは却きやつ下かされたが、これは一いつ緒しよにしてくれるらしい。

　ゲームが始まると、すぴかちゃんはやけに真しん剣けんな眼まな差ざしでガンコントローラーを手に画面へと視線を向けた。そして夢中になりすぎているのか、どんどん筐きよう体たいへ前のめりになっていくのが視界に入った。

　俺おれは画面から、そんな彼かの女じよの姿を横目でちらりと見やる。すると、なんということだろうか、前のめりになっているせいで、彼かの女じよの恥はずかしい部分が丸見えになっていることに気がついた。

「す、すぴかちゃん、あの……」

　パンツが丸見えですが。

「八や雲くもくん、邪じや魔ましちゃいや！」

「いや、でも……」

　めっちゃパンツ丸見えなんですが！　というか丸出しなんですが！　無防備すぎるぜ！

　幸い周りに人がいないおかげで誰だれかにすぴかちゃんのパンツの色が把は握あくされることはないものの、やはり好きな子のパンツを自分以外の誰だれかに見られるのはなんか嫌いやなので、俺おれは隠かくすように彼かの女じよの後ろへと体を移動させた。

「八や雲くもくん、真面目にやって！」

　すぴかちゃんがゲームに夢中になるにつれ、どんどん前のめりになり彼かの女じよのパンツも丸見えになっていき、俺おれもそんな彼かの女じよのパンツに夢中になっていく。もはやゲームどころではなかった。なぜなら、フィギュアでは触さわっても固かったすぴかちゃんのパンツが今、やわらかい布として目の前に君臨しているのだ。そう、布のパンツが！

　すぴかちゃんはゲームに夢中……さ、触さわってみてもバレねえよな……？

　俺おれは生なま唾つばをごくりと吞のみ込こみ、本物の彼かの女じよのパンツに触ふれてみた。

「あ、あったけえ……やわらけえ……ありがてえ……」

　すぴかちゃんの様子を見てみる。彼かの女じよはゲームに夢中だ。

　なら、ちょっと顔でも、近づけてみっか……!?

　俺おれは男の夢へまた一歩近づくため、ゆっくりと腰こしを下げて屈かがむと、視線をすぴかちゃんのお尻しりと同じ高さに合わせ、とうとう彼かの女じよのお尻しりを目の前に捉とらえた。すぴかちゃんのお尻しりが目の前にある。小さいけれど張りのあるぷりっぷりの良いケツだ！　世界の絶景百選に登録しよう！

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　と、俺おれが心の中で登録手続きをおこなおうとした直後、絶景が後退し俺おれの顔面に鎮ちん座ざした。

「んぐっ」

　絶景と一体になる俺おれの顔面。

「八や雲くもくんが真面目にやってくれないから負けちゃったじゃん！　あれ、八や雲くもくん、どこ？」

　すぴかちゃんが俺おれの顔面に座すわったまま、辺りを見み渡わたすような声が聞こえる。

　しかし俺おれはそんな彼かの女じよの尻しりに敷しかれながら、彼かの女じよのお尻しりを顔面で受け止め、椅い子すと化していた。顔面で受け止めているため、首がありえない角度に曲がっている。彼かの女じよの匂においに包まれ、彼かの女じよの体重を支える今にもぽっきりいきそうな俺おれの首、いろんな意味で昇しよう天てん寸前だった。
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「なんかこの椅い子す、座すわり心ごこ地ち悪わるい……というか、椅い子すなんてあったっけ？」

　そしてようやく気づいたすぴかちゃんが立ち上がり、椅い子す（俺おれ）に視線を下ろした。

「……な、なにしてるの、八や雲くもくん」

「わ、わからない……気づいたら椅い子すになってた」

　言うと、すぴかちゃんは自分のお尻しりを押おさえて恥はずかしそうに顔を赤らめた。

「信じられない！　えっちばかへんたい！　まさかゲームしてる間、ずっとすぴのパンツ見てたの!?」

「いや、見てたっていうか、何と言うか……」

「……か、嗅かいだの？」

「嗅かいだって？」

「だから、すぴが座すわっちゃったとき、すぴの……に、匂においとか、か、嗅かいだのって訊きいてるの！」

「いえ、拙せつ者しや、決して匂においなど嗅かいでおりませんでござる」

「なんで急に敬語になるの！　ござるってなに！　もお、八や雲くもくん嗅かいだんでしょ！」

「嗅かいでませんよ、ええ」

「嗅かいだ！」

　あぁ嗅かいださ！　どんな匂においだったかって？　それは……夢の香かおりだ！

「嗅かいでません」

「うそつき！　興奮して鼻血出てるもん！」

　すぴかちゃんの言葉に、そっと鼻に手を触ふれてみる。本当だ。俺おれの鼻からさらさらと血が流れている。体は正直だなぁ!?

「八や雲くもくんのえっち！」

　途と端たん、すぴかちゃんがぴゅーっとどこかへ走り去って行く。

　俺おれはすぐさまそのあとを追おうとするも、へっぴり腰にならざるを得ない状じよう況きように陥おちいってしまったため、ソレが収まるまでその場から動けずにいた。

　それにしてもどうして二次元の女の子はこうも無防備なのだろうか。いや、アニメなんかで謎なぞの光やらなんやらが彼かの女じよたちの恥はずかしい部分をプロテクトしてくれているから、安心して逆に無防備になってしまうのか。しかし三次元ではその謎なぞの力も発動しないため、丸見えになってしまう。……なるほど、わかった。

　そんなことを冷静に考え、ようやくソレが収まり、俺おれが彼かの女じよを捜さがしに行くと、今度はすぴかちゃんはゲーセン内にたむろっていたと思われる数人のギャルに絡からまれていた。

「髪かみの毛けピンク色なんだけどーウケルー」

「ウケないもん！」

「なにこれコスプレー？」

「コスプレじゃないもん！」

「ほっぺた紅あかいのってメイク？」

「メイクじゃないもん！」

　自分より背の大きいギャルたちに対して、子どものような強がる様子を見せるすぴかちゃん。

　一体全体なんでギャルなんかに絡からまれてしまっているのかと思ったものの、ピンク色の髪かみをしていたら、まぁ無理もないのかもしれない。しかし俺おれは、彼かの女じよがその容姿でからかわれているのを見てわかったものの、先ほど彼かの女じよに怒おこられたこともあって出て行けない。

　けれどもそんなことを考えていた最さ中なか、ギャルの一人がすぴかちゃんの前まえ髪がみに手を伸のばそうとしたのが見え、気がつくと俺おれは自然と、すぴかちゃんの前へ出てその手を叩たたき落おとしていた。

「おい、俺おれのすぴかちゃん嫁に触さわるな」

「や、八や雲くもくん……？」

「いったぁ～！　なにこいつ、彼かれ氏し？」

　手を叩たたき落おとされたギャルが恨うらめしそうに俺おれを睨にらんでくる。それに周りも続いた。

「っつーかひどくなぁーい？　いきなり手叩たたくとかありえなくなぁーい？」

「嫁よめに触さわるなって、なに？　あたしの手が汚きたないって言いたいわけ？」

「ち、違ちがう」

「じゃあなんで叩たたき落おとすのさ？　前まえ髪がみ触さわろうとしただけじゃん」

　手ての甲こうをさすりながら詰つめ寄よるギャルのその手を見て、俺おれははっきりと言った。

「なぜなら、その長い爪つめが間ま違ちがってすぴかちゃんの目に当たったら危なかったからだ！」

　するとギャルは自分のデコだらけの長い爪つめを見て「ま、まぁそうだけどぉ……」とこぼした。

「っつーか彼かの女じよコスプレさせてデートとかちょーキモいんですけど」

「これアニメキャラのコスプレっしょ。うちなんかで見たことあるよ」

　仲間に加勢しようとしたギャルの一人が、そこですぴかちゃんがアニメのキャラだと気がつきそうになったため、俺おれは焦あせって口を開いた。

「そ、そっちこそ化け粧しようで不自然に目大きく見せたり髪かみを盛ったり、アニメキャラっぽいぞ」

「うーん、意味わかんないんですけど」

　俺おれも自分で言っといてわからなかった。考えるな、感じてくれ。

「もういいよ、こんな痛いのほっといていこいこー」

「そーゆーの家でやれっつーの」

　捨すて台詞ぜりふを吐はき、キャハハとギャルが遠ざかって行く。

　そんな彼かの女じよたちの後ろ姿を見て、俺おれはふと思った。

　ギャルはオタクに優やさしいんじゃないのか。ネットで見た情報と違ちがうぞ。

「すぴかちゃん、大だい丈じよう夫ぶか？　なにかされてないか？」

　俺おれが心配して尋たずねると、彼かの女じよは目をまん丸くして言った。

「すぴ、あんな格好してる人初めて見た」

　驚おどろいた様子のすぴかちゃん。たしかに彼かの女じよの世界ではあんなギャルは登場しない。

「すぴ、食べられちゃうかと思った」

　そこまでか。

「まぁ何事もなくて良かった」

　俺おれがほっとした様子で肩かたをなで下ろすと、すぴかちゃんがちらちらとこちらに視線を向ける。

「どうかした？」

「なんか、漫まん画がやアニメみたいだったね」

「え、あぁ、たしかに」

　絡からまれている女の子を男が守る。漫まん画がやアニメの中ではよくある展開。たったそれだけなのに、すぴかちゃんはほんのりと嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。きっとそれは、すぴかちゃんの原作がいわゆる女の子しか出てこないものなので、こういったイベントがそもそもなかったのだろう。

「さっきのこと、許してくれる？」

「許さないよっ！　触さわらないで、えっちばかへんたい八や雲くもくん！」

　どさくさに紛まぎれて言うもあえなく撃げき沈ちん。

「だけど髪かみのことなんて、すぴ、初めて言われた」

　それからすぴかちゃんは、自分の前まえ髪がみをつまむと、その生まれつきのピンク色を眺ながめながら不思議そうに言った。にしてもころころと感情があっちいったりこっちいったりする子だ。

「すぴの髪かみ、そんなおかしいかな？」

　普ふ通つう、漫まん画がやアニメの二次元の世界では、たとえモブキャラの髪かみが地味な色で、メインキャラたちがすごい髪かみの色をしていても何も言われない。俺おれも二次元の世界を見ている間は、どんな髪かみの色をしていても違い和わ感かんを覚えない。

　だけど三次元ではやはり違い和わ感かんが出てきてしまう。

　現実でピンク色の髪かみなんてそれはもう目立って仕方ない。だけど──。

「俺おれは可愛かわいいと思う」

　じーっと髪かみを眺ながめているすぴかちゃんに言った。だって本当に可愛かわいいのだ。

　そして、そんなことを自分で口にしたあと、俺おれはふと、先ほど彼かの女じよを助けたことを思い出し、それから二次元の女の子はちょろ……いや、惚ほれやすい傾けい向こうであることを思い出して、これはもしかしたらすぴかちゃんが俺おれに惚ほれる流れなんじゃないか、とそんな考えが頭を過よぎった。

　彼かの女じよがこちらへ向いて口先を尖とがらせる。

「ぷぅ……」

　え、なんだその反応は……。俺おれはどう解かい釈しやくしたらいいのだ！

「なんだかすぴ、違ちがう世界に来ちゃったみたい。そろそろ帰るね」

　そしてすぴかちゃんは何事もなかったかのようにそう言ってゲームセンターから出ると、駅の方へと歩き始めた。まるで友だちと別れるかのように、ごく自然な振ふる舞まいで。

　反射的に俺おれは彼かの女じよの手を摑つかみ、止めた。

「あの、すぴかちゃん、帰るって……どこへ？」

「すぴのおうちだよ」

　にこにこと微笑ほほえむすぴかちゃん。この子、俺おれから逃にげる気満々だ。

「約束通り悪い人たちから守ってくれてありがとう。それじゃまたね八や雲くもくん！　さらばだー！」

「あっ……！」

　そしてすぴかちゃんはするりと自分の腕うでを俺おれの手から抜ぬくと、駅の方へと走っていった。

「さて、どうするか……」

　しかし俺おれはそのあとを走るでもなく、どうするべきかと考えながらゆっくり追っていく。

　なぜならこの世界に彼かの女じよの帰るおうちはおろか、彼かの女じよの住む海辺の街も、そこへと続く路線もない。それを知ったすぴかちゃんにどう説明するか考えていると、駅に着いてしまった。

　案の定、路線図を見てすぴかちゃんは立たち尽つくしていた。

「すぴかちゃん、あの……」

　声をかけると、すぴかちゃんは俺おれの顔を一いつ瞬しゆん見たあと、駅構内のコンビニへと駆かけ込こんだ。

　そして彼かの女じよは地図を広げるなり、少しの間自分の街を探したあと、しかしこの世界に自分の街が存在しないことを知り、コンビニから出てくると再び俺おれの前にやって来て言った。

「すぴの街がなくなってる！」

「あの、すぴかちゃん」

「八や雲くもくん、ここ、日本だよね？」

「うん、日本なんだけど」

「じゃ、じゃあすぴの街は本当になくなっちゃったんだ！」

「えーっと、胡桃くるみすぴかさん、あのー、人の話をですねー」

「だからすぴは街の唯ゆい一いつの生き残りとして、あのガラスの箱に隔かく離りされてたんだ！」

「想像力豊かですね」

　それから一人で興奮しているすぴかちゃんを抑おさえて、俺おれは言った。

「すぴかちゃん！　きみの街は無事だ、なくなってない！　きみのおうちもちゃんとある！」

　すると彼かの女じよはぴたりと動きを止め、呆ぼう然ぜんとした様子で言った。

「……じゃあ、ここ、どこ？」

　日本、と言ってもまた会話がループしそうなので、俺おれは少し考えたあと、はっきりと答えた。

「きみは、この世界の住人じゃないんだ」

　彼かの女じよの目を見つめる。

「すぴかちゃん、きみは、二次元の世界の女の子なんだ」

　きょとんとするすぴかちゃん。それから彼かの女じよはにやっと小バカにしたような笑えみを浮うかべた。

「なに言ってるの、八や雲くもくん。ぷぷっ、恥はずかしいんだっ」

　ちくしょう、なんかめっちゃバカにされてる気がする！




「すぴかちゃん、しー、っだよ」

　遠目から自宅の様子を窺うかがい、追手がいないことを確かく認にんすると、俺おれは人差し指を口に当て、すぴかちゃんに小声で話し、家の扉とびらを開けた。

　あれからいくら説明しても信じず「街がなくなってないならすぴ、おうちに帰る！　でも帰れない！　八や雲くもくん、どうするのさっ！」とムチャぶりされ、すぴかちゃんに参った俺おれは、結局、一いつ旦たんちゃんと説明するためにも、彼かの女じよを自分の家へ連れて来ることにした。

　時刻は午後八時過ぎ。正直、逃にげている身として、家に帰るのは気が引けたが、俺おれもすぴかちゃんも未成年なため、漫まん画が喫きつ茶さやホテルに泊とまることは不可能だ。かといってすぴかちゃんに野宿をさせるわけにもいかない。月つき夜よ姉さんはもう海外へ向かっているだろうか。とにかく今夜はここで過ごして、次の逃にげ場ば所しよを考えようと思った。

　零れ音いんに気づかれないよう、そっと玄げん関かんに入る。幸いにも零れ音いんは風ふ呂ろに入っている様子だった。

「どうして小声なの？」

「気むずかしい妹がいて見つかると面めん倒どうなことになりそうだから……」

　そんなことを話しながら二階へと上がり、自室の前まで来る。

　しかし俺おれはドアに手をかけた瞬しゆん間かん、ぴたりと動きを止めた。

　言うことを聞いてくれないすぴかちゃんを説得するため、勢いでここまで彼かの女じよを連れて来てしまったが、果たして本当にこれでよかったのだろうか。

　すぴかちゃんが、自分が二次元のキャラだと知ったら、いったいどうなる？

「どうしたの、八や雲くもくん？」

　動きの止まった俺おれに、ひそひそ声ですぴかちゃんが尋たずねる。

「いや、そういえば部屋、散らかってたのを思い出して……やっぱりやめよう」

　と言ったそのとき、風ふ呂ろ場ばのドアが開く音が聞こえた。

　俺おれはすぴかちゃんに向き直ると、慌あわてて言った。

「と、とりあえずすぴかちゃんは向こうの姉の部屋で待っててほしい」

　意味がわからないと言った様子で肩かたをすくめるすぴかちゃん。

　俺おれはそんな彼かの女じよを姉の部屋まで誘ゆう導どうしようとする。しかし──。

「兄さん、帰ってるんですか？」

　瞬しゆん間かん、こちらへ向かって来る零れ音いんの足音が聞こえた。

「ど、どうするの？　見つかっちゃうよ」

　すぴかちゃんが焦あせり気味に訊きき、俺おれも少々パニクって言った。時間がない。

「すぴかちゃん、目を瞑つぶってて。俺おれが言うまで、絶対に目を開けちゃダメだ、いいね？」

「う、うん……」

　すぴかちゃんが目を瞑つぶるのを確かく認にんすると、俺おれは彼かの女じよを自分の部屋へと入れ、ドアを閉じた。

「兄さん？」

　直後、包丁を手にした零れ音いんが俺おれの前に現あらわれる。

「れ、零れ音いん……殴なぐるのは良いが、いくらなんでも刺さすのだけはまだやめてくれ」

「えっ？　……あっ、いや、これは！」

　言うと、零れ音いんは慌あわてて手に持っていた包丁を下ろした。

「返事がないから泥どろ棒ぼうかと思って護身用に持って来ただけです。兄さんを殺そうなんて……」

　どこかばつが悪そうに俺おれから顔を逸そらす零れ音いん。

「そ、そうか、ならよかった」

　マジでびびったぜ。

「零れ音いん、風ふ呂ろ入ってたんじゃないのか……やけに早かったけど」

　そんな彼かの女じよの髪かみが濡ぬれてない様子と、あまりの早さにそう尋たずねると、零れ音いんは言った。

「まだです。湯船を洗って、今お湯を沸わかしているところです」

「なるほど」

　俺おれが頷うなずくと、零れ音いんはくるりと反対を向いた。

「じゃ、じゃあ私はこれで……」

「お、おう──」

「ひゃっ！」

　しかしその瞬しゆん間かん、部屋の中からすぴかちゃんの可愛かわいらしい小さな悲鳴が漏もれた。

　それを聞くと、零れ音いんの動きがピタリと止まった。

「……そういうことですか」

「れ、零れ音いん？」

「……兄さん、とうとう、一線を越こえてしまったのですね」

　低い声でそう言って、ゆらりと零れ音いんがふり返る。

「なにかおかしいと思ったんですよ。でもなるほど、だからこそこそしてたんですか」

「零れ音いん、なんの話だ」

　見れば彼かの女じよの手に握にぎられた包丁が再び俺おれに向けられていた。

　しかし今度は誤解なんかではない。殺意のオーラが立っているのがありありと見えた。

「さすがに大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていた私がバカでした。うちの兄に限って、と。……なのに、まさか本当に犯おかしてしまうとは。……それで、何なん歳さいの子なんですか。顔見知りなんですか。もう手は出してしまったんですか。それともまだ、誘ゆう拐かいしてきただけですか？」

「ゆ、誘ゆう拐かいって……なんの話だ」

「とぼけないでください。部屋で小さな女の子を監かん禁きんしようとしているんですよね、兄さん！」

「きゃっ！」

　再び聞こえてくるすぴかちゃんの可愛かわいらしい悲鳴に、零れ音いんが気を取られる。

　俺おれはその一いつ瞬しゆんの隙すきを見計らって、自室へと入った。

「すぴかちゃん、目、開けちゃったのか」

　やはり部屋中のすぴかちゃんグッズを見て驚おどろいてしまったか、と彼かの女じよを見てみると、しかしすぴかちゃんは俺おれのベッドの上でゆったりと腰こしを下ろしながら、何やら薄うすい本をめくって赤面してはページをめくり、また赤面しては次の本を手に取りページをめくり、を繰くり返かえしていた。

「す、すぴかちゃん、それは……」

「八や雲くもくん、なにこれ……っ！」

　彼かの女じよがぺらぺらとめくっていたもの……それは紛まぎれもなく、すぴかちゃんのあられもない姿が描えがかれたえっちな同人誌だった。

「そ、それはつい魔まが差してというか何と言うか……」

「八や雲くもくんのえっち！」

　カァァァ[image: ]と顔を真っ赤に染めたすぴかちゃんに同人誌を投げつけられる。

「え、えっち!?　兄さん、やめてください！　まだ部屋に連つれ込こんだだけで、未み遂すいで済みます！　だけど手を出してしまったら本当に終わりですよ！　兄さん！」

　部屋の外では零れ音いんがドアをガチャガチャと開けようとしてくる。俺おれはドアノブを後ろ手に摑つかんで何とか押おさえていたが、

「八や雲くもくん、出てって！」

「兄さん、出てきてください！」

　すぴかちゃんに追い出され、俺おれは再び、零れ音いんの前に飛び出した。

「兄さん、自首しましょう。私も一いつ緒しよに行ってあげますから。お願いですから」

　兄が犯罪を犯おかしてしまったと思おもい込こんでいる妹は、今にも泣きそうな様子で懇こん願がんしてくる。

「零れ音いん、誤解だ。……えっと、部屋にいるのは、その、そう、俺おれの彼かの女じよだ」

「兄さん、頼たのみます。そんな悲しい噓うそつかないでください」

　妹の自分に対する信用のなさに泣けてくる。ならばもう本当のことを言うしかあるまい。

「零れ音いん、驚おどろかないで聞いてくれ。今俺おれの部屋にいるのは、そう、零れ音いんも知っている、あの胡桃くるみすぴかちゃんなんだ」

「兄さん、本当に、もう、手て遅おくれなんですね……頭。だからこんな犯罪を……悔くやしいです。私、悔くやしいです！　もっと兄さんに向き合ってあげていればきっと防げたはずなのに……こんなになるまでほっとくなんて、ばか、私のばかばか！」

「いや、本当なんだって。俺おれを信じ──」

「キャーッ！」

　再び部屋からすぴかちゃんの悲鳴が響ひびいた。

「今度はなんだ」

「今助けてあげますからね！」

　そして俺おれがドアを開けた瞬しゆん間かん、零れ音いんが先に入り、今度は二人で部屋へと入った。

　するとそこには、ＰＣの前に座すわり、自分の顔を両手で覆おおうすぴかちゃんの姿があった。

　見れば画面にはすぴかちゃんのＲ─18画像がずらっと表示されている。

　どうやら今度は自分のエロ画像をネットで検けん索さくしてしまっていたようだ。

　っつーかなんでそんなもんばっか調べる！　わざとだろすぴかちゃん！

「八や雲くもくん、消してっ、早く消して……っ！」

「何やってんだよ、マジで」

「へ、ほ、ほんとうに……すぴかちゃん……」

「すぴ、こ、こんなえっちなことしてない！」

「わかってるって。えっちな人たちが妄もう想そうで描かいただけだから」

「すぴ、まだ、男の子と付き合ったことすら……！」

　そう言って、顔を真っ赤にしながら涙なみだ目めで訴うつたえるすぴかちゃんに俺おれは言った。

「知ってるよ。本当は恋れん愛あいに興味はあるんだけど、どうしたらいいかわからないんだよな」

「うん……えっ？」

「えっ？」

　俺おれとすぴかちゃんが顔を見合わせる。

「……なんでそんなことまで知ってるの」

「いや、それは、まぁ、何と言うか……ごめん」

　涙なみだ目めでぷくぅっと睨にらんでくるすぴかちゃん。

　瞬しゆん間かん、バタンッと盛せい大だいに音を立てて零れ音いんがぶっ倒たおれた。

「……八や雲くもくんの妹？」

「……うん。ちょっと部屋まで運んでくるから待ってて」

　それから俺おれは、本物のすぴかちゃんを前に、ショックのあまりぶっ倒たおれた妹を彼かの女じよの部屋のベッドへと寝ねかせたあと、すぴかちゃんに彼かの女じよがこの世界では二次元のキャラであること。そしてすぴかちゃんの世界からこの世界へ姉が連れてきてしまったことを話した。

　俺おれの話をじっと聞いていたすぴかちゃんは、恐おそれながらもどこか腑ふに落ちた様子で、ぽつりぽつりと言葉を口にする。

「……何となく、この世界はすぴの世界と違ちがうなって思ってたけど、本当だったんだ。そう言えば、すぴは知らないのに、八や雲くもくんはすぴのこと初めから知ってたもんね……」

「うん、そういうことだったんだ」

「そっか……やっぱり、やっぱり……」

　やっぱりショックだよな……と、彼かの女じよの様子を見ていると、

「すぴ、異世界転生しちゃったんだ！　すごい、すごい！」

　すぴかちゃんは落おち込こむどころかはしゃいだ様子で、跳とび上あがった。

　うぉ、元気だな、おい。

「じゃあじゃあ、すぴの漫まん画がとかあるの!?」

　心こころ躍おどらし、ぴょんぴょん飛とび跳はねるすぴかちゃんを、俺おれは頭を上下に振ふりながら見つめる。

「あるけど……」

　見せちゃってもいいのだろうか？

「すぴ、見たい！」

　しかしすぴかちゃんは、どうも興きよう味み津しん々しんのようだ。

「えーっと……はい、これ」

　俺おれは本ほん棚だなから『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』を取り出すと、すぐ隣となりのすぴかちゃんに渡わたす。

「これ、全部すぴの本なの？」

　ずらりと並んだ単行本、スピンオフ作品、資料集等々、すぴかちゃんは受け取った手元の漫まん画がから本ほん棚だなを見み渡わたすと、驚おどろいたように尋たずねた。それからあるものを見つけ声を高める。

「アニメまである！　すぴ、アニメ化されてる！」

「み、見る……？」

　キラキラと目を輝かがやかせて頷うなずくすぴかちゃん。

　俺おれはブルーレイレコーダーにディスクを入れると、彼かの女じよの要望通り、アニメを再生させた。

「き、緊きん張ちようする……」

「お、俺おれも……」

　まさかすぴかちゃんと一いつ緒しよにすぴかちゃんのアニメを見るなんて夢にも思わなかった俺おれは、あまりの状じよう況きように、生なま唾つばをごくりと吞のみ込こんだ。

　そしてアニメが始まると、すぴかちゃんはぽつりと言った。

「す、すぴだ……本当に、すぴだ……」

　少々混乱した様子でそう口にしたあと、彼かの女じよはハッとしてこちらにふり向いた。

「じゃあ、りゆは真似まねしてたわけじゃなくて、本当にすぴの声を……」

「まぁ、そういうことになる」

　そのことを知ると、それからすぴかちゃんは何度も感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしながらアニメに釘くぎ付づけになっていた。

　そんな彼かの女じよの様子を、俺おれは横から眺ながめる。自分のグッズで溢あふれかえる部屋で、自分が主人公のアニメを子どものように食い入りながら見ているすぴかちゃんの姿はやはり、不思議以外の何物でもなかった。彼かの女じよより俺おれのほうが混乱しているかもしれないほどだ。

　ただ、すぴかちゃんが俺おれの部屋にいる。ベッドに座すわっている。隣となりにいる。その事実に、心臓の鼓こ動どうが高鳴る。

　こうしてすぴかちゃんの可愛かわいい顔や声を目の前にできるのは嬉うれしい。だけど何より彼かの女じよを現実として認にん識しきできたのは、やはり匂においだった。すぴかちゃんからは甘あまくてやさしいミルクの匂においがする。こればかりはアニメを見てもわからないもの。そう、こんなふうに実際に逢あってみなければわからないことの一つ。そんなことが、まるで夢のようなこの今を、現実で、本物なんだと認にん識しきさせた。

「す、すぴかちゃん……」

　すぐ隣となりにいるすぴかちゃんに、俺おれはそっと近づいた。

　彼かの女じよのそのやわらかそうな肌はだに触ふれてみたい。彼かの女じよと手をつないでみたい。もっと近くに行きたい。あわよくばぺろぺろしたい。すぴかちゃんぺろぺろ。ぺろぺろぺろぺろぺろぺろ──。

「ふぅー……なんか変な感じ」

　しかし俺おれがもう少しでぺろぺろしそうになったとき、三十分のアニメが終わり、すぴかちゃんが長尺の映画を見終わったあとのような伸のびをする。俺おれは慌あわてて身を引ひっ込こめた。

「そ、そうだね。俺おれも変な感じ。すぴかちゃんが俺おれの部屋にいる」

　その言葉に、彼かの女じよは部屋をじっくりと見回した。部屋の至るところにすぴかちゃんのフィギュアやぬいぐるみがあり、壁かべや天てん井じようにはポスターやタペストリーが貼はってある。

「やっぱり、気持ち悪い、よな……」

　不安に思って訊きいてみると、すぴかちゃんは「うーん」と考えるようにして言った。

「意外とそんなに嫌いやじゃない、かも。もちろん最初はびっくりしたけど……でも八や雲くもくんからこの世界の話を聞いて、この部屋を見たら妙みようにしっくり来て、今までの違い和わ感かんが一気に解消された感じがした。そのせいか不思議と居い心地ごこちが良くなって、嫌いやな感じはしない！　それに……」

「それに？」

「自分のグッズは恥はずかしいけど、ちょっと嬉うれしかったりもしたりして……」

　それからすぴかちゃんは両手を頰ほおにあて、困ったように続ける。

「でもでも、すぴ、男の子からこんなふうに好意を向けられたの初めて、だから……どう、したらいいのか、わからないよ」

　その本気で照れている様子のすぴかちゃんを見て、あまりの可愛かわいさに死にそうになる。

　やべえ……やべえよ。目の前でこんなの見せられたら、俺おれどうにかなっちゃうよ。

「八や雲くもくん、そんなにすぴのことが好きなの？」

　頰ほおを朱しゆ色いろに染め、悩なやましげな表情でちらっとこちらを見て尋たずねてくるすぴかちゃん。

　その瞬しゆん間かん、俺おれはまさか、これはまさかがあるんじゃないのか!?　これはまさかが来るんじゃないのか!?　と今世紀最大とも言えるほど心臓を高鳴らせて答える。

「あ、あぁ、もちろん……すぴかちゃん、俺おれと結けつ婚こんしてくれ！」

　しかし俺おれが答えると、すぴかちゃんは「あぅ……」と言ったきり顔を逸そらした。

　……言わせただけかよ！

「すぴ、普ふ通つうの高校生の女の子なのに……」

　言いながら、すぴかちゃんははむはむと指を甘あま嚙がみする。

「と、とりあえず何か飲み物でも持って来るよ」

　それから俺おれは、何か思おもい悩なやみ始めたすぴかちゃんを置いて、一いつ旦たん部屋から出た。

「兄さん……」

　すると部屋の前ではジト目の零れ音いんが突つっ立たっていた。

「……もう大だい丈じよう夫ぶなのか、零れ音いん」

「はい。それより兄さん、誰だれなんですか、あの人は」

「誰だれって、すぴかちゃん……だけど」

「そんなのは見ればわかります。ずいぶんとクオリティが高いのでびっくりしましたが」

「ク、クオリティ？　クオリティもなにも、すぴかちゃんはすぴかちゃんなんだが……」

「だから私は、あのクオリティの高いすぴかちゃんのコスプレをした人がどこの誰だれかと訊きいているんです。まぁすぴかちゃんのコスプレをしている時点で兄さんの知り合いか何かだとは思いますが……だとしてもあんなに可愛かわいい子が男の家にひとりで上がるなんて警けい戒かい心しんがなさすぎます。ましてや兄さんの部屋なんかに……」

　それから零れ音いんはぶつぶつと独り言を話したあと、釘くぎを刺さすように言った。

「とにかく、今日はもう遅おそいので帰ってもらいますよ」

「か、帰ってもらうって……どこにだよ」

「彼かの女じよの家にです。なに寝ねぼけたこと言ってるんですか」

　零れ音いんは俺おれを押おしのけドアを開けると、部屋に入りすぴかちゃんへ言った。

「さぁ、もう日も暮れましたし、帰る時間ですよ。早く帰らないとお母さんが心配しますよ」

　おまえはどこぞのおかんか。

　しかし零れ音いんの言葉に、この世界の彼かの女じよの仮の家であるガラスの箱に戻もどされると思ったすぴかちゃんは縮こまって言った。

「帰りたくない……すぴ、漫まん画が喫きつ茶さに泊とまる」

　そんなすぴかちゃんの様子に、零れ音いんが俺おれを見た。

「もしかして家出少女ですか？」

　小声で尋たずねる零れ音いんに、俺おれは何と言っていいか迷った。

「家出というか、その逆と言うか」

「逆って、やっぱり兄さん、誘ゆう拐かいを……！」

「ち、違ちがう！　むしろ俺おれは保護側の人間だ」

「じゃあ、警察に連れん絡らくしたほうが」

「いや、警察に連れん絡らくしたらもっとややこしいことになるからやめてくれ、彼かの女じよのために」

「……たしかに、家に帰りたくないって言ってますからね」

　すると、零れ音いんが何を悟さとったのかわからないが納なつ得とくしてくれ、

「いろいろと事情があるのはわかりました。そして女の子をひとりで漫まん画が喫きつ茶さに泊とまらせるわけにもいきません。だから家に泊とめます」

　と、許しを出してくれた。

　しかしそのすぐあと、何やらきまりが悪そうに俺おれから視線を逸そらすと、零れ音いんが尋たずねる。

「それより兄さん、あの子とは恋こい人びと関係とか、そういうんじゃありませんよね？」

「な、なんでそんなこと訊きくんだ。今の発言、ブラコンっぽいぞ」

「ななな、なにいきなりわけのわからないこと言い出すんですか!?　ブラコン!?　私が!?　あ、ありえません！　私が兄さんのこと好きなはずないじゃないですか！　バカですか兄さん！　私は、もし恋こい人びと同士なら、不用心に家に泊とめて、その、夜な夜な変なことされたら困るから訊きいただけで！　私がブラコンだなんて、そんなありえないこと……っ！　と、とにかく私がいろいろ困るから訊きいただけです！　だぁーれが兄さんなんかの恋れん愛あい事情なんて知りたがりますかってんです！」

「そうか、ならいいんだが。で、困るって、何が？」

　わかってはいるが、あえて尋たずねてみる。すると零れ音いんは冷たい声で言った。

「……それ以上何か言ったら、あとで兄さんの人形の首、引き千切りますよ」

「わ、わかった。安心しろ。俺おれたちは恋こい人びとじゃない。夜な夜な変なこともしない」

　というか、できない。

「それで、兄さんは、あの子のことが好きなんですか……？」

「なんでそんなことまで訊きくんだ。俺おれの恋れん愛あい事情なんて知りたがらないんじゃなかったのか」

「いいから答えてください」

　すぴかちゃんのことが好きかだって？　そりゃもちろん。

「零れ音いんも知っての通り、俺おれはすぴかちゃんが好きだ。何を今さら」

「だから私が言いたいのはすぴかちゃんじゃなくて……はあ、もういいです」

　すると零れ音いんは大きなため息を吐ついて、すぴかちゃんに近づいて言った。

「家に帰りたくないのなら、しばらくうちに泊とまって行ってください」

「……八や雲くもくんの家に？」

　言ったあと、すぴかちゃんが不安そうな顔で俺おれに目を向けた。

「あぁ、俺おれがいるから何も心配ないよ、すぴかちゃん！」

「八や雲くもくんがいるから心配なんだよっ。すぴに変なことしてくるし、絶対！」

　そんな彼かの女じよの反応に、零れ音いんはわかるわかると感かん慨がい深ぶかげに頷うなずきまくったあと、どこかほっとした様子を見せ、ぷぷーっと嘲あざ笑わらうような顔を俺おれに向けた。

「大だい丈じよう夫ぶです。私がいますから。あなたには指一本触ふれさせませんから」

　それからすぴかちゃんへと向き直り、零れ音いんが言う。

「私は零れ音いんと言います。よろしくね」

　そんな零れ音いんのことを、すぴかちゃんもまじまじと見つめていた。我わが妹ながら、零れ音いんもネット界でトップの可愛かわいさを誇ほこる美少女であることは間ま違ちがいない。そんな12歳さいと15歳さいの美少女が見つめ合っている。下手したら百合ゆりの花が咲さき乱みだれそうである。

　それにしても12歳さいの妹を前に、すぴかちゃんは彼かの女じよよりもかなりロリついていた。

「……むぅ、じゃあ、そういうことなら」

　瞬しゆん間かん、俺おれはひゃっほう！　と心の中で一人テンションマックスだ。すぴかちゃんと一つ屋根の下で暮らすとか最高だぜ。しかも──俺おれとしてはまったく興味ないが──妹もいるとかラノベ展開キタコレ！　俺おれの人生ラノベ化決定か!?　タイトルはどうする！　よし、決めた。タイトルは『突とつ然ぜん現実に現あらわれた二次元の女の子とイチャイチャラブラブしてたらそのまま結けつ婚こんしてしまった件』にしよう！　漲みなぎってきたぁああああ！

「それで、あなたのお名前はなんて言うんですか？」

「胡桃くるみすぴか」

「いや、本当の名前です。自分の」

「だから、胡桃くるみすぴかだよ」

　すると、その返答になぜか恨うらめしそうにこちらを睨にらんでくる零れ音いん。

「じゃあすぴかちゃん、とりあえず兄さんの部屋から出て、リビングで私と一いつ緒しよにゲームでもしましょう。それよりご飯にしますか？　そうだ、お風ふ呂ろも沸わいてますよ」

　しかし諦あきらめたのか、すぴかちゃんと名前を呼び、彼かの女じよを俺おれの部屋から出した。

　そんな零れ音いんに声をかけようとすると、

「とりあえず兄さんが罪を犯おかしていないことがわかり安心しました」

　と、彼かの女じよは少し安心したように言った。

「それはよかった。で、どうしてすぴかちゃんを俺おれの部屋から連れ出すんだ？」

「えっ、そんなの決まってるじゃないですか。あの子を兄さんと一いつ緒しよにいさせることには不安がつきまとうので、私が彼かの女じよの面めん倒どうを見るということです」

　その言葉を聞き、俺おれの中で先ほどのテンションがだだ下がりした。

　それから、ゲームや他のことをしてはしゃいでいる二人の楽しげな声だけを部屋で寂さびしく聞いていると、突とつ然ぜんメールの着信音が部屋に響ひびき、ビクッと体を震ふるわせた。

　慌あわててポケットからスマホを取り出すも、月つき夜よ姉さんからの電話を警けい戒かいして電源をオフにしていたことを思い出す。スマホの画面は沈ちん黙もくしていた。どうやら俺おれのじゃないようだ。

　そういえば、もう姉さんも海外に飛び立っている頃ころだろうと試ためしに電源を入れてみる。

「うわっ……」

　着信履り歴れきには『舞まい坂さか月つき夜よ』の名前がずらりと並んでいた。

　その数、およそ百件以上。一分毎ごとにかけてきてやがる。

　俺おれは姉さんが無表情で鬼おに電でんしてきている様子を思おもい浮うかべ、呆あきれつつ、また電源をオフにして、先ほど鳴った着信音の音源を探す。するとベッドの足あし下もとに、スマホが転がっていた。

「零れ音いんのか」

　どうやらすぴかちゃんを見てぶっ倒たおれたとき、零れ音いんのパジャマのポケットからするっと飛び出してしまったようだ。

　俺おれはすぴかちゃんに会いに行ける良い口実が出来たとウキウキでスマホを零れ音いんまで返しに行こうとするが、そのときまたメールの着信音が鳴り跳とび上あがった。

　ロック画面に目を向ける。見ればそれは、姉さんからのメールだった。

『今夜、八や雲くもが女の子を連れて家に帰って来るかもしれないので、もし帰って来たら私にメールを入れてください。今夜からしばらく海外なので、会社の者を向かわせます』

　いけないと思いつつも、ロック画面からそのままスワイプしてメールを開き、読む。

　パスコードはかかっていなかった。

　そしてメールは案の定、俺おれに関しての内容だった。

『言い忘れたけど、私から連れん絡らくがあったことは八や雲くもには秘密にしておいてね』

　二通目も読み、俺おれは背筋を凍こおらせた。もしここでこのメールを読まなかったら、俺おれとすぴかちゃんは明日にでも姉さんの追手に捕つかまっていたかもしれない。

『わかりました、月つき夜よお姉さん。兄さんが帰って来たらすぐに連れん絡らくします。ですが先ほど兄さんから「しばらく家を空ける」と連れん絡らくがありました。どこへ行くのか尋たずねたら山へ行くそうです。また何かあったら連れん絡らくします。海外、気をつけて行ってらっしゃい』

「……ふう、ひとまずはこれで良いだろう」

　零れ音いんを装よそおい、とりあえず姉さんを撹かく乱らんさせる内容のメールを送ると、俺おれは姉さんからのメールと今送ったメールを削さく除じよし、一息ついた。

「……なっ!?」

　そしてホーム画面に戻もどった刹せつ那な、俺おれは衝しよう撃げき的てきな光景に目を疑った。

「な、なんだこれは……」

　見れば零れ音いんのスマホのホーム画面には、すやすやすやりんこと安らかに眠ねむっている俺おれの寝ね顔がお画像が設定されていた。思わずドッキリかと周りを見み渡わたす。しかし違ちがうらしい。

「何の冗じよう談だんだ、零れ音いん。というかいつ撮とったんだこれ。俺おれが寝ねている間に忍しのび込こんでるのか、あいつ……」

　けれども勝手にスマホを覗のぞいてメールまで送った俺おれも俺おれなので今回は見なかったことにする。

　それから俺おれはリビングへ行き、何やらお洋服を広げてはしゃいでいる二人に見つからないよう、こっそりとテーブルの上に零れ音いんのスマホを置いた。

「兄さん！」

「な、なんだっ！」

　瞬しゆん間かん、俺おれの存在に気がついた零れ音いんがふり返り、いきなり声を上げたので猛もう烈れつにびびる。

「頼たのみます！」

「何をだ!?」

　言って、零れ音いんはすぴかちゃんを俺おれの目の前に連れて来ると、彼かの女じよを突つき出だした。見ればそこには、期待に満ち満ちた目で月つき夜よ姉さんの高校時代の制服を持ったすぴかちゃんが立っていた。

「すぴかちゃんを学校に連れて行ってあげてください！」

「すぴ、三次元八雲くんの学校に行ってみたい！」

　うぉ、マジか、ラノベ展開キタコレ！　──って、え、が、学校……？
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　自分の好きな子には、かっこ悪いところなんて見せられない。男なら誰だれだってそうだろう。

「えー、ではそういうわけなので、舞まい坂さか、ちゃんとシュピーカさんの面めん倒どうを見てやるんだぞ。一日だけだが、クラスのみんなも仲良くやるように！」

　そんなわけで、俺おれはすぴかちゃんに自分があまり学校へ行っていないことを打ち明けることができず、本日、すぴかちゃんと一いつ緒しよに登校したのである。正直、姉から逃にげている身で学校なんて行ってる場合かと考えもしたけれど、むしろ姉は俺おれが学校にいるとは思うまいと、裏をつくことにした。昨晩、姉にメールを送ったことでとりあえず二、三日くらいは、家の安全は確保できた気もするが、油断はできない。ある意味学校ほど安全な場所もないかもしれない。

　無論、必要最低限しか登校してこない俺おれが突とつ然ぜん、すぴかちゃんを連れ、「外国の友だちのシュピーカです」と紹しよう介かいし、日本の学校を体験させてやりたいと職員室に来た日には、担任の教師も鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をするのも無理はない。しかし問題は、クラスの視線が痛いことだった。まぁこちらも無理はない。なぜなら今までほとんど学校に来てなかったヤツがいきなり来たと思ったら謎なぞの美少女を連れて来たのだ。不思議がらないわけがない。

　学校に来た俺おれは、相変わらずアウェー感バリバリの居い心地ごこちの悪い教室で一人、胃を圧縮させながら縮こまっていた。

　一方すぴかちゃんはというと、その美少女ぶりに一いつ瞬しゆんで女子たちの間で人気者となっていた。

「シュピーカちゃんどこから来たの？」「日本！」

「髪かみさらさらできれいだねぇ」「生まれつきピンクだよ！」

「シュピーカちゃんのこと、私なんか見たことある気がする～」「気のせいだよ！」

　俺おれや妹以外の三次元の人間と触ふれ合あい、にこにこと楽しげなすぴかちゃんを眺ながめる。

　こんなとき、アニメの中だったら一人でいる俺おれに「おいおい、あんな美少女と知り合いなんて知らなかったぞ」とか何とか言って、やけに女子生徒事情に詳くわしい腐くされ縁えんの悪友が声をかけてきてくれるのだろうが、あいにく現実にはそんな男はいないし、そもそも俺おれには友だちがいない。一刻も早くこの監かん獄ごくから抜ぬけ出だしたいが、すぴかちゃんがいるため帰ることもできない。

　もしもここが二次元の世界なら授業シーンなんて一いつ瞬しゆんで過ぎ去るのだろうが、現実はそうもいかない。仕方がないので、俺おれはそれから寝ねたふりをして時間を稼かせいだ。

　そしてようやく昼休みになると、すぴかちゃんの周りには女子が一いつ緒しよにお昼を食べようと集まっていた。見ればすぴかちゃん、がっつりよだれを垂らしながら爆ばく睡すいしている。

「シュピーカちゃん、一いつ緒しよにごはん食べよー」

「むにゃむにゃ……もう食べられないよ……」

　絶対に三次元では聞かないようなセリフを平然と口にするすぴかちゃんにちょっと吹ふく。

　同時に俺おれは、ぼっち飯確定か、と気を重くしながら立ち上がった。しかしそのときだった。

「あっ、待って八や雲くもくん！」

　教室から出ようとしたところで、目覚めたすぴかちゃんが声をかけてくる。

　ふり返ると、彼かの女じよは俺おれを見上げて、にっこりしていた。

「お昼、一いつ緒しよに食べよ」

「えー、シュピーカちゃん私たちと食べよーよー」

　残念がる女子に、すぴかちゃんが少し気まずそうにふり返る。

「すぴ……じゃなくてシュピ、学校も見て回りたいから！　それじゃいこ、八や雲くもくん」

　そう言って、歩き始めたすぴかちゃんのあとを俺おれは慌あわてて追った。

「女子たちとお昼一いつ緒しよじゃなくていいの？」

「すぴ、いろいろ質問されすぎてちょっと疲つかれちゃったから、八や雲くもくんと一いつ緒しよにいてあげる」

　まさかすぴかちゃん、ぼっち飯の俺おれを気き遣づかってくれたのか？　我ながら情けねえ！

「ねえ、なんだかすぴ、すごく注目されてる！　有名人になったみたい！」

　廊ろう下かを歩くすぴかちゃんはとてもよく目立ち、彼かの女じよの言う通り注目を浴びていた。

　そんな注目を浴びるような美少女を連れて校内を歩くのは、なんだか少し優ゆう越えつ感かんがあった。

　冴さえない平へい凡ぼんな男の隣となりに美少女……まるでアニメの主人公にでもなった気分だ。

　すぴかちゃんの姿を見て、思わずドキッと胸が脈打つ。

　自分の好きな女の子（しかも二次元の美少女）が、自分の学校の制服を着て、自分の隣となりを歩いている。しかも彼かの女じよは女子よりも自分を優先してくれたのだ。なんだ、これは、夢か？

　すぴかちゃんこんな子がいる学校なら、毎日来るのに。

「ん？　どうしたの？」

　ぼーっと眺ながめていたせいか、すぴかちゃんがこちらに首を傾かしげる。

「いや、制服、似合ってるなって思って」

「ちょっと地味だね」

　言いながら、すぴかちゃんはスカートを広げて制服を見下ろした。

　たしかに二次元の制服と比べると色的に地味だし、乳ちち袋ぶくろもないけど、それでも可愛かわいい。

「すぴかちゃん、購こう買ばいと食堂、どっちにする？」

　目的地に辿たどり着つき、すぴかちゃんに尋たずねると、彼かの女じよは驚きよう愕がくしたように購こう買ばいを見ていた。

「や、八や雲くもくん……すぴ、三次元の学校に転校してもいいかも」

「ど、どうしたのいきなり」

「だってだって、購こう買ばいがぜんぜん混んでないよ！　すぴの学校は戦場なのに！」

　言って、駆かけ出だすすぴかちゃん。そしてたくさんあるパンを目の前に感動したように言った。

「や、焼きそばパンがこんなに……た、宝の山だ～！」

　いつもアニメや漫まん画がを見ていて思うが、焼きそばパンなんてそんな大層な物なのだろうか。

　それとも二次元世界の住人は焼きそばパンが好物なのか？

「おばさん焼きそばパンください！　あとメロンパンもください！　コッペパンもください！」

「あら見たことない顔だね、外国から来たの？　転校生？　すごい髪かみの色だねぇ」

「こことは違ちがう日本から来ました！　髪かみの色は生まれつきです！」

　髪かみの色について言われるのももうずいぶんと慣れたようで、すぴかちゃんは笑え顔がおで返した。

「それじゃ四百五十円ね」

　おばさんがパンを渡わたす。すぴかちゃんはポケットからお財さい布ふを取り出したが、その瞬しゆん間かん「あっ」と声を漏もらした。見れば彼かの女じよの手にはウサコインが握にぎられていた。

　自分のお金じゃパンが買えないことに、はわわわわ、と震ふるえ始めるすぴかちゃん。

「すいません、俺おれも彼かの女じよと同じものください。支し払はらいは一いつ緒しよで」

　そんな彼かの女じよの横から、俺おれはおばさんに言って、二人分の金を払はらい、パンを受け取った。

「八や雲くもくん～」

　ひどく情けない声を出すすぴかちゃんに首を傾かしげる。すると彼かの女じよは、

「すぴ、いちごオレもほしいんだよ～」

　と、自じ販はん機きを指さして言った。なんだこの可愛かわいい生き物は。

「中庭で食べる？」

　自じ販はん機きから彼かの女じよのリクエストのいちごオレを取り出し尋たずねると、すぴかちゃんは、

「すぴ、お昼食べるところはいつも決まってるの！」

　と、階段を登り始めた。そして相変わらず丸見えという何とも無防備な彼かの女じよの水玉パンツを脳のう裏りに焼き付けるため凝ぎよう視ししながら階段を登って行くと、すぴかちゃんはそこで立ち止まった。

「な、なんですと……」

　彼かの女じよの目の前に掲かかげられた〝立ち入り禁止〟の看板。その先は屋上へと続いていた。

「八や雲くもくん、なんで屋上行けないの？　何かあったの？」

「えーっと、まぁ、三次元の学校では基本的に屋上は開放されてないのが普ふ通つうなんだよ」

「えええええ!?」

　良いリアクションだ。しかしすぴかちゃん、これが現実リアルだ。退たい屈くつだろう！

「つまんないつまんないつまんない！　すぴ、もうここで食べる！」

　そう言うと、拗すねたようにぷんすか怒おこりながらすぴかちゃんは扉とびらの前の踊おどり場ばに座すわり込こみ、お昼を食べ始める。

「つまんないつまんない！　パンおいしい！　つまんない！　おいしい！　おいしいけどつまんないいいい！」

　怒おこりながら焼きそばパンを褒ほめるすぴかちゃん。

「やっぱり三次元の学校に転校するのやめる？」

　先ほどのすぴかちゃんの言葉を思い出し、そんなことを尋たずねてみると、すぴかちゃんは少し考えたあと言った。

「まだ諦あきらめない。だってすぴ、楽しくする方法知ってる」

「楽しくする方法？」

「そうだよ、だから八や雲くもくん、すぴと新しい部活を始めよう！　屋上が使えるような部を！」

　で、でた。とりあえず新しい謎なぞの部活を始める展開！　本当にすぐ部活を始めたがるな！　そして俺おれは知っているぞ。部員数が足りなくて集めたり、始めたは良いけど廃はい部ぶの危機にさらされるんだろう！

「たぶん部活を始めるのは無理なんじゃないかなぁ」

「な、なんで！　もしかしてこの学校の生徒会は独裁体制なの!?」

　残念ながら二次元の世界と違ちがって生徒会はそこまで権力を持っていない。

　というか生徒会長の名前すら知らねえ。風紀委員なんているのかどうかすらわからねえ。

「そういうわけじゃないんだけど、いろいろと制約だらけでね。まぁ三次元はつまらない世界なのよ。すまんね」

　三次元代表として申し訳なさそうに謝あやまると、しかしすぴかちゃんは口を尖とがらせて言った。

「でもすぴ、いろいろ新しい発見だらけで楽しいよ？」

「そう？」

「うん！」

　そんなすぴかちゃんの笑え顔がおで、この三次元もちょっとは救われた気がした。




　それからお昼を食べ終わり、教室へと帰っている途と中ちゆう、すぴかちゃんの横顔をちらちら見ながら歩いていた俺おれは、なぜか何もないところでつまずいた。

「うわっぷ……！」

　けれども俺おれの顔面は固い地面ではなく、何やら良い匂においのする、やわらかいクッションに抱だき留とめられる。しかし冷静に考えてみると、空中にクッションがあるはずもなく……。

　まさかと思って見ると、やはり俺おれの顔面を受け止めてくれたのは、女子の胸だった。

「えっ、八や雲くもくん……？」

　そしてなぜか俺おれの名を呼ぶ相手に、恐おそる恐おそる顔を上げる。

「やっぱり八や雲くもくんだ！」

「……りゆ、さん」

　そこにいたのは、まさかの桜さくら之の宮みやりゆさんだった。なんで彼かの女じよが、ここにいる!?

　瞬しゆん間かん、俺おれは反射的にすぴかちゃんを抱かかえ、その場から逃にげ出だしていた。

「ぎゅえっ！」

　すぴかちゃんから変な声が出たけれど、気にしている場合ではない。

　なぜりゆさんがこの学校の制服を着ているのか。まさか、同じ学校だったなんてそんな偶ぐう然ぜんがあるなんて……神様のいたずらか？

「八や雲くもくん！」

　すぴかちゃんの声に気がついて足を止めた。

　いつの間にか俺おれは渡わたり廊ろう下かを通過し、反対側の校舎にまでやって来ていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、すぴかちゃん……」

　ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだろうと、そこでようやく彼かの女じよを下ろす。案の定、彼かの女じよは怒おこっている。

「八や雲くもくんがいきなり走り出すからいちごオレがスカートにこぼれちゃったよ！　学校の借り物なのに！　すぴ、洗ってくる！」

　言って、すぴかちゃんはぷりぷり怒おこりながら女子トイレへと入ってしまった。

　それから俺おれがため息を吐つき、すぴかちゃんをトイレの前で待っていると、その足音は隣となりへとやって来る。

「八や雲くもくんみっけ♪　私の顔見るなり逃にげ出だすなんてひどいじゃない。そーゆーのは、めっ、ですよ～」

　腕うでを後ろに組み、ひょこっと楽しげに顔を覗のぞかせるりゆさんに俺おれは反応に困った。

　何とか彼かの女じよを見ないようにするも、無理やり視界の中に入ってくるので、とうとう俺おれはりゆさんに目をやる。学校指定のサマーベストは少し窮きゆう屈くつそうに、二つ連なったその大きな胸を包つつみ込こんでいた。彼かの女じよは相変わらず、ふわふわとした優やさしい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「すいません。まさか同じ学校だったとは思いもしなかったので、動どう揺ようしてつい反射的に」

　その新事実に俺おれが困こん惑わくした様子で言うと、りゆさんは「そだね～」と言って、隣となりに並んだ。

　そのとき、肩かたがくっついた。

「ぴとっ」

　……ぴとっ？

「ほんと私もびっくりしたよ～。ねえねえ八や雲くもくん、これが運命ってやつかな？」

　どこか嬉うれしそうにりゆさんが笑う。

　正直、学年が違ちがうとはいえ、りゆさんみたいな人気女性声優さんが学校にいたら噂うわさの一つや二つ聞きそうだけど……と、そこまで考えてから、自分が学校へあまり行っていないこと、そして何より友だちが一人もいないことを思い出した。そりゃ知らねえわけだ、ははっ！

「それで八や雲くもくん、すぴかちゃんは八や雲くもくんの家に居い候そうろうしてるの？」

　俺おれはすぐには答えなかった。

　すると、りゆさんが小首を傾かしげ「ん～？」と、俺おれの顔を正面からじっと覗のぞき込こんでくる。

「ま、まぁそんなところです」

　りゆさんの圧に圧おされ、答えてしまった。

「へえ、いいなぁ。なんかアニメみたいだね」

　それから彼かの女じよは、どこか羨うらやましそうに言って続けた。

「じゃあ今日、八や雲くもくんの家に行くね」

「なんでそうなるんですか」

「えー、だって私だってすぴかちゃんと一いつ緒しよにいたいし」

「えーっと、いや、だめです。それに家では俺おれだって妹にすぴかちゃんの面めん倒どう見させてもらえなくて」

「えっ、妹いるの？」

「はい、いますけど」

「なになに、八や雲くもくんどこのハーレム作品の主人公なの!?　可愛かわいいヒロインと妹と一いつ緒しよに一つ屋根の下で暮らして、凄すご腕うでだけど破は天てん荒こうで美人な姉がいて、学校では超ちようキュートな一つ歳とし上うえの声優やってる優やさしいお姉さんとも知り合いで、どれだけ主人公属性を欲張る気なの!?」

　言われてみて初めて、確かにハーレム作品の条件は揃そろっているとは思うものの、しかし……。

「客観的に見ればそうかもしれないですけど、現実、姉はほとんど家にいませんし、妹は俺おれのことゴミ以下に見てるし、一つ屋根の下で暮らしてると言ってもラッキースケベなんてありませんし……くそっ、これだから三次元は……」

　もしも俺おれの人生がハーレム作品で、俺おれがその主人公だったら、家では優やさしい姉とあまえんぼな妹が俺おれを取り合い、一いつ緒しよに寝ねようとしてきたりお風ふ呂ろに入ろうとしてくるだろう。そしてそこへメインヒロインのすぴかちゃんが来て三みつ巴どもえの俺おれの取り合いが始まるのだ。しかし現実は、皆みな、俺おれのことなんて見向きもせず、俺おれは独り部屋で埃ほこりのように小さくなっている。

　なんだか自分で考えてて悲しくなってきたので、もうやめよう。

「とにかく、現実に姉や妹がいても、ただ生意気なだけで、そこに萌もえなんて存在しないんですよ。偉えらい人にはそれがわからんのです」

「ふーん」

　りゆさんが頰ほお杖づえを突つきながら俺おれをじっと見る。

「まぁ、とりあえず今日、八や雲くもくんの家にお邪じや魔まするね」

「りゆさん、だから──」

「もぉー！　八や雲くもくんのせいで大変だったじゃん！」

　そのとき、ぷんぷん怒おこりながら女子トイレから出てきたすぴかちゃんに、眼めにも留まらぬ速さでりゆさんが抱だきついた。

「すぴかちゃん！　すぴかちゃんの制服姿可愛かわいい！　ぎゅってする、ぎゅって～！」

「んんん～……ぐ、ぐるじい」

　またしてもすぴかちゃんがりゆさんのおっぱいで窒ちつ息そくしそうになる。

　俺おれはりゆさんからすぴかちゃんを引ひき剝はがすと、言った。

「とにかく家には来ないほうがいいです。それじゃあ授業が始まるので失礼します」

　ふらふらと揺ゆれるすぴかちゃんの手を引いて、教室に戻もどる。
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「あーん……」

　そんな後ろで、りゆさんが寂さびしそうな声を出した。




「な、なぜだ……」

　細心の注意を払はらったはずだった。午後の授業が終わり、居い眠ねむりしているすぴかちゃんを背負い、俺おれは誰だれよりも早く昇しよう降こう口ぐちを抜ぬけ、そして学校でいちばん最初に校門を抜ぬける──そのはずだった。

　確かく認にんした。前方には誰だれも歩いていなかった。俺おれたちがいちばんだった。なのに、なぜ……。

「やっほ♪」

　なぜ、俺おれより先に、この人が校門で待っているのか。

「りゆさん……もしかしてりゆさんのクラス、早く終わったんですか」

「んー、まだじゃないかな」

「じゃあ、なんでりゆさんがここに」

「だって私、午後はお仕事だったから。で、お仕事が早く終わったので、八や雲くもくんを待っていました」

　まるで俺おれがいちばんにここへ来ることを見み透すかしていたかのように、りゆさんが勝かち誇ほこったような表情を浮うかべる。

「なくしたら困るものにはちゃんと名前を記しておくと、このようになくさずに済むのです」

「へっ？」

　りゆさんが俺おれの肩かたに指をさす。見てみるとそこにはりゆさんのお名前シールが貼はられていた。

「な、名前シール……い、いつの間に……ハッ！」

　そうか、あのときだ。昼休み、俺おれとりゆさんの肩かたと肩かたがくっついたとき……りゆさんが発した「ぴとっ」という謎なぞの言葉は、これを貼はった音だったのか！

「マ、マーキングされている……」

「逃にげようったってそうはいかないんだぞぉ～」

　両手を上げ迫せまってくるりゆさんは俺おれの背中で眠ねむっているすぴかちゃんに目を向けると言った。

「あら、すぴかちゃん寝ねちゃってるんだ」

「え、あぁ、起こそうとしたんですが起きなくて、そのまま背負ってきました」

　俺おれは背中で「すぴー……すぴー……」と可愛かわいい寝ね息いきを立てている彼かの女じよに視線を向ける。

「三次元の学校ということもあってか、いろいろとはしゃいでたので、疲つかれちゃったんだと思います」

「眠ねむっている顔も可愛かわいいね。本当に天使みたい」

　うっとりしながら、りゆさんがすぴかちゃんの顔を覗のぞいていると、そこですぴかちゃんが目を覚ました。

「……あれ、学校は？」

　寝ねぼけたような声で辺りを見回すすぴかちゃんに言う。

「終わったよ。すぴかちゃん寝ねてたからそのまま連れて来ちゃった」

「そうなんだ」

　眠ねむたそうなすぴかちゃんは俺おれの背中から降りるとバランスを崩くずし、そのままりゆさんに後ろから抱だきしめられた。そしてすぴかちゃんはりゆさんのおっぱいに包つつみ込こまれ、心地ここちよさそうに、こっくりこっくりと船を漕こぎ始めた。

「八や雲くもくんの家に帰って一いつ緒しよに寝ねようねー、すぴかちゃん」

　しれっとそんなことを言うりゆさんに、すかさず俺おれは口を開く。

「だめです」

「えー、なんでよー」

「それはだって、りゆさん、姉さんの追手に監かん視しされてるかもしれないし……」

「もしかしてお昼私から逃にげたのって、それが理由なの？」

「はい。せっかくうまく身を隠かくせてるのにりゆさんと接せつ触しよくして見つかったら元も子もありません。それに……」

　うっ、うっ……とわかりやすく泣く演技をするりゆさんに、俺おれは続けた。

「りゆさんをこれ以上、巻まき込こめませんから」

「八や雲くもくん……」

　俺おれには守るべき社会的立場などない。だけどりゆさんは声優だ。それも事務所を代表する大きな存在だ。そんな人を巻まき込こんで、何かあってからじゃ遅おそいし、俺おれは責任なんて取れない。

　……あと、りゆさんまで家に連れて行ったら零れ音いんが何て言うかもわからない。

「とにかくいろいろ理由があるから、りゆさんは家に来てはだめです。諦あきらめてください」

　俺おれはきっぱり突つき放はなす。しかしりゆさんは言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、八や雲くもくん。私、尾び行こうなんてされてないし、巻まき込こまれるんじゃなくて、私自身がダイブするんだから！」

「そ、そんなこと言われても……」

「桜さくら之の宮みやりゆちゃんを信じろ☆」

「可愛かわいく言ってもだめです」

「じゃあ目を瞑つぶって」

「目？　……いいですけど」

　言われるがまま、目を瞑つぶる。すると、すぴかちゃんの声が聞こえてくる。

「八や雲くもくん、りゆちゃんをおうちに連れて行ってあげて？」

　すぴかちゃん、いつの間に目を覚ましたんだろうか。

「いや、でも……」

　すぴかちゃんに言われて、俺おれはそこで初めて悩なやんだ。すぴかちゃんのお願いは断れない。

「お願い、八や雲くもくんっ。りゆちゃん、かわいそうだよ？」

「うーん、いや、でも、すぴかちゃんがそう言うなら……」

　と、言いかけた瞬しゆん間かん、

「……りゆちゃん？」

　そこでふと、違い和わ感かんに気がついた。

「りゆさん、何してるんですか」

　そして目を開けると、こっくりこっくりと船を漕こいでいるすぴかちゃんと同じ目線に立ったりゆさんがこちらを見上げていた。

「あはは、さすが八や雲くもくん。ばれちゃったか」

　言って、りゆさんは「りゆぺろっ」と可愛かわいく舌をぺろりんちょと出して誤ご魔ま化かした。

「声という武器を使うとは、何て卑ひ劣れつな」

「だって八や雲くもくん、こうでもしないと連れて行ってくれないし。でもどうしてわかったの？」

「そりゃまぁ、すぴかちゃんはりゆさんのこと、呼び捨てですからね」

　それを聞き、しまった、といった様子のりゆさん。

　すると彼かの女じよはすぴかちゃんを背負うと、今度は強きよう硬こう手段と言わんばかりに俺おれの腕うでに自分の腕うでを絡からませ、抱だきついてきた。

「連れてって連れてって、私を八や雲くもくんの家に連れてって～！」

　まるで駄だ々だを捏こねる子どものように、歳とし上うえのお姉さんがわがままを言う。

　思いっきり押おしつけられるやわらかい胸の感かん触しよくに困こん惑わくしていると、りゆさんは上うわ目め遣づかいで俺おれの顔を覗のぞき込こんできた。

「家に連れてってくれるならぁ、その前に私が八や雲くもくんをぉ、良いところにぃ、連れて行ってあ・げ・る」

　そのあざとい言い方に、しかし俺おれは思わず生なま唾つばを吞のみ込こむ。

「い、良いところって……どこですか」

「知りたい？」

「い、一応……聞いておきます」

　うふふ、と微笑ほほえんでりゆさんが言った。

「『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』のＯＶＡのアフレコ現場だよっ？」

　ガ、ガチで良いところじゃねーか！　しかも今回のＯＶＡはアニメオリジナルストーリーだ。

「マ、マジっすか……」

「うん、ちょうど今日収録のお仕事が入ってたから、八や雲くもくんとすぴかちゃんも一いつ緒しよにどうかなって待ってたんだ……ね、良いところでしょ？　行ってみたいでしょ？」

「いや、でも、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　だって俺おれたち関係者じゃ──」

　そこまで言って、俺おれはふとすぴかちゃんに目を向けた。それに気がついたりゆさんが微笑ほほえむ。

「関係者って言うか」

「本人、ですね」

「まぁ私が音おん響きよう監かん督とくさんに見学させてもらえるよううまく言ってあげるからさ、すぴかちゃん連れて一いつ緒しよに行こうよ、八や雲くもくん。このまま家にまっすぐ帰るよりは、寄り道して遅おそくに帰ったほうが、お姉さん、安全だと思うなぁ？」

「……たしかに」

　今までの俺おれだったら幻げん想そうに包まれながら生きていたいがゆえ、アニメの製作現場や裏側なんて見ようともしなかっただろうが、こうして二次元のすぴかちゃんが現実として現あらわれた今じゃ話は違ちがってくる。そして寄り道して帰ることで、家にいて捕つかまるというリスクも減る。

　りゆさんに丸まるめ込こまれた俺おれは、断れるはずもなく頷うなずいていた。誘ゆう惑わくに負けた瞬しゆん間かんである。

「じゃあ決まりね。すぴかちゃん、起きて起きて、これから楽しいところにみんなで行くよ」

「待ってください、りゆさん。すぴかちゃんをこのまま連れて行くのもまずいので、その前に変装道具を買って行きたいんですが」

　そうだ、『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』のアニメのアフレコ現場にその主人公である胡桃くるみすぴかちゃんをそのまま連れて行くなんて、そんなことをしたらいよいよ収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまう。

　俺おれの提案にりゆさんは「それもそっか」と頷うなずくと、俺おれたちは近くの大型ディスカウントストアに寄り、ウィッグや帽ぼう子し、眼鏡、マスクなどの変装道具一式を買ってからスタジオへと向かった。

　無論、変装しても声までは変えられないため、すぴかちゃんには心苦しいが、なるべくしゃべらないよう忘れずに言っておいた。




　大きな取っ手の防音扉とびらを開け、スタジオに入る。

　瞬しゆん間かん、空気が圧縮されたような空間に包まれ、扉とびら一枚で雰ふん囲い気きがガラッと変わったことに、俺おれはどこか緊きん張ちよう感かんを覚えた。

「おはようございますっ」

　最初にスタジオへと足を踏ふみ入いれたりゆさんがハキハキとした様子で、つまみのたくさんついた機械の前に座すわっている人物に挨あい拶さつする。どうやらその人物が音おん響きよう監かん督とくらしい。

　他のスタッフと打ち合わせをしていた音おん響きよう監かん督とくは、りゆさんに気づくと挨あい拶さつを返した。

　そこですかさず、りゆさんがすぴかちゃんを自分の前に出し、紹しよう介かいする。

「あの、この子、私の友だちの妹で声優の卵なんですが、今日の収録、見学させてあげてもよろしいでしょうか……？」

　りゆさんのお願いに、音おん響きよう監かん督とくがじっくりとすぴかちゃんを見たあと尋たずねた。

「桜さくら之の宮みやさんと同じ事務所？」

「えっ、あっ、事務所はまだ決まっていなくて、えっと、フ、フリーランスなんです！」

「新人でフリー!?」

　音おん響きよう監かん督とくがひっくり返りそうな勢いでのけ反る。たしかに声優はどこかの事務所に所属し、それからフリーに転身するのが普ふ通つうだろう。新人でフリーなんてあまり聞いたことがない。

「で、でも、いずれは私の事務所に入るかもしれないって感じですね、今は」

　りゆさんがあははーと苦しい言い訳をすると、しかし音おん響きよう監かん督とくは「まぁ、見学くらいなら構わないよ」と頷うなずいて、すぴかちゃんの見学を快く承しよう諾だくしてくれた。

「それで、きみのお名前は？」

「すぴ──」

「すーちゃんですっ！」

　ふと自分の名前を言いかけたすぴかちゃんを遮さえぎり、りゆさんが前のめりになりながら言った。

「すーさんね、うん、よろしく」

　それから音おん響きよう監かん督とくはこちらに向くと、続けて尋たずねた。

「それで、そっちの男の子は？」

「申もうし遅おくれました、自分は兄の八や雲くもと申します！　今日は妹の付つき添そいで馳はせ参さんじました！」

　少々食い気味で挨あい拶さつをする俺おれ。正直このセリフを言いたい衝しよう動どうが抑おさえきれなかった。

　まさかすぴかちゃんの兄になれる日が来ようとは夢にも思わなかったのだ。たまんねえ～！

　できればすぴかちゃんに「お兄ちゃんっ」とか「八や雲くもお兄ちゃんっ」とか呼んでほしいけど残念ながら彼かの女じよは今、あまりしゃべれない。言いわ猿ざるすぴかちゃんなのだ。

「げ、元気が良いね。アフレコ中は静かにお願いね」

　こちらの勢いの良さに少し引き気味の音おん響きよう監かん督とくに俺おれは「よろしくオナシャスッ！」と頭を下げ、妹のすぴかちゃんを連れ、スタジオの長なが椅い子すの端はしっこに腰こしを下ろした。

　そして数分後、メインキャラの声優さんたちも現場入りし、リハーサルなどを含ふくめた本日の打ち合わせが終わると、いよいよ収録が始まろうとしていた。りゆさんたちが録音ブースへ入ると、スタジオに緊きん張ちよう感かんが走る。そんな中、俺おれは、この空間にワクワクせざるを得なかった。なぜならここは人気アニメのアフレコ現場。目の前には今をときめく人気女性声優さんたち。そして何より、今から俺おれは、声優さんたちがキャラに命を吹ふき込こむ歴史的瞬しゆん間かんに立ち会うのだ。

　いったいどうなるのか!?　俺おれはその瞬しゆん間かんを脳のう裏りに焼き付けようと目をかっぴらいた。

「近くで見て、しっかり学びなさい」

　すると、音おん響きよう監かん督とくが俺おれたちを防音ガラスの前まで移動させてくれる。

　防音ガラスの向こうにいる、普ふ段だんの彼かの女じよからは想像もつかなかった、見たこともない真しん剣けんな表情のりゆさんに、俺おれは心臓を大きく鳴らした。あれがいわゆる〝プロの顔〟というやつなのだろうか。さっきまで学校で一いつ緒しよに過ごしていたりゆさんとは別人のようだ。声優としてのスイッチが入った瞬しゆん間かんに息を吞のむ。

　しかしそこで俺おれとすぴかちゃんが見ていることに気づくと、りゆさんは優やさしく微笑ほほえんでこちらに手を振ふってくれる。そんな彼かの女じよの何気ない仕草に、なぜか俺おれはホッとした。

　隣となりを見ると、すぴかちゃんは「ガラスの箱に閉とじ込こめられてたすぴみたいだね」と、俺おれの耳元で囁ささやき、おかしそうにくすくす笑っていた。

　そんなすぴかちゃんの可愛かわいさに、俺おれが呆ほうけた顔をしていると、音おん響きよう監かん督とくの静かな掛かけ声ごえと共に、収録が始まった。

　立っている三本のマイクの前に台本を持った声優さんが立ち、目の前のモニター画面に映し出される画に向かって、声をあてる。テレビなんかでよく見るアフレコ現場のシーンでは絵コンテのようなものに声優さんが声をあてていたが、今目の前のモニター画面には普ふ通つうに完成しかけの映像が映し出されていた。そのせいもあってか、声優さんの演技も相まって迫はく力りよくが増し、舞ぶ台たいでも見ているような気分になる。日常から切きり離はなされたこの特とく殊しゆな空間が、なんだかクセになりそうだった。

　現場の空気に肌はだで触ふれ、感動していた俺おれはすぴかちゃんに目をやる。

　すぴかちゃんも防音ガラスの向こうにいるりゆさんの姿、そしてモニター画面に映る映像の中の自分の姿を静かに見つめていた。

　服の裾すそを引っ張られる。俺おれが耳を寄せると、すぴかちゃんが囁ささやく。

「すぴ、画面に映ってる日のこと、覚えてるよ。このあとすぴ、コロッケ取られちゃうの」

　言われて、モニター画面に目を向けると、本当にその通りとなった。

　このＯＶＡはアニメオリジナル作品で、原作漫まん画がにはない、まだ誰だれも見たことのない話だ。

　しかしすぴかちゃんは展開をすべて知っている。彼かの女じよの人生なのだから当然と言えば当然だけれど、それでもやはり驚おどろいた。

「不思議だねぇ」

　そう言って、すぴかちゃんはまたおかしそうにくすくすと笑った。

　そんなやり取りをしているうちに休きゆう憩けいとなり、録音ブースからりゆさんたちが出てくる。

　俺おれとすぴかちゃんは外で買ってきておいた飲み物を声優さんたちに渡わたした。

「八や雲くもくん、ありがとっ」

　少し疲つかれたようなりゆさんが、いつもの笑え顔がおを見せてくれる。

「りゆさん、俺おれ、感動しました」

　俺おれは自分が感じたことを素す直なおに伝えると、りゆさんも「嬉うれしい」と表情に花を咲さかせた。

「りゆっぺ、この子ちょー可愛かわいいよぉ～」

　そのとき、りゆさんが声をかけられ、そちらへふり向くと、そこではすぴかちゃんがまるでマスコットのように、声優さんたちに抱だきしめられていた。

「ねえ、帽ぼう子しと眼鏡とマスク外してよ」

「だ、だめだめだめだめっ！　この子人見知りだから！　絶対にだめ！」

　声優さんのお願いに、慌あわててりゆさんが止めに入る。当たり前だ。『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』のアフレコ現場で、すーちゃんが実は胡桃くるみすぴか本人だとばれたら、それはもうとんでもなくややこしいことになる。と言うか収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうだ。

　りゆさんの制止に声優さんがつまらなそうな顔をしたあと、今度は俺おれを見てにやにやした。

「ねえ、もしかしてりゆっぺの彼かれ氏しちゃん？」

「えっ……八や雲くもくんが？　私の？　彼かれ氏し？」

　りゆさんが驚おどろいたように言葉を詰つまらせる。瞬しゆん間かん、誰だれかにつねられ、俺おれは慌あわてて口を開いた。

「い、いや、違ちがいます、違ちがいますよ！　りゆさんは学校の先せん輩ぱいで……そ、そうですよね？」

　確かく認にんするようにりゆさんへ話を振ふると、彼かの女じよもうんうんと頷うなずいた。

「なぁーんだ、現実はアニメのようにはいかないのね。ちょっと外の空気でも吸ってくるかぁ」

　つまらなそうに言って、声優さんが出て行く。りゆさんを見れば何とも言えぬ表情で俺おれを見ており、すぴかちゃんを見ると、こちらもまた指をつまみながら、ジト目で俺おれを見ていた。

「桜さくら之の宮みやさんとすーさん、それからお兄さんも、ちょっといいかな？」

　するとそこで、音おん響きよう監かん督とくが俺おれたちを呼ぶと、すぴかちゃんを見てこんなことを言った。

「休きゆう憩けい中の間だけだけど、すーさんの実力を見てあげようと思うんだけど、いいかな」

「えっ、あっ……えーっと」

　りゆさんがこちらに視線を向ける。どうやら俺おれもりゆさんも、すぴかちゃんが声優の卵という設定をすっかり忘れており、油断していたようだ。まさかこんな展開になろうとは。

「もし良い感じであれば、私の担当してる他の作品のモブで使ってもいいんだけど、どう？」

「そ、それはとてもありがたいことなんですが、ね、ねえ」

「そ、そうですね。すごくありがたいんですが……」

　りゆさんに話を振ふられ、俺おれはすぴかちゃんを見る。しかし当の本人は目を輝かがやかせていた。

「どう、やってみる？」

　音おん響きよう監かん督とくの問いに、すぴかちゃんが頷うなずく。どうやらやる気満々のようだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「何かあったら、りゆさんすいません、そのときはフォローお願いします」

「自信ないなぁ……」

　りゆさんが不安げに言って、すぴかちゃんと一いつ緒しよに録音ブースへと入って行く。

「それじゃ、すーさん、胡桃くるみすぴかのセリフやってみようか」

　すぴかちゃんがマイクの前に立つと、音おん響きよう監かん督とくが台本のセリフを指定し、りゆさんがそれを彼かの女じよに教える。すぴかちゃんが頷うなずき、マスクを外す。モニター画面にセリフのシーンの映像が流れ出した。そのとき、マスクを外したすぴかちゃんと映像の中の胡桃くるみすぴかを見て音おん響きよう監かん督とくが何かに気がつきそうになったことに、俺おれは心臓をバクバクさせる。しかしウィッグなど他の変装のおかげもあり、音おん響きよう監かん督とくは気のせいかといった様子で作業に戻もどった。思わず安あん堵ど。

　そしていよいよ始まる。二次元キャラが三次元で自分の映像に声をあてるという、前ぜん代だい未み聞もんのアフレコが……！

　しかしもしこれが上手うまくいけば、すぴかちゃんまさかの声優デビューもあるんじゃないか？

　そんなことを考え、ドキドキしながら見守る。自分のアニメを見ただけじゃなく、自分に声まであててしまうとは……俺おれは今、次元を歪ゆがませるほどの、とんでもない現場に居合わせているのかもしれない。……それにしてもすぴかちゃん、ガッチガチに緊きん張ちようしているが大だい丈じよう夫ぶか？

　りゆさんが他のキャラのセリフを読み上げ、遂ついに胡桃くるみすぴかのセリフのシーンがやってくる。

　さあ、聞かせてくれッ！　胡桃くるみすぴか本人による、胡桃くるみすぴかの演技とやらをッ！

　すぴかちゃんの口からセリフが読み上げられる。

「マ、マテー！　スピノコロッケカエセー！」

　そのときだった。そのセリフを聞いた瞬しゆん間かん、俺おれ、そして音おん響きよう監かん督とくやりゆさんまでもが、まさかの事態にぽかーんと口を開け、啞あ然ぜんとした。

「コ、コーナッタラ、スピスピビームデ、コーリャクシチャウゾー！」

　なんという棒読み。なんというめちゃくちゃなイントネーション。なんという声の裏返り。

「スピスピビームー！」

　なんというガッチガチの緊きん張ちようした演技！

「はい、どうもありがとう」

　そこで、早々にセリフ読みを終わらせる音おん響きよう監かん督とく。二、三セリフ聞いただけで実力を見み抜ぬいてしまうとはさすが業界人！　と言いたいところだが、これは素人しろうとが聞いても明らかである。

　だけどすぴかちゃん、よく頑がん張ばった！　頑がん張ばったよ、きみは！

「うーん、びっくりするくらい胡桃くるみすぴかの声は完かん璧ぺきに作れてはいるんだけど、演技のほうがもう少しって感じかな。でも声質は良いから、ちゃんと養成所に通って演技の勉強をして……」

　録音ブースから出てきたすぴかちゃんに、音おん響きよう監かん督とくがいろいろとアドバイスを与あたえる。

　それを聞きながら、思わずりゆさんも苦笑いで、すぴかちゃんの頭を撫なでていた。

　確かに胡桃くるみすぴかの声は完かん璧ぺきに作れていた。そう、本人だからな！

「が、頑がん張ばろうね、すぴ……じゃなくて、すーちゃん」

　りゆさんは聖母のような優やさしさですぴかちゃんを励はげましたあと彼かの女じよを俺おれに預けると、後半の準備に取とり掛かかった。そして、俺おれに連れられてスタジオの椅い子すにちょこんっと腰こしを下ろしたすぴかちゃんは、しかしどこか不服そうに「ぷぅ……」と頰ほおをふくらませていた。

「緊きん張ちようしちゃったからね、しょうがないね」

「すぴ、本人なのに」

　そのあと、おもむろに変装道具を取ろうとするすぴかちゃんを、俺おれは必死に止めた。

　こうしてすぴかちゃんの声優デビューはおあずけとなり、りゆさんたちの収録が再開する。

　そして数時間後。ようやく収録が終わり、何事もなく無事に終わったことに安あん堵どした俺おれは、すっかり眠ねむっていたすぴかちゃんを起こし、二人で音おん響きよう監かん督とくのもとへお礼を言いに行く。

「今日は見学させていただき、ありがとうございました」

　しっかりとおじぎをし、こんな素す晴ばらしい体験を許可してくれた相手に感謝を示す。

　しかしそのときだった。それまであまりしゃべらないようにしていたすぴかちゃんは、感謝の気持ちを身み振ぶりで示そうとしたのか、ありあまる元気をいっぱいに出し、勢いよく頭を下げてしまう。すると頭を下げすぎたのか、彼かの女じよの頭から帽ぼう子しとウィッグ、眼鏡までもがするりとずり落ち、ここまで隠かくし通してきたピンク色の髪かみと素す顔がおが露あらわになってしまった。

「ふぇ……？」

　瞬しゆん間かん、きつねにつままれたように、その場にいた全員がすぴかちゃんを見て固まった。

　おまけにやばいことに、さっきマスクを取ったあと、またつけるのを忘れていたから大変だ。

「……す、すぴかちゃん？」

　驚おどろいた様子で誰だれかが彼かの女じよの名を口にする。

「あ、あははははははは」

　途と端たん、誤ご魔ま化かすように笑い、りゆさんが帽ぼう子しとウィッグを被かぶせ直し、俺おれも眼鏡とマスクを装着させた。

「そ、それじゃあ、お先に失礼しますー……お、お疲つかれさまでしたぁ！」

　そして俺おれたちはすぴかちゃんを抱かかえると、逃にげるようにその場を後にした。

「り、りゆさん、大だい丈じよう夫ぶなんですか」

　スタジオを飛び出し、少し離はなれた場所まで走りながら、焦あせり気味に訊きくと、

「ま、まぁうまく誤ご魔ま化かしておくから、へーきへーき」

　と、りゆさんも焦あせったように言った。




「……兄さん、ちょっと」

　あれから、約束通り俺おれは、りゆさんを家に連れて来た。

　そして案の定、新しい女の子を家に連れて来た俺おれは、零れ音いんに袖そでを引かれ、廊ろう下かまで連れて来られると、疲つかれ切きった様子で言われる。

「誰だれですか、あの人は」

「えっと、すぴかちゃんの声を担当した声優の桜さくら之の宮みやりゆさんです」

　零れ音いんが俺おれのおでこに自分の手を当てる。どうやら熱があるとでも思っているようだ。

「零れ音いん、熱はないぞ」

「違ちがいます。ちゃんと脳みそ入ってるのか確かく認にんしただけです」

　ひでえ言われようだ。

　しかし冗じよう談だんもほどほどに、零れ音いんはため息を吐つくと続けた。

「本当に、どうしてしまったんですか、兄さん……」

　ひどく悲しげな声に、なんでか俺おれまで悲しくなる。

「急に女の子を連れて来たと思ったら、一人はコスプレなりきり少女で、そして今度は声優の桜さくら之の宮みやりゆさんのなりきり少女さんですか……兄さん、確かに三次元の彼かの女じよを作ったらどうかと言ったのは私です。だけど、いっぺんに二人も連れて来るなんて非常識すぎます……っ！　それにネットの世界で活動している身として言わせてもらいますけどね、ネットを通じて出会う女の子なんて九割メンヘラなんですよ！　しかもその中でもアニメ大好きな女の子なんてメンヘラの権ごん化げみたいなものなんです！　ましてやコスプレと声真似まねですか？　そんなの、ああもう、メンヘラ純度１００％じゃないですか！　役やく満まんですよ役やく満まん！　メンヘラパーフェクトですよ！」

「れ、零れ音いん、落ち着け」

　ブーメランが脳天に突つき刺ささっているぞ！

「本当に、本当に、どうしちゃったんですか兄さん……私のせいですか？　私が三次元と向き合えって言ったから、自じ暴ぼう自じ棄きになってしまったんですか？　うっ、うっ……ごめんなさい、兄さん、私、なんでもしますから、いつもの二次元大好きな兄さんに戻もどってください」

　頭のカチューシャリボンが萎しおれ、ぽろぽろと涙なみだをこぼし始める零れ音いん。

「八や雲くもくーん……って、あれ、もしかしてお取とり込こみ中だった？」

　そしてタイミング悪く、りゆさんがひょこっと顔を覗のぞかせる。

「れ、零れ音いん！」

　それから続いて顔を覗のぞかせたすぴかちゃんが慌あわてて零れ音いんに駆かけ寄よった。

「どうしたの、零れ音いん。八や雲くもくんに何かされたの？　八や雲くもくん、零れ音いんに何したの！」

　じろっと睨にらまれる俺おれ。

「いや……」

「八や雲くもくん、妹さんを泣かせたらめっでしょ。八や雲くもくん自分で言ってたじゃない。ここは現実なんだぞ。妹さんに手出して許されるアニメの世界じゃないんだからねっ」

「いや、あの……」

「零れ音いん、いこ」

「よし、零れ音いんちゃん、私たちと一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入って涙なみだを流しちゃお」

「うっ、うっ……ぐす……はい……」

　二人に連れられ、零れ音いんがお風ふ呂ろ場ばへと消えていく。

「ど、どうしてこうなった」

　俺おれはその場でひとりつぶやいたあと、二階の自室へと戻もどった。

　そして自宅の風ふ呂ろで、想おもい人の二次元美少女と、人気女性声優、そして血の繫つながっていない妹が生まれたままの姿で一いつ緒しよにいる光景を想像し、いよいよ意味がわからなくなった。きっと世界中、いや宇宙を探しても、これほどまでにいろいろな要素を詰つめ込こんだ美少女濃のう度どが高い場所は見つからない。危険地帯だ。俺おれなんかが侵しん入にゆうしたら一いつ瞬しゆんで消し飛ばされるだろう。そんな場所が、自宅の風ふ呂ろ場ばにあるなんて……。

　気がつくと俺おれは風ふ呂ろがある洗面所の前までやって来ていた。あぁ、わかっている。俺おれが行かねば誰だれが行く！　だ。それに感じるのだ。こういう展開がきっと求められているのだと、世界中から伝わってくるのだ。だから俺おれはその期待に応えてやるぜ。

　さあ、行くぜ俺おれの中の野や郎ろう共ども！　これがお待ちかねの、美少女たちのサービスカットだァ！

「……あ、あれ？」

　内側から何かでつっかえてあり、洗面所のドアが開かない。

「…………」

　で、ですよね。現実はそう甘あまくありませんよね！　あーくそだなー！　三次元ほんとくそ！

　俺おれは沸わき上あがるブーイングの嵐あらしの中、諦あきらめて部屋に帰ると、大人しくすぴかちゃんを帰す方法を調べながら、何か良い発想が見つかるかもしれないと、試ためしにネットの掲けい示じ板ばんに書かき込こんだ。

『二次元の女の子が現実世界にやって来たんだが、どうやって帰したら良いのかわからない』

　しかし案の定、返って来たのは『まーた妄もう想そうでスレ立てか』『二次元ユーチューバーにして金かね儲もうけ』『二次元の女の子なら俺おれの隣となりにもいるが？』『俺おれの嫁よめは画面から出てきてくれない』『ラノベ書け』というものばかりで良い回答なんて得られず、踏ふんだり蹴けったりだ。だが無理もない。俺おれだって何も知らずにそんな書かき込こみを見たら、行き過ぎた妄もう想そうオタクの虚きよ言げんだとこき下ろすだろう。

「くそう……月つき夜よ姉さんの『ユートピア・イヴ』が実現したらどうせ手のひら返すくせに」

　しかし、それを実現させるわけにはいかない。もどかしいが、彼かれらが俺おれの言っていることが本当だったとわかる日は来ないだろう。

「はあ、良いお湯だったぁ」

　するとそのとき、部屋のドアが開くとアイスキャンディーをくわえたりゆさんとすぴかちゃんが入って来た。ふわっと部屋に広がるシャンプーの匂におい。見ればりゆさんは姉のパジャマを、すぴかちゃんは零れ音いんのパジャマを着ている。

「……りゆさん、あの、どうしてパジャマなんて着ているのでしょうか」

　そんな泊とまる気満々の彼かの女じよの姿に、俺おれはそんなことを訊きかざるを得なかった。

「明日お休みだし、すぴかちゃんと一いつ緒しよにいたいし、桜さくら之の宮みやりゆ、お泊とまりしちゃいまーす！」

「はあ、そうですか。で、それで何で俺おれの部屋に来るんですかね」

「それはねえ」

　りゆさんが学生鞄かばんから萌もえ葱ぎ色いろの台本を取り出した。

「男役を八や雲くもくんにお願いしようと思って」

　見ればそれは、アニメの台本だった。

「あはは、りゆさん、台本にも名前書いてるんですね」

「ぶっぶー、台本にはちゃんと名前書かないといけないんですー」

「そ、そうなんですか。で、でも良いんですか。こういうのって守秘義務とかあるんじゃ」

「かまわんかまわん。写真撮とってネットに上げられたり書かき込こまれたりしない限りかまわん」

　言いながら、俺おれが台本を受け取りぱらぱらとめくっていると、りゆさんがＰＣをいじる。

「八や雲くもくんは私たちがお風ふ呂ろに入っている間、一人で何を調べていたのかなー、んー、どれどれ……二次元、帰き還かん、ワームホール……もしかしてすぴかちゃんを帰す方法を調べてたの？」

「そ、そうですけど、か、勝手に見ないでくださいよ」

　りゆさんに台本を押おし返かえし、恥はずかしくなった俺おれは慌あわてて言った。

「八や雲くもくん……すぴのために……？」

　ふり返ると、すぴかちゃんが俺おれを見ていた。

「いや、その……」

　途と端たんに照てれ臭くさくなり、言いい淀よどむ。しかしそのとき、俺おれの視界に、髪かみを上げているすぴかちゃんの、白くて綺き麗れいな首筋が入って来た。そしてうっすらとうぶ毛が見えるうなじに、俺おれの視線が釘くぎ付づけになる。

「う、うなじ……」

「うなじ？」

「すぴかちゃんのうなじ、くんかくんかしたい」

「こ、来ないで！　八や雲くもくんのばか！　へんたい！」

　それから俺おれは、突とつ然ぜん入って来た零れ音いんのドロップキックを喰くらい沈ちん黙もくしたあと、りゆさんがメインヒロインを務めるアニメの主人公役として、すぴかちゃんと三人でセリフの練習に付き合った。面と向かって見る声優さんの生の演技はやはり迫はく力りよくがあり、何度見ても良いものだった。





２






「兄さん、このままだと社会復帰できなくなりますよ」

　突とつ然ぜん、リビングでお茶を飲んでいたところ、二階から下りてきた零れ音いんが俺おれの姿を見るなり、深刻そうな顔でそんなことを言った。

「な、なんだよ……俺おれは」

「違ちがいます。兄さんのことじゃありません。あの子のことです」

「すぴかちゃん？」

　零れ音いんが黙だまって頷うなずいた。

「兄さん、あの子いったい何者なんですか……一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ってもウィッグじゃありませんし、地毛にしては本当にきれいなピンク色をしていますし、すぴかちゃんになりきったまま一いつ切さい素の自分を見せない……はっきり言って、あれはもうすぴかちゃん本人です」

　いや、本人なんだが。

「どうするんですか、兄さん！　このままじゃ、あの子、本当に自分がすぴかちゃんだと思おもい込こんでまともな社会生活が送れなくなりますよ！」

「どうするって言われても……」

　本人だしなぁ……。

「兄さん、協力してください。まだあの子も十代ですし、修正はいくらでも利きます！」

　すぴかちゃんのためを思って、そんなことを必死に訴うつたえてくる零れ音いん。しかし「今すぐ精神科に……」などと恐おそろしいことを言い始めたので、俺おれは正直に本当のことを話した。

「零れ音いん、実はな、あの子はなりきりコスプレ少女じゃなくて、本物のすぴかちゃんなんだ」

　それを聞き、驚おどろいた、というより呆気あつけに取とられた様子の零れ音いんは悲しげな表情で口を押おさえる。

「に、兄さんまで……っ！　あの子を洗脳して、このまますぴかちゃんとして生きさせるつもりですか！」

「いや、違ちがうって、本物なんだよ」

　それから俺おれは数分間、彼かの女じよの説得を試みる。

「……でも、もし本物だとして、ちょっと地味じゃないですか。信じられません」

　すぴかちゃんが本物のすぴかちゃんであると言って折れない俺おれの態度に、ようやく零れ音いんも信じようとしてくれてはいたが、それでもやはり信じられずに疑問をぶつけてくる。

「どうしたものか」

「零れ音いん、どうしたの？」

　そのとき、零れ音いんの部屋で一人待っていたすぴかちゃんが彼かの女じよの帰りが遅おそいことに一階へ来る。

　俺おれはそんなすぴかちゃんに、零れ音いんがすぴかちゃんのことをなりきりコスプレ少女だと思おもい込こんでいることを話した。

「──そういうわけなので、なにかすぴかちゃんが本物だってことをわからせる方法ないか？　このままだとすぴかちゃんの人格が改変される恐おそれがある」

「えー、でも、すぴはすぴだよ！　本物だもん！」

　ぷー、と唇くちびるを尖とがらせるすぴかちゃん。この可愛かわいさで彼かの女じよが本物であることがわからないのか！

「行きましょう、精神科。あなたの本当の名前を思い出させてあげます」

「うぅ～！　すぴはすぴだよっ！　じゃあ、これはどう？　いくよ……すぴすぴビーム☆」

　…………。リビングに広がる沈ちん黙もく。

「兄さん、近くの精神科に電話して予約してください」

「零れ音いん、待ってくれ、彼かの女じよは本物なんだ！」

「すぴ☆きらっ」

「も、もしかしてやっぱり兄さんがすぴかちゃんを現実のものにしようと、こんな幼いたい気けな子を洗脳したんじゃないですか！」

「違ちがうって！」

「すぴ☆すぴんっ！　くるくるくるくる目が回る～」

「信じてくれ、零れ音いん。今は、その……なんかただの痛い子にしか見えないけど、これには事情があって、本当に彼かの女じよは胡桃くるみすぴかちゃんなんだよ！」

「そ、そうだよ。すぴは、すぴなんだよぉーぉおお～おおおぉ[image: ～][image: ～]！」

「信じてくれ、零れ音いん！」

　くるくる回るすぴかちゃんと俺おれの必死の訴うつたえに、ようやく零れ音いんが足を止める。

　それから何か考えるようなそぶりを見せたあと、おもむろにどこかへ電話をかけ始めた。

「……はい、ええ……えっ!?　じゃあ、本当に……」

　電話をしながら、零れ音いんがすぴかちゃんを驚おどろいた様子で見つめる。

「え？　そうです、家です。一いつ緒しよにいますよ。……はい、そうですか、わかりました」

　電話を終え、受話器を置いた零れ音いんがこちらへとふり返る。

「零れ音いん、今、誰だれに電話していたんだ……？」

「月つき夜よお姉さんです」

「マ、マジかよ」

「いやー、私、今までずっと私が言ったことに兄さんがおかしくなってネットで出会った子を家に連れて来たと思おもい込こんでたんですけれど、よくよく考えてみると、そういえば兄さん、誕生日にお姉さんの会社から帰って来てから様子がおかしかったなぁ、と思い出しまして、それでお姉さんに電話をかけて訊きいてみたらビンゴですよ！　零れ音いん探たん偵ていの名推理です！　それにしても、まさかそんな事情があったなんて……でも喜んでください。これで私、すぴかちゃんが本物だって信じますよ！　疑ってすいませんでした！」

　晴れやかな顔で饒じよう舌ぜつに話す零れ音いんに、俺おれは答えがわかりつつも、恐おそる恐おそる尋たずねた。

「そ、そうか、それはよかった。それで零れ音いん、まさかとは思うが、月つき夜よ姉さんに俺おれたちの居場所、言ってないよな？」

「へ？　どうしてですか？　言いましたよ」

　やっぱりそうだよな。〝家です。一いつ緒しよにいますよ〟とか思いっきり言ってたもんな。

　くそう、せっかくのメール偽ぎ装そう工作が台無しだぜ！

「で、姉さんは何て？」

「家に来るそうです」

　久しぶりに月つき夜よお姉さんが帰ってきますよ、兄さん！　と満面の笑えみの零れ音いん。

　そんな零れ音いんに、俺おれはなぜすぴかちゃんを家に連れて来たのかということを手早く話した。

「そ、それならそうと早く言ってくださいよ！」

「言っても信じなかっただろ！」

「どど、どうするんですか、月つき夜よお姉さん来ちゃいますよ！」

　事の重大さを理解した零れ音いんが大おお慌あわてでそんなことを言った直後、家の前に車が停とまる。

「はええな、おい！」

「と、とにかく私が何とかしますから、兄さんはすぴかちゃんを連れて逃にげてください！」

「わかった、行こうすぴかちゃん！」

　俺おれはすぴかちゃんに言うと、彼かの女じよを連れて裏口から逃にげようとキッチンへ向かった。

　しかし見れば裏口にはすでに研究員らしき人物がスタンバイしている。

　どうやらこの家は完全に包囲されてしまっているらしい。

「ダ、ダメだ。外に出たら捕つかまる」

　リビングに戻もどって零れ音いんに言うと、零れ音いんは「どどどどうしたら……」といつになくテンパった様子を見せ、それからパッと何か閃ひらめいたような顔をし、俺おれに言った。

「私に、良い案があります」




「はーい、今でまーす」

　インターホンが鳴り、零れ音いんがドアを開ける。

　それから一言、二言、零れ音いんと姉さんの会話が聞こえたあと、二人がリビングへとやって来た。

「あら、八や雲くも、いたのね？」

　てっきり逃にげていると思ったのだろう。俺おれの姿を見ると、意外といった様子で、姉さんは驚おどろいた顔を見せた。そんな姉さんに、俺おれは朗ほがらかに微笑ほほえみかけた。

「やあ、姉さん、久しぶり。……ほら、すぴかちゃん、姉さんだよ、ご挨あい拶さつして」

　そして俺おれは抱だいていたすぴかちゃん人形（零れ音いん自作の八や雲くも人形にピンク色のウィッグを被かぶせたもの）の手を振ふり、「コンニチハ、ツキヨサン」と裏声で姉さんに挨あい拶さつさせた。

「それで、すぴかちゃんはどこなの、零れ音いん？　一いつ緒しよにいるんでしょ？」

　しかし姉さんはそんな俺おれには何のリアクションも見せず、零れ音いんに尋たずねた。

「え、すぴかちゃんですか？　すぴかちゃんならそこに」

　零れ音いんは何とか平静を装よそおいながら、俺おれの抱かかえているすぴかちゃん人形を指さす。

　キッと鋭するどい目つきを向けて来る姉さんに、俺おれはササッとすぴかちゃん人形を庇かばった。

「す、すぴかちゃんは渡わたさない！　俺おれの、俺おれのものだ！」

　再び零れ音いんに視線を戻もどす姉さん。

「本物のすぴかちゃんよ、零れ音いん。いるのでしょう、この家に」

「本物？　何のことですか？」

「さっき電話で話したでしょう、零れ音いん。あなたも驚おどろいていたじゃない」

「あ、あれは兄さんの話が本当だったって言うことに驚おどろいただけで……」

「八や雲くもの話？　どういうことなの、零れ音いん？」
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「いや、実は三日前に兄さんが帰って来てからずっとあんな感じで、最初は見えない誰だれかに話しかけてたんです。『すぴかちゃん』って。それで私、いったい何があったのか訊きいたら……」

　そこで零れ音いんは先ほど急きゆう遽きよ作り上げた『おかしくなった私の兄さん』というシナリオを語る。

　内容はこうだ。あの日、月つき夜よ姉さんに反発してすぴかちゃんを会社から連れ出した俺おれはさながら悪の城からお姫ひめ様さまを救い出した騎き士し様さまになりきっていた。しかしその後、街へ出て安全が確保されるなり、騎き士し様さまは助けた姫ひめに思いっきり股こ間かんを蹴けり上げられ姫ひめに逃にげられてしまう。

　そして心の痛みと股こ間かんの痛みにより茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった俺おれは家に帰ると、ショックのあまり見えないすぴかちゃんに延々と話しかけていた。その不気味さと居たたまれなさから俺おれから事情を聞き出した零れ音いんは、俺おれにすぴかちゃん人形をプレゼントする。するとどうだろうか。俺おれはそのすぴかちゃん人形を本物の彼かの女じよだと思おもい込こみ、なんと症しよう状じようが悪化してしまったのだ！

「それで、お姉さんに電話したんです。最初はすぴかちゃんが好きすぎて本当に頭がおかしくなっちゃっただけなのかなって思ってたんですが、お姉さんの話で兄さんの虚きよ言げんが真実だと裏付けられまして……」

「じゃあ、本当にすぴかちゃんに逃にげられたって言うの、八や雲くも？」

　姉さんが俺おれに尋たずねる。そんな彼かの女じよに俺おれは言った。

「はは、何を言ってるんだい姉さん。すぴかちゃんならここにいるじゃないか。戻もどって来きてくれたんだよ、姉さん。すぴかちゃんは俺おれのところへ戻もどってきてくれたんだよ」

　零れ音いんのシナリオ通り、おかしくなった私の兄さんを演じる俺おれ。

　すると姉さんは少し疑いつつも困ったように秘書のももさんを呼んだ。

「もも、一応、この家の中を捜そう索さくしてから帰りましょう」

　その言葉に、とうとう本番だ、と俺おれと零れ音いんに緊きん張ちようが走る。二人で目配せをした。

　それから姉さんは秘書のももさんと共に一階をくまなく探したあと、二階の俺おれの部屋を入念に探し、それが終わると零れ音いんに言った。

「零れ音いん、あなたの部屋も探すけど、良いわよね？」

「えっ、は、はい……でも、お人形さんが傷いたんでしまうので、動かさないようにお願いします」

　零れ音いんが控ひかえ目めに言って、姉さんとももさん、それから俺おれと零れ音いんが彼かの女じよの部屋へと入る。

　久しぶりに入る零れ音いんの部屋は、昔の頃ころのまま──いや、それ以上に──人形でいっぱいに埋うめ尽つくされている。部屋の中は甘あまったるい零れ音いんの匂においでいっぱいに満たされていた。

「もも、零れ音いんの大切な人形なのだから、壊こわしちゃだめよ？」

「はい、月つき夜よさん」

　零れ音いんの部屋にはフィギュアからぬいぐるみ、ドール、そして等身大の人形までもが所ところ狭せましと並んでおり、姉さんの言葉に頷うなずいたももさんが、物もの珍めずらしそうに零れ音いんの部屋に飾かざられた人形たちをじっと眺ながめていく。

　そしてついに、とある大きな姉し妹まいドールの前にももさんが向かった。

「月つき夜よさん、ちょっと、これ見てください」

　その言葉が出た瞬しゆん間かん、俺おれと零れ音いんの心臓が心しん拍ぱく数すうを一気に上げた。やはり、ダメか……。

　ももさんに呼ばれた姉さんがそのドールの前に行き、じっと見つめる。

　心なしか、姉さんに見つめられたドールも焦あせったような雰ふん囲い気きに見えた。

「この子、すごくよく出来てますよ。実は私、子どもの頃ころこういうお人形さんがすごく欲ほしかったんです。だけど高いから買ってもらえなくて……零れ音いんさんのお部屋、夢の国みたいですね」

「そうなの、もも？　それなら今度、買ってあげるわよ？」

「ほ、本当ですか!?　月つき夜よさん、私嬉うれしいです。月つき夜よさん、大好き！」

　ももさんが感激したように姉さんに抱だきつく。その親密な様子に俺おれは思わず戸と惑まどった。

　えっ、なんだ、姉さんとももさんって、そういう関係なの？

「そ、そういうことなら、ももさん、このお人形さんあげますよ！」

　そして零れ音いんが動き、じっとドールを見つめている姉さんの気を逸そらそうと、姉さんが見つめていたドールの隣となりに並んだドールを抱だき上あげた。瞬しゆん間かん、そのドールにくたっと寄より掛かかっていた、姉さんが見つめていたドールがこてんっと倒たおれ、他のドールに埋うもれ、見えなくなる。

「いえいえ、そんなのダメですよ。姉し妹まいドールですし、離はなればなれにしたらかわいそうです」

　ももさんが丁てい重ちように断ことわると、そこでようやく姉さんが立ち上がった。

「そうよ、零れ音いん。ももには私が買ってあげるから、大だい丈じよう夫ぶなのよ」

「そ、そうですか」

　零れ音いんがほっとしたように言って、抱だき上あげたドールをまた元の位置に戻もどす。

「本当に家にはいないみたいね。一いつ旦たん帰りましょう、もも」

　家にすぴかちゃんの姿がないことを確かく認にんすると、姉さんはももさんを連れて玄げん関かんへ向かった。

　その帰かえり際ぎわ、玄げん関かんから姉さんと零れ音いんの会話が聞こえてくる。

「それより、零れ音いん。私、八や雲くもを今から精神科へ連れて行こうと思ってるのだけど……」

「に、兄さんを今からですか？　だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、そんなことをしなくても！　兄さん普ふ段だんからあんな感じですし！　ほんのちょっとネジが外れてるだけですから！　それよりほら、月つき夜よお姉さんはお仕事がありますし、ももさんも待ってますよ、早く行かないとですよ！」

「でも……」

「兄さんのことは私に任せてください。これでもずっと兄さんと暮らしてるんです！」

「……そうね、わかったわ。じゃあ頼たのんだわね、零れ音いん。何かあったら電話してちょうだい」

　玄げん関かんの扉とびらが閉まり、車が遠ざかって行く。

「兄さん、お姉さん、帰りましたよ」

　そして、その言葉に俺おれと零れ音いん、それから一体のドールが大きな安あん堵どのため息を吐ついた。

「わ、私すっごくドキドキしました」

　零れ音いんが胸に手を当てて言うと、先ほど姉さんとももさんが見ていた姉し妹まいドールの片方がおもむろに立ち上がり、泣きそうな声で言った。

「すぴがいちばんドキドキしたよー！」

「ももさんがすぴかちゃんの前で姉さんを呼んだとき、心臓が止まるかと思ったな」

「すぴの心臓は止まってたよー！」

「でも本当にすぴかちゃん、お人形さんみたいで素す敵てきです」

　金きん髪ぱつのウィッグを被かぶり、一体のドールと姉し妹まいドールとして扮ふんしていたすぴかちゃんに零れ音いんがうっとりしながら言う。三次元離ばなれしたきれいな顔立ちと、お人形さんのような見た目のすぴかちゃんが人形に紛まぎれたら本当にわからなくなる。おまけに姉し妹まいドールとして寄より添そえば、これ以上ないほどの偽ぎ装そうが完成した。

「でも成功して良かった！　零れ音いんの作戦大成功！」

　あのときリビングで追おい詰つめられた零れ音いんが思いついたことは、すぴかちゃんをドールに見せかけようというものだった。お人形で埋うめ尽つくされた部屋に紛まぎれ込こませればばれない。そしてそれはとても彼かの女じよらしい、いや、彼かの女じよにしかできない地の利を生かした発想のものだった。

「すぴかちゃんが美少女だから成功した作戦です。とても素す晴ばらしかったです！」

　すぴかちゃんと零れ音いんが健けん闘とうを褒ほめ称たたえ合う。そこで俺おれも、羨うらやましくて口を開いた。

「お、俺おれの演技はどうだったよ。なかなか上手うまかったと思うんだが」

　すると、零れ音いんがふり返って言う。

「えっ、特に感想は……上手うまかったも何も、いつもの兄さんだなぁ、という感情しか」

「えっ」

　マジか。俺おれっていつもあんな感じなのか。さすがに噓うそだろ……？

「それよりどうするんですか、これから」

　零れ音いんに言われ、俺おれは悲しみを抱かかえたまま考える。このまま家にいても、また今日のように姉さんが来たとき上手うまく誤ご魔ま化かせるかどうかわからない。というかこのまま家にいれば俺おれが精神科へ連れて行かれるため、どちらにせよ姉さんの手の届かないところに行くしかない。

　そうして俺おれが考えあぐねているそのとき、家のインターホンが鳴った。心臓が凍こおりつく。

「ね、姉さんが戻もどってきたのか!?」

「すぴかちゃん、またお人形さんになって、隠かくれてください！」

「あわ、あわわわわ」

　すぴかちゃんは先ほどと同じように、再び姉し妹まいドールに扮ふんし、俺おれはすぴかちゃん人形を抱かかえ演技モードに入り（……演技になっているのか自信がなくなってきた）、零れ音いんは俺おれを連れて玄げん関かんへと向かった。そして扉とびらを開けると、そこには──。

「やほやほー！　またまた来ちゃいましたー！　りゆちゃんでーす！」

　無む駄だにテンションの高いりゆさんの姿が……。

「マジで空気読んでくれ……」
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　疲つかれたように肩かたを落とす俺おれと零れ音いんの姿に、りゆさんは困こん惑わくした様子で言った。

「え、ど、どうしたの、二人とも……八や雲くもくん、その人形なに？」

　それから俺おれはついさっきまで繰くり広ひろげられていた出来事をのんきなりゆさんに話す。

　りゆさんは「はえー、大変だったねえ」と、またしても気の抜ぬけたリアクションを取った。

「じゃあ行く場所、まだ決まってないんだ」

「はい」

　そして、身を隠かくす場所について考えていることを話すと、りゆさんは嬉うれしそうに言った。

「それじゃあ、良い場所知ってるよ。あっ、でも八や雲くもくんに手を貸したら月つき夜よさんの圧力で私、業界干されちゃうかも……っ！」

　会社から脱だつ出しゆつするとき、りゆさんが助けてくれたことは姉さんにはばれてない。俺おれの家に来たことだって、言い訳を考えればいくらでも思いつく。

　しかしここで一いつ緒しよに逃にげて、それがばれた場合、りゆさんは本当の共犯者となる。

「いいですよ、無理に俺おれたちに手を貸さなくても」

「ううん、協力させて。というかしたいの。だからその代わり……」

「その代わり？」

「もし業界干されちゃったら、そのときは八や雲くもくんが面めん倒どう見てね？」

「面めん倒どうって……」

「そりゃもちろん、八や雲くもくんがぁ、私にぃ、サービスサービスぅ♪」

　意味わからん。

「まぁ、もしそうなったら考えてみます」

「あっ、これ絶対にしないやつだ」

　それから俺おれは零れ音いんに別れを告げると、すぴかちゃんを連れてりゆさんと一いつ緒しよに家を出た。

　ふり返ると、八や雲くも人形を抱かかえた零れ音いんが、小さくこちらに手を振ふっていた。
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　その家は、静かな海辺にひっそりと佇たたずんでいた。

　りゆさんがインターホンを鳴らし「やっほ、りゆだよん」と軽い挨あい拶さつをすると、見上げるほどの大きな、真っ白なデザイン住宅のドアが開く。

　りゆさんが門もん扉ぴを開け、俺おれたちを中に促うながす。そしてドアが開いたその刹せつ那な、先頭に立っていた俺おれは突とつ然ぜんスマホのカメラで写真を撮とられた。

「りゆの驚おどろき顔ゲット！　……って、あれ？　りゆじゃないじゃん。きみ、だれ？」

　顔を上げると、そこには薄うすい褐かつ色しよくの肌はだの、チュッパチャップスをくわえたクリーム色の髪かみの長い美人が残念そうな表情で俺おれを見ていた。

「やっほ、ろこ、元気？」

　そのとき、俺おれの後ろからひょこっと顔を出して、その美人にりゆさんが話しかける。

「りゆキタ！　レア！」

　りゆさんの姿を確かく認にんするなり、美人はスマホのカメラで彼かの女じよをカシャカシャ撮さつ影えいする。

　りゆさんに「ろこ」と呼ばれたその人物を見て、すぴかちゃんが俺おれの袖そでを引っ張った。

「ねえねえねえねえ、八や雲くもくん八や雲くもくん、ろこって、もしかして……」

　すぴかちゃんに耳元で囁ささやかれ、俺おれも頷うなずく。「ろこ」という名前を、俺おれも彼かの女じよも知っていた。

「りゆ、この子たちが電話で言ってた子？」

「そうそう」

　どうやらりゆさんはここへ来る前、事前に電話で話してくれていたようで、紹しよう介かいと言わんばかりに俺おれとすぴかちゃんを前に出した。「ろこ」と呼ばれた美人なその女性は、りゆさんから俺おれ、それからすぴかちゃんへと順番に視線を移していく。

　そしてすぴかちゃんに目が行ったとき、「ふぇっ!?」という謎なぞの声が彼かの女じよから飛び出した。

「びっくりしちゃった？」

　期待通りの反応に、いたずらっこのような表情のりゆさんがワクワクした様子で尋たずねる。

「す、すぴ子……マ、マジ？　な、なんで!?」

　スマホを下ろし、混乱しているろこさんに、りゆさんが俺おれの両りよう肩かたに手を置いた。

「その疑問、なんと、この男の子が全部説明してくれます！」

「お、俺おれですか」

　目の前の人物に見つめられ、俺おれは緊きん張ちようした。だってこの方は、そう『世せ界かい滅めつ亡ぼうの攻こう略りやく法ほう』の作者・雨あめ兎うさぎろこさんなのだ。声優さんのときと同じで、イメージを崩くずさないよう今まで原作者さんのすべてを調べようとはして来なかったが、まさかこんなにきれいな人だったとは……。

「じゃあ八や雲くもくん、よろしく」

　ウィンクをして、りゆさんが俺おれに説明を丸投げする。まぁ俺おれが原因でもあるので仕方ない。

「えっと、初めまして、舞まい坂さか八や雲くもと申します」

　それから俺おれは自じ己こ紹しよう介かいをして、雨あめ兎うさぎ邸ていへ招き入れられたあと、これまでの経けい緯いを簡潔にまとめ、ろこさんへ事の成り行きを話した。ろこさんは俺おれの話を聞いている間ちょくちょく〝こいつ、頭大だい丈じよう夫ぶか？〟とりゆさんに無言で視線を投げつけ、そんな彼かの女じよにりゆさんは〝うんうんっ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　彼かれの話は本当だよ！〟といった具合に力いっぱい頷うなずいてくれていた。

「……にゃるほど」

　りゆさんが頷うなずくなら本当なのだろう、と俺おれの話に納なつ得とくしてくれるろこさん。

　そして話が終わると、彼かの女じよは勝手に自分のキャラクターをこっちの世界に連れてきただけでなく、著作権を無視して商売を始めようとしたその話に、しかし怒いかりを覚えるでもなく、目を伏ふせ、悲しげな顔をした。

「それでね、すぴかちゃんを守るためにこの若き騎士ナイト八や雲くもくんが連れ出したってわけなんだけど、少しの間、身を隠かくす場所を探してて……」

「うむ、そういうことなら構わないよ」

　りゆさんがすべてを言う前に、ろこさんはそう口にして、俺おれたちを見み渡わたした。

「好きなだけうちに泊とまって行けばいいよ。歓かん迎げいするから」

「でも、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　何か言いたそうなりゆさんの言葉に、ろこさんは微笑ほほえんだ。

「ろこ大好きっ！」

　俺おれが頭を下げ、りゆさんがろこさんに抱だきつく。しかし隣となりのすぴかちゃんはというと、彼かの女じよはどうしたらいいのかわからない様子で、きゅっと俺おれの服の裾すそを心細そうにつまんでいた。

「すぴ子……」

　そんな彼かの女じよに俺おれが話しかけようとすると、しかし先にろこさんが口を開いた。

「な、なんですか……」

　緊きん張ちようからか身構えるすぴかちゃん。服の裾すそがぐいっと引っ張られた。

「この世界は、怖こわくない？」

　途と端たん、そのろこさんの言葉を聞いたすぴかちゃんの緊きん張ちようがふっと解けるのがわかった。

「怖こわくない。だって、りゆも、それにへんたいだけど八や雲くもくんもいるから、すぴは平気」

　それを聞くと、ろこさんは優やさしそうな目で彼かの女じよを見つめ、俺おれに向かって言った。

「この子を大切にしてくれて、ありがとね」

　ろこさんの言葉に照てれ臭くさくなる。家は外観と同じく、室内も真っ白だった。

　そんな家の中では、ろこさんの薄うすい褐かつ色しよく肌はだがよく映はえた。

「それにしても、ふーん……きみが、騎士ナイト様ねぇ」

　ソファから立ち上がると、俺おれの前に来て、じろじろとこちらを舐なめ回まわすように眺ながめてくるろこさん。彼かの女じよは短パンと薄うすいＴシャツのみの、ひどくラフな格好をしており、目のやり場に困った。

「こんな根暗そうな男の子が騎士ナイト様ねぇ……」

　言いながら、今度は俺おれの前まえ髪がみを上げる。するとろこさんは少々驚おどろいたように目を丸くした。

「ありゃ、なんだ、かっこいいじゃん」

　すると今度、ろこさんはポケットからチュッパチャップスを取り出した。そしてその包装フィルムを目に見えぬ速さで取ると、すぴかちゃんの目線にしゃがみ、ろこさんが微笑ほほえむ。

「まっ、そういうわけだから、すぴ子、よろしく」

　言って、彼かの女じよはすぽっとすぴかちゃんの口にチュッパチャップスを入れた。

「レアッ！　いやこれはもうスペシャルレアっしょ！」

　そしてチュッパチャップスをくわえたすぴかちゃんをスマホで撮とりまくるろこさん。

　それにしても、さっきからりゆさんやすぴかちゃんを撮とるときに〝レア〟と言っているが、いったいどういう意味なんだろうか。

「ん？　きみも欲ほしいのかな？」

　その様子を俺おれが見ていると、それに気づいたろこさんが立ち上がり、ポケットを探さぐった。

「ありゃりゃ、品切れっぽい。んー、じゃあきみはこれで我が慢まんして」

　そして何をするかと思いきや、彼かの女じよは自分が舐なめていたチュッパチャップスを俺おれの口にすぽっと突つっ込こんだ。それを見ていたすぴかちゃんが「!?」と声にならない声を上げる。

[image: ]

「どよ？　美味おいしいっしょ？　チュッパチャップス（ろこ味）」

　口の中に、ろこさんの生温かく甘あまい唾だ液えきが広がる。その視線に思わずごくりと喉のどを鳴らすと、

「あっ、飲んだ。男の子だねぇ」

　と、ろこさんがニヤついた。……なんなんだ、この人。

「八や雲くもくんのへんたい」

　それを見ていたすぴかちゃんがそっと俺おれから距きよ離りを取った。

「ありゃ、嫌いやだった？　じゃあほら、私の手に出していいよ」

　それからろこさんがティッシュを持ち、両手を広げて言った。

「えっ、あ、はい……」

　別にもう舐なめてしまったものは仕方ないのでそのまま舐なめ続けても良かったのだが、それもまたすぴかちゃんに変態と思われそうなので、素す直なおにろこさんの手に出すことにする。

「じゃ、じゃあ……」

　そう言って、俺おれはチュッパチャップス（ろこ味）を口からろこさんの手に出した。

　しかしそのあと気がつく。……いや、普ふ通つうに棒のところを持って渡わたせば良かったんじゃ、と。

　今した行こう為いについて、何だかとてもいかがわしい感じになった俺おれは、思わず辺りを見回す。

　けれども幸い、彼かの女じよたちにはそういった知識がなかったおかげで事なきを得た。

　しかし視線を感じ、顔を上げる。そこには一人、ニヤつきながら俺おれを見るろこさんがいた。

「いっぱい出たね」

　マジでなんなんだこの人！

「それよりりゆとすぴ子、ちょっとそこに並んでよ」

「え？　……こ、こう？」

「そうそう、で、りゆ、すぴ子の顎あごをくいっと指先で上げて、そっと口を近づけて」

「こ、こう……？」

「そうそう！　そうそうそう！　キタッ！　星５ランクのＳＳＲキターッ！」

　二人に危あやういポーズを取らせると、ろこさんは大興奮でスマホのカメラを連写しまくる。

「ろこ、何やらせるのっ！」

　慌あわてた様子のりゆさん。しかし、なぜかポーズを解こうとはしない。満まん更ざらでもなさそうだぞ！

「題して、『次元を越こえて巡めぐり会あう奇き跡せき』……これは確率０・０２％の超ちよう激げきレアだわ」

　興奮冷めやらぬまま、満足そうに撮とった写真を眺ながめるろこさんに尋たずねる。

「あの、さっきからレアとか言ってますが、どういう意味なんですか……？」

　するとろこさんは「ふふふ、見たい？」と含ふくんだ笑えみを浮うかばせて、俺おれを部屋に連れて行く。

「な、なんですか、これ……」

　ろこさんの部屋に連れて行かれた俺おれは、ＰＣ画面に映し出された画像を見て驚きよう愕がくした。

　そこにはりゆさんを始め、女性声優さんたちやろこさんの個人的な知り合いの美少女たちの写真をソシャゲのカード風に加工した画像群が広がっていた。

「いやー、私さ、仕事の合間にソシャゲやるのにはまってたんだけど、なんかこう確率の低いレア引き当ててもそれを自分以外の人も持ってるって思うと虚むなしくなってね。それでもっとこうオリジナリティのある自分だけのレアが欲ほしくなって、で、作ってみたらこれがもう楽しくて楽しくて」

　言葉通り、ろこさんは心底楽しそうに語りながら、彼かの女じよ特製のカードを見せてくれる。

　枠わく組ぐみを作り、レアリティを表す星を並べ、名前を入れたそれはもうとても本格的な仕上がりで、実際にそのカードを扱あつかうソシャゲが存在していると言われても信じられてしまうほどの手の込こみようだった。これはあれだ、ＳＮＳにアップしたら〝いいね！〟がたくさんもらえるやつだ。

　そんなことを考えていると、ろこさんは先ほど撮とった写真をＰＣに取とり込こみ、慣れた手つきで画像を加工すると、あっという間にすぴかちゃんとりゆさんの星５ランクのＳＳＲを作った。

「へっへっへっへ～」

　それを眺ながめてでれーんとだらしない顔をするろこさん。美人な顔が台無しである。

「これってネットやどこかに上げてるんですか？」

　俺おれが尋たずねると、ろこさんは、とんでもない、と言った様子で答えた。

「これは私個人が楽しむためのものであって、誰だれにもあげるつもりはないよ」

「そ、そうなんですか」

「あれ、もしかして八や雲くも、欲ほしいの？　だったら売ってやろうか？」

「い、いりませんよ！」

　俺おれはそう言ったあと、ＰＣ画面に映るすぴかちゃんの星５ランクＳＳＲを見て訂てい正せいした。

「いや、やっぱりすぴかちゃんのだけ……ください」

「いいよ、ちょっと待ってね、おまけもつけてやるから」

　それからろこさんは最初に撮とった俺おれの画像もカードに加工し、おまけとしてつけてくれた。

　俺おれは自分のレアリティがいったいどれくらいになるだろうかと少々ワクワクしながら見てみる。まぁ、最低でも星３くらいはいくだろう。

「って、星１ノーマルかよ！　俺おれザコじゃねーか！」

「まぁ、しゃーないね。星５ランクくらいの男になれるよう努力しなってことよ」

「ちょっとろこ、八や雲くもくん部屋に連つれ込こんで何してるの……って、何これ!?」

　いきなり部屋に入ってきたりゆさんが、ＰＣ画面を見て大きな声を出す。

「あちゃー、ばれちゃったかー」

「もしかしてりゆさんに内ない緒しよにしてたんですか？」

　訊きくと、ろこさんは頷うなずいた。

「いや、りゆ、これには深い事情があって、だけど私個人で楽しむだけのものだから──」

「ちょうだい！　ろこ、このすぴかちゃんの星５ランクＳＳＲ、ちょうだい！」

「よしきた！　それじゃりゆにもおまけで八や雲くもの星１ノーマルつけちゃうよ！」

「それはいらない！」

　あの、俺おれ、泣いていいですか。




「はー楽しかった。そいじゃ私は明日もあるからお先に寝ねるけど、家の中好きに使っちゃっていいから。くつろいで」

　四人でまったりとお茶をしたあと、ろこさんは手をひらひらさせてリビングから出ようとした。

「ろこ、もしかして明日、大切な用事あったりした？」

　そんな彼かの女じよにりゆさんが不安げに尋たずねると、ろこさんはふり返って言った。

「んー、明日はイベント会場で仕事があるだけだよ」

「あっ、でも、やっぱりいきなり押おしかけちゃまずかったよね……」

　やはり相手の都合も考えず突とつ然ぜん家に来てしまったことにりゆさんが申し訳なさそうにすると、ろこさんはけろっとした様子で言った。

「んなーこたないよ、りゆ。それに仕事と言ってもサイン会だから」

　すると、そこで何か閃ひらめいた顔をしてろこさんが提案する。

「そうだ、じゃありゆたちも一いつ緒しよに来ちゃえばいいじゃん」

「私たちも？」

「そうそう。別に来るだけなら問題ないっしょ。それにすぴ子もこっちの文化に触ふれて面白おもしろい体験できると思うし、二次元と三次元の異文化交流ってことで」

「でも混乱しないかな、すぴかちゃん」

　心配そうにすぴかちゃんに視線を向けるりゆさんに、すぴかちゃんは言った。

「すぴは大だい丈じよう夫ぶ。学校にも行ったんだもん！」

「よいよい、んじゃ決まりね。それじゃ明日みんなで行こう！」

　そう言うと、ろこさんは鼻歌まじりにリビングから出て行った。

　そして翌日──。

　ろこさんとりゆさんが準備をしている間、暇ひまを持てあましていた俺おれは、少しだけ雨あめ兎うさぎ邸ていを見て回っていた。そのとき、ふとある部屋に引き寄せられ、その中を覗のぞく。

　そこは雨あめ兎うさぎろこ先生の仕事場だった。漫まん画が家かの仕事場と言うと散らかっているイメージを持っていた俺おれは、その整せい理り整せい頓とんされた様子に驚おどろく。しかし──。

「うおっ、なんだこれ」

　その整せい理り整せい頓とんされた仕事場に一つだけ似つかわしくないものが存在していた。

　それは、たくさんの白い吸すい殻がらが乗った灰皿だった。

「マジか……」

　ヘビースモーカーなのかと衝しよう撃げきを受け、それに近づくと、そこで俺おれはまた「マジか……」とつぶやいた。

　灰皿に乗っていたそれは煙草たばこの吸すい殻がらではなく、なんとチュッパチャップスの棒だったのだ。

「……捨てろよ」

　思わず突つっ込こんだあと、俺おれは視線を上げ、その仕事場を見み渡わたす。

　──ここで、すぴかちゃんが生まれたのか。

　そんなことを感かん慨がい深ぶかげに思っていると、不意にすぴかちゃんが隣となりに立ち、言った。

「すぴにはママやパパがいる。ちゃんと記き憶おくもある。すぴの生まれたときの写真だって見た。でも本当はすぴもママもパパも、あの人から生まれたのかな？」

　そんなことを口にするすぴかちゃんに、俺おれはなんて言っていいのかわからなかった。

　混乱している様子ではない。ただ何か、世界の裏側を、この世の本当の部分を知ってしまったかのように、どこか虚きよ無むに包まれたような、彼かの女じよからはそんな雰ふん囲い気きが伝わってきた。

「それはどうだろうねぇ」

　俺おれが言葉に迷っていると、背後からろこさんがすぴかちゃんの肩かたに手を置いて言った。

「すぴ子の言うように、私がすぴ子の世界を創った神様なのかもしれないし、単にイデアから降りてきたすぴ子のいる世界の話を私が無意識のうちに感じ取って、それを漫まん画がとして描かき起おこしただけかもしれない……けど、どちらにせよ、すぴ子がすぴ子のママとパパから生まれたことは事実だよ。だから安心しな」

「そ、そうなの……？」

　不安げにろこさんを見上げるすぴかちゃんに、ろこさんは優やさしげな目をして頷うなずく。

「もっと言えば、私たちのいるこの世界だって、もしかしたら誰だれかの創作物の世界なのかもしれないしね」

「えっ」

　すぴかちゃんではなく、思わず俺おれが声を出してしまった。

「シミュレーテッドリアリティって知ってる？　その考えの一つにシミュレーション仮説ってものがあってさ。簡単に言えば、この世界は誰だれかの作ったシミュレーションであって、私たちはその中の住人なんじゃないかって話なんだよ」

　つまり、二次元世界のすぴかちゃんから見た三次元世界の俺おれたちがいるように、三次元世界の俺おれたちをこの世界の外側から見ている存在がいるかもしれない、ということだ。

「だけどそんなこと、証明できませんよね」

「その通り。けど、それを否定することもできない。私たち人類は宇宙の外側を未いまだに知ることができてない。そこに何があるのか、誰だれがいるのか……いわゆる神のみぞ知るというやつだね。だからこの世界も誰だれかの創ったものなのかもしれない。そう考えると、私もすぴ子も、何ら変わりはないと思わない？」

　他にも世界五分前仮説ってのもあってさ、とまた別の話を始めようとしたところへ、「お待たせ」と、りゆさんがやって来て、ろこさんは話すのをやめた。

　そこで俺おれはふり返り、初めてちゃんとろこさんの姿を見る。シックなドレスに身を包み、薄うすめの化け粧しようをしたろこさんはとてもきれいだった。特にラフな格好からのギャップのせいか、まるで別人のように見える。

「八や雲くもくん、すぴ、よくわからなかった」

　リビングへ向かう途と中ちゆう、すぴかちゃんが難しい顔をして尋たずねてくる。

「えーっとつまり、俺おれたちのいるこの世界も、すぴかちゃんの世界も、同じように実は誰だれかの創った世界なのかもしれないってこと、かな。だからいつか俺おれも突とつ然ぜん、すぴかちゃんがここに来たように、この世界とは別の世界に連れて行かれるかもしれない……みたいな」

「八や雲くもくんも、この世界のすぴみたいに、キャラクターかもしれないってこと？」

「そうそう」

　そしてこの世界を創った存在がいる。しかしそう考えると、この世界を創った存在のいる世界を創った存在もいるかもしれない。そしてまたその存在の世界を創った存在も……。

　無限ループに陥おちいりそうになり、俺おれはそこで考えるのをやめた。

　それにしてもさすが漫まん画が家かと言うべきか、ろこさんはいつもこんな哲てつ学がく的てきな、普ふ段だん考えもしないことを考えているのだろうか。

　それともただ単純に、すぴかちゃんを悲しませないためにした話なのだろうか。

「すぴかちゃん、やっぱり、自分の世界に早く帰りたいよな。俺おれ、頑がん張ばって何とかするから」

　ふと、そんな言葉が口から出た。しかし彼かの女じよは俺おれの顔を見たあと、笑え顔がおを作って言った。

「ううん、すぴは全然大だい丈じよう夫ぶだよ」

　微笑ほほえみ、りゆさんたちのもとへ走って行くすぴかちゃん。

　そして俺おれはそんな彼かの女じよの後ろ姿を、揺ゆらぐ想おもいを抱かかえたまま、ただ、見つめていた。




　りゆさんとろこさんの出で逢あいは、りゆさんが役作りのために、ろこさんへ接近したのが始まりだった。初めての主役ということもあり、りゆさんは相当気合いが入っていたようで、原作者にいろいろと聞きたかったのだという。ろこさんにとっても自身の作品の初めてのアニメ化であったため、りゆさんを煙けむたがるどころか、大いに受け入れ、話し合ったという。

　そんなお互たがいの作品に対する情熱は功を奏し、アニメは見事ヒット。りゆさんは人気声優となり、ろこさんもますます名を轟とどろかせる結果となった。そして歳としも近かったためか、彼かの女じよたちの関係はアニメが終わった現在でも続いており、今ではもう親友なのだと、会場に着くまでに、二人のことを話してくれた。

「す、すぴがいっぱいいる……」

　自分のコスプレをして列に並んでいる人たちを見て、すぴかちゃんがぽかんと口を開けた。

　目の前には雨あめ兎うさぎろこ先生のサインをもらうための大行列が出来ており、その行列の中や周りには、雨あめ兎うさぎろこ作品のキャラクターのコスプレをする人たちがたくさんいた。その中でも多いのは、やはり胡桃くるみすぴかのコスプレだった。

「すぴ、なんかアイドルになったみたい」

　そう言って頰ほおを両手でむにゅーっとし嬉うれしそうに目を輝かがやかせるすぴかちゃんに、きみは俺おれのアイドルだ！　と内心で叫さけび、俺おれは辺りを見回した。

　雨あめ兎うさぎろこ先生のサイン会は『コミ博』という、主に漫まん画がをメインに取とり扱あつかったイベント会場でおこなわれていた。会場には様々な作品の展示スペースがあり、日本人はもちろん外国の人たちも大勢参加するほどの盛せい況きようぶりだった。

　俺おれたちは最初にろこさんと別れると、三人で会場を見てまわった。もちろんりゆさんとすぴかちゃんは変装をしてここへとやって来たわけだが、それでもりゆさんは会場を回っている間、何人かのファンに声をかけられていた。

　それからサイン会の時間になると、俺おれたちは雨あめ兎うさぎろこ作品が展示されているスペースへと向かう。そこで、でかでかとスペースに提さげられた胡桃くるみすぴかのポスターを見て、すぴかちゃんは目をまん丸にして立たち尽つくし、「ぬぉ～」と感かん嘆たんしたあと、駆かけ出だしていった。

「これ、全員すぴのファンなの？」

「そうだよ、み～んなすぴかちゃんが大好きで、すぴかちゃんの格好してるの」

　厳密に言えば雨あめ兎うさぎろこ先生のファンなのだけれど、すぴかちゃんのコスプレをしている人や、鞄かばんに彼かの女じよのラバーストラップをぶら下げている人はすぴかちゃんのファンで間ま違ちがいない。

「ほえ～」

　感心して目を輝かがやかせるすぴかちゃんを見て微笑ほほえむと、りゆさんは俺おれに向き直った。

「八や雲くもくん、大だい丈じよう夫ぶ？　それより私、これからサプライズで雨あめ兎うさぎ先生のサイン会に突とつ入にゆうしようと思ってるんだけど、すぴかちゃんのこと、八や雲くもくんに任せちゃっていいかな？」

「えっ、あぁ、いいですよ」

　二つ返事で頷うなずく。

　りゆさんは「ありがとっ」と可愛かわいく微笑ほほえむと、

「じゃああとですぐに二人を見つけられるように」

　と、俺おれとすぴかちゃんにお名前シールを貼はり、ろこさんのもとへと向かって行った。

　サイン会に人気声優の桜さくら之の宮みやりゆがサプライズで登場する。歓かん声せいが上がり、会場はこれ以上ないほどに沸わいた。今の今まで、りゆさんやろこさんと普ふ通つうに接して来たけれど、だけど彼かの女じよたちは俺おれとは住む世界が違ちがう、人気声優と漫まん画が家かなのだと再さい認にん識しきする。

　そして会場に集まった大勢のファンを前に、胡桃くるみすぴかを愛しているのは自分だけじゃないのだと痛感した。正直、この思いに吞のまれるのが怖こわくて俺おれはネットでもすぴかちゃんファンの人と交流するのを避さけてきた。そして彼かの女じよを自分の中だけで完結させてきた。

　だけどこれが現実なのだ。みんなみんな、すぴかちゃんを愛している。俺おれと同じように。

「……あれ、すぴかちゃん？」

　ふとすぴかちゃんに目を向けると、しかし彼かの女じよの姿が見当たらなかった。

　急いで辺りを見回す。しかしそこにいるのは、彼かの女じよと同じピンク色の髪かみをした人たちだけ。

「すぴかちゃん！」

　焦あせって、思わず彼かの女じよの名前を呼んでしまう。

　すると、ピンク色の髪かみをしたコスプレイヤーたちが一いつ斉せいにこちらへふり向いた。

「あっ、いや、すいません。すぴかちゃんがいっぱいいて嬉うれしくて思わず叫さけんでしまいました」

　周囲の人々から奇き異いの目で見られ、恥はずかしさに縮こまり、アホみたいにへらへらと笑う。

　それから本物の彼かの女じよを捜さがしに、歩き出そうとしたそのときだった。

「あれ、すぴかちゃんじゃない？」「うぉ、あのすぴ子本物みてー」「ハイクオリティすぴか」

　その声に気がつきふと見ると、すぴかちゃんは何やら我が慢まんできなくなったのか、自ら変装を取り、とうとう大衆の面前へと躍おどり出だしていた。

「本物みたいじゃなくて、本物のすぴだよ☆　すぴ☆きらっ」

　ポーズを取り、キラーンと自信に満ち満ちたウィンクをするすぴかちゃん。

「あ、あれ、やっぱりウィンクしても星が出ない！　な、なんだ[image: ～][image: ～][image: ～]なんでだ[image: ～][image: ～]？？？」

　漫まん画がやアニメ内ですぴかちゃんが意図的にあざとい可愛かわいさアピールをするとき、いつも彼かの女じよはウィンクをしてそこから星を飛ばしていた。しかしここは二次元世界ではない。星なんて飛ぶはずがないのだ。だってそれは、エフェクトなのだから……！

　飛び出さない星を何とか搾しぼりだそうと、すぴかちゃんが何度もウィンクをする。

　しかしその様子に次し第だいに周りは、「何してんだコイツ……？」という雰ふん囲い気きに包まれていき、「おい、あっちのすぴかちゃんのほうがクオリティ高いぞ！」という誰だれかの掛かけ声ごえに、彼かの女じよの周りに集まっていた人々は散っていった。

「もぉ、すぴなのに！　すぴが本物のすぴなのにー！」

　ぷくぅーっと子どものように頰ほおをふくらませて怒おこるすぴかちゃん。

「すぴかちゃん、ダメじゃないか。変装取ったりしちゃ」

　ひとまず事なきを得た俺おれは安心しながら言うと、しかし彼かの女じよは変装をつけようとしなかった。

「すぴ、そんなのつけない。だってつけなくてもみんなすぴのことわからないもん」

「すぴかちゃん、ダメだよ。ほら、つけて」

「つけない！　やめて！」

　俺おれが彼かの女じよに変装道具を渡わたすと、すぴかちゃんはそれを叩たたき落おとし、駄だ々だを捏こね始めた。

「お願いだからつけてくれよ。すぴかちゃんだってバレたらまずいんだ」

「いや！　それにすぴだっていろいろな人と話したい！　ろこやりゆみたいに、すぴもすぴのファンの人たちとお話してみたい！」

　途と端たん、子どものように、わがままを言うすぴかちゃん。

　しかし見つかったらいけないと、俺おれも焦あせりがあったのかもしれない。

「そんなの絶対にダメだ。すぴかちゃんは俺おれやりゆさん以外と話したらダメ」

「どうして！　なんですぴだけダメなの！」

　自分が守ると決めたから、俺おれも必死だったのかもしれない。

「どうしてもだ。とにかく誰だれとも話さないでくれ」

「八や雲くもくん、ここに来てからずっとあれしちゃダメ、これしちゃダメって言ってばっか！　せっかく来たのに、すぴ、つまんない！」

　それとも、本音は、彼かの女じよを自分だけのものにしておきたかっただけなのかもしれない。

「頼たのむよ、すぴかちゃん！」

　俺おれは思わず、すぴかちゃんに声を荒あららげてしまっていた。

　瞬しゆん間かん、すぴかちゃんが怯おびえたような顔をした。

「あっ、すぴかちゃん、ごめ──」

「どうしてすぴだけ他の人とお話しちゃダメなの」

「違ちがうんだすぴかちゃん、俺おれはただ、きみを守ろうと──」

「守るっていうのは、こういうことじゃないよ……」

　焦あせる俺おれから、すぴかちゃんが視線を逸そらす。そんな彼かの女じよの仕草に、心臓が摑つかまれた気がした。

「すぴのこと、ゲームセンターで助けに来てくれた八や雲くもくん、すぴ、ちょっとかっこいいなって思ったよ。だから八や雲くもくんなら大だい丈じよう夫ぶって感じて安心した。だけど……今の八や雲くもくん、すぴ、少し怖こわいよ。何もしちゃダメ、誰だれとも話しちゃダメって、すぴのこと、ずっと檻おりの中に閉とじ込こめていたいように見える。そんな八や雲くもくん、すぴ、嫌きらい」

　わかっていた。これは単なる束そく縛ばくでしかないことも。だけど彼かの女じよが他の人と話す姿に嫉しつ妬としてしまった俺おれは、みっともないほどに、彼かの女じよを自分のものにしようとしていたのだ。そうしていないと、すぴかちゃんが遠くへ行ってしまいそうで、誰だれかに取られるんじゃないかと不安で、どうしようもなかった。守ろうとした結果、束そく縛ばくし、すぴかちゃんを悲しませてしまった。

　言葉を失う俺おれに、すぴかちゃんは俺おれから一歩退き、ぽつりと言った。

「すぴ、八や雲くもくんのものじゃないよ……」

　そんな悲しげな顔の彼かの女じよを見て、ひどく心が痛む。なのに──。

「じゃあ、好きにすればいいよ……もう俺おれは何も言わないから、変装もしなくていい。行きたいところに行っていい。すぴかちゃんの好きにしたらいい」

　出てくる言葉は、そんな思ってもいないような、冷たいものだった。

　そうしてほしくないのに、嫉しつ妬とに支配されて強く当たって、本当に、バカみたいだ。

「八や雲くもく──」

　俺おれが彼かの女じよに背を向けると、すぴかちゃんの声はすぐに人ごみに消えた。

　すぴかちゃんは俺おれのものじゃない。たまたま月つき夜よ姉さんの弟が俺おれだったからすぴかちゃんと出会えただけで、一つでも何かが違ちがっていたら、彼かの女じよと一いつ緒しよにいるのは俺おれじゃない誰だれかだったのだ。それなのに俺おれは何か勘かん違ちがいして、彼かの女じよを独どく占せんしようとしていた。独どく占せん欲よくは悪だ。男の嫉しつ妬とは見苦しい。好きな女の子が他の誰だれかと話していても、それを見守るくらいじゃないといけないのだ。だけど俺おれはそこまで出来た人間じゃない。本気だからこそ、苦しくなってしまう。辛つらくなってしまう。本気で好きだから……。

　だけどそれは、逆に彼かの女じよを信用していないってことでもあるのかもしれない。

「ねえ、ちょっと、八や雲くもくん？　八や雲くもくんってば」

　近くのベンチに座すわり、しばらくの間一人で沈しずみ込こんでいると、りゆさんが顔を覗のぞかせてきた。

「りゆさん、サイン会のほうはもういいんですか」

「うん。それより八や雲くもくん、すぴかちゃんは一いつ緒しよじゃないの？」

「はい」

　答えると、りゆさんは驚おどろいたように声を上げた。

「は、はいって……八や雲くもくんちょっと、はいじゃないでしょ。まさかすぴかちゃんを一人にしちゃってるの？　ねえ八や雲くもくん、何してるのよ！」

　りゆさんにそんなことを言われ、俺おれはようやく正気に戻もどる。

　本当に、いったい、マジで、俺おれは……何をしているんだ！

「捜さがしてきます！」

　りゆさんに言うより早く、俺おれの足は走り出していた。

「すぴかちゃん……どこだ……」

　イベント会場を、俺おれは彼かの女じよを捜さがして走り回った。しかし見つけ次し第だい声をかけたピンク色の髪かみの女性は、もどかしいことにすべてコスプレイヤーだった。どうやらサイン会が終わり、すぴかちゃんのコスプレをした人たちが広い会場にまばらに散ってしまっているようだった。こんな中から、彼かの女じよを見つけ出せと言うのか。

　俺おれは高いところへ上がり、辺りを見回す。それから恥はじを忍しのんで大声で彼かの女じよの名を呼んだ。

「すぴかちゃん！　すぴかちゃーん！」

「八や雲くもくん！」

　ピンク色の髪かみのコスプレイヤーたちがふり返る中、一人だけ俺おれの名を口にする少女を見つける。彼かの女じよはベンチに座すわり、なぜか縋すがるような目でこちらを見ていた。

　俺おれはそれを確かく認にんすると、すぐさま彼かの女じよのもとへ向かった。

「すぴかちゃん！」

　ようやく彼かの女じよを見つけ、近づこうとする。

　しかしそこへ、小太りの男が俺おれの前に立ちはだかった。

「ぼ、ぼくのすぴかに近づくな！」

「な、なんだおまえ」

　突とつ然ぜん現あらわれたその男に俺おれは驚おどろいた。マジでなんだこいつ！

「きみも彼かの女じよが本物のすぴかだって気づいたようだが、でもぼくが見つけたんだ。他のにわかがこのすぴかを見み逃のがす中、ぼくは一目でこれが本物だってわかった。すぴかはぼくに会いに来たんだ」

「な、なにを言っているんだ」

「八や雲くもくん！」

　そのとき、すぴかちゃんが俺おれの名を呼ぶ。瞬しゆん間かん、男は彼かの女じよへふり返り、焦あせった様子で言った。

「ど、どうしてヤツの名前を呼ぶ！　どうしてぼくじゃないんだ！　すぴか！」

「すぴ、きみのことなんて知らないもん！」

「噓うそだ！　知ってるはずだ！　だってぼくたちは毎晩愛し合っているじゃないか！」

「それはきみの妄もう想そうの中だけだよ！」

　すぴかちゃんに鋭するどい指し摘てきをされ、男が、そして俺おれまでもが巻まき添ぞえダメージを受けた。

「ぼ、ぼくは……！」

　すると男は胸ポケットから名めい刺しを取り出し、それをすぴかちゃんに渡わたす。

「さ、さぁ、すぴか、そこに書かれているぼくの名前を呼んでごらん」

「知らない！　呼ばない！　これもいらない！」

　すぴかちゃんが名めい刺しを投げ捨てる。

「あぁ～！」

　こちらへ逃にげようとすぴかちゃんが駆かけ出だした。

　しかし男はそんな彼かの女じよの腕うでを摑つかむと、自分の方へと引き寄せる。

「きゃっ！　助けて、八や雲くもくん！」

「おい、俺おれのすぴかちゃん嫁を放せ！」

「すぴは八や雲くもくんの嫁よめじゃないよっ！」

「そう、すぴかはぼくの嫁よめだ！」

「きみの嫁よめでもないよ！　うわあああんへんたいが二人いる～！」

「すぴかが怯おびえているじゃないか。それ以上すぴかに近づくな！」

　男は叫さけぶと、すぴかちゃんを人ひと質じちに取り、悔くやしそうな顔で俺おれを睨にらみ付つけた。

「どうしてすぴかはヤツのところへ行こうとする。どうしてぼくじゃないんだ。ぼくのすぴかなのに、すぴかはぼくのものなのに！　貴様、どうやってすぴかを自分のものにした」

「すぴかちゃんは、俺おれのものじゃない……だけど、すぴかちゃんは俺おれが守らなければいけない。だから俺おれは、おまえからすぴかちゃんを取とり戻もどす。それだけだ」

　俺おれがそう話すと、男は何かわかったように、納なつ得とくの表情を見せて言った。

「ああ、そうか。そういうことか！　貴様は何か幸運の持ち主で、ぼくより先にすぴかと出会い、そして彼かの女じよを守ることになった。だからすぴかも貴様の名を呼び、貴様のもとへ行こうとするのだな！」

　男がすぴかちゃんを引き寄せる。

「なんて卑ひ怯きような男なんだ！　そんなことで主人公面するんじゃない！　ずるいぞ貴様ァ！　最初にすぴかと出会っていたのがぼくだったら、ぼくがおまえの立場だったら、すぴかはこのぼくを選んだのに！」

「そんなことない！」

　そのとき、とうとう堪たまりかねた様子のすぴかちゃんが声を上げた。

「たとえきみが八や雲くもくんの立場だったとしても、すぴは絶対にきみと一いつ緒しよにいない！」

「な、なぜだよ、すぴか！」

　なぜなら、愛がないからだ！

「だって臭くさいんだもん！」

「え？」「え？」

　俺おれと男の間の抜ぬけたような声が重なる。

　す、すぴかちゃん、そのどストレートな物言いは、いくら何でも相手が傷ついてしまうぞ！

「それに服はよれよれだし、太ってるし、鼻息荒あらいし、髪かみもぺたぺたしてるし、ちゃんとお風ふ呂ろ入りなよ！」

　しかしすぴかちゃんはそんなことに一いつ切さい構わず、ズバズバと相手へ言葉のナイフを突つき刺さす。

　男はショックのあまり絶句した。相手の心境が少しわかってしまう自分が辛つらい。

「そんなんじゃ二次元の女の子が逢あいに来たとしても好きになってもらえるわけないじゃん！」

「に、二次元の女の子は見た目なんて気にしないんだ！」

「気にするよ！　すぴが二次元の女の子だもん！　それにすぴが言ってるのはかっこいいとかかっこ悪いとかじゃなくて、身だしなみの話！　どれだけ好きでも、臭くさい人とは一いつ緒しよにいない！」

　精神的ダメージのあまり、男が意識を失いかける。耐たえろ。耐たえるんだ。

「ま、まぁ、そういうことだ。本物のすぴかちゃんは想像以上に自由でわがままで、俺おれたちが思っているように無条件で優やさしい言葉なんて言ってくれない。しかしそれが、それこそが本物のすぴかちゃんだ。わかったら早く彼かの女じよを放せ」

　そう、俺おれも最初に彼かの女じよの物言いにどれほど心を抉えぐられたことか。だから相手の心境は痛いほどわかるし、同情もする。しかし、すぴかちゃんは渡わたさない。

「ぬ、ぬぐぁっ……ぬ、ぬあああああああ！」

　しかしその瞬しゆん間かん、とうとう頭のネジが吹ふっ飛とんだのか、男が発はつ狂きようし始めた。

「そ、それ以上近づくな！　近づいたらぼくは、すぴかに、すぴかにぃ！　んっふぅぅ！」

「な、なんだ……なにをする気だ！」

「んんん、むっ、ちゅーするぞぉ」

　男が鼻息を荒あらくし、口先をすぼませた。どうやら自分のものにならないとわかり、それならばと強きよう行こう突とつ破ぱに出ようとしているようだ。

「やめろ、そんなことをしてもすぴかちゃんが悲しむだけだ！　もっと嫌きらわれるだけだ！　それに、おまえの心だって……傷ついちまうぞ！」

「うるさいうるさいうるさーい！　ぼくのものにならないなら無理やり犯おかしてやる！」

「うええ～、八や雲くもくん助けて！」

「すぴか、ヤツの名前を呼ぶな！　くそぅ、どうしてだ、どうしてヤツなんだ！　ヤツだってぼくと変わらないくせに。どうしてヤツなんだ！　……どうしてだ」

　瞬しゆん間かん、いきり立っていた男の体から力が抜ぬける。それを見て俺おれも体から力を抜ぬき口を開いた。

「そうだ、変わらない。きっと俺おれもおまえも、すぴかちゃんに対する想おもいは一いつ緒しよだと思う。だからこそ、すぴかちゃんをどうにかしたいって思う今のおまえの気持ちも、まぁ、残念ながらわからなくもない。さっき言ってた話も、正直、俺おれだってわかってるんだ。本当にいろいろな要素が重なりあって、偶ぐう然ぜんすぴかちゃんが俺おれの前に現あらわれた。ただそれだけ。それこそおまえの言う通り、幸運だったのかもしれないな。だけど──」

　彼かれの気持ちは痛いほどわかっていた。だからこそ、俺おれは言った。

「だけど、それでも俺おれは、すぴかちゃんの嫌いやがることはしない。なぜかって？　もちろん、愛しているからだ。おまえはどれだけすぴかちゃんを愛していた？　どれだけ彼かの女じよのことを知っている？」

「ぼ、ぼくは、おまえよりすぴかを愛している！　彼かの女じよのことなら何だって知ってる！」

「ならばここで問題です。すぴかちゃんのお気に入りのパンツの柄がらは──？」

「ふっ、そんな常識的な問題で勝ったつもりか？　水玉柄がらだお！」

「水玉柄がら……で、す、が！　特にお気に入りの水玉パンツの中に一つ混じっているマークは次の三さん択たくのうちどれ？　星、ハート、おんぷ」

「ハ、ハートだ！　すぴかはハートが好きなんだ！」

「残念、外れです。たしかにすぴかちゃんはハートが好きですが、正解は星でした。ちなみにこの星は原作第１巻四話ですぴかちゃんがすぴ☆きらっをしたときに飛び出した星が地面を跳はね返かえりそのままパンツにくっついて出来たのが由来です。ではすぴかちゃん見せてください」

「見せないよっ！」

「それでは第二問。すぴかちゃんのバストは──」

「Ｂカップ！　すぴかのおっぱいはＢカップだお！」

　男がまた問題を先読みして、すぴかちゃんのカップサイズを大声で発表する。

　直後、彼かれはすぴかちゃんから猛もう烈れつな頭ず突つきを喰くらった。

「その通りＢカップですが、原作第３巻五話の水着回で友だちと一いつ緒しよに水着を買いに行ったとき、見み栄えを張った彼かの女じよが最終的に選んだのは何カップの水着？」

「たしかＤ……いやＣだった！」

「残念、不正解。すぴかちゃんは最初にＢカップを、それからＣ、そしてＦカップを手に取ってその大きさに驚おどろいたあと、悪あがきはやめようと決心し、最終的には最初に持ったＢカップの水着を選んだのでした。そんな正直者なところが好きです！」

　すぴかちゃんの鋭するどい視線が俺おれのおでこに突つき刺ささった。

「貴様ばかり問題を出してずるいぞ！　今度はぼくから問題を出す！」

「いいぜ」

「問題！　すぴか愛用のシャンプーの香かおりは？」

「ココナッツオイルの香かおり」

「で、す、が！　すぴか愛用のリンスの香かおりは次の四よん択たくのうちどれ？　ライチ、ハニー、ミルク、ローズ。……ふっひっひ、えろい問題しか出さない貴様に、この高貴な問題がわかるかい？」

「その中だとミルクが近いが、正確にはミルク＆ストロベリーだ。おい、ナメてんのか？」

　俺おれの指し摘てきに、男はすぴかちゃんの頭をくんくんした。

「ぬ、ぬぬぬ……確かにストロベリーの香かおりがしている……っ！」

「間ま違ちがった問題を出すとはあるまじき行こう為い！　俺おれが問題のお手本を見せてや──」

「もう充じゆう分ぶんだよっ！」

　なんかちょっと楽しくなってきた俺おれがさらなる問題を繰くり出だそうとしたとき、すぴかちゃんが顔を赤面させて遮さえぎった。

「すぴのパ、パンツの柄がらとか、すぴのおっぱいのサイズとか、大声で言って……っ！」

「す、すまん。だけどこれもどちらがすぴかちゃんを愛しているか確かめるための勝負で！」

「知らないよっ！」

　すぴかちゃんがぷいっとそっぽを向く。あとでちゃんと謝あやまらなければ。

「しかし、勝負あったな。この勝負、三勝で俺おれの勝ちだッ！」

　決まったと言わんばかりに俺おれは男に言った。

「ぬ、ぬ、ぬあああああああ！」

　すると急に男はすぴかちゃんを解放し、その場に崩くずれ落おちた。

「ぼくは、ぼくは間ま違ちがってしまった！　ぼくはああああああああ！」

　そこへ、りゆさんとろこさんが駆かけつける。

「大だい丈じよう夫ぶか、八や雲くも！　……って、なんだ、この状じよう況きよう？」

「いや、えっと、いろいろあって……とりあえず申し訳ないのですが、そこの彼かれに、サイン書いてあげてもらっても大だい丈じよう夫ぶですか？」

　泣きじゃくる男をなだめるための良い方法が見つからなかったため、ろこさんにそんなお願いをする。雨あめ兎うさぎ先生のサインをもらえば、彼かれの心も少しは落ち着くだろう、と。

「え、お、おお、サインあげればいいんだな」

　そしてろこさんが泣なき崩くずれる男の前にしゃがむと、サインをプレゼントする。

「大だい丈じよう夫ぶかぁ？　何があったか知らんけど、サインやるから元気だせよ、ほら」

「マ、ママ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「私はおまえのママじゃねえ！　こら、くっつくな、はーなーせっ！」

　サインを受け取った男が、感激のあまりか、ろこさんを見て泣きついた。

「……八や雲くもくん」

　そんな彼かれらを背にして、すぴかちゃんが俺おれの前に立った。

「すぴかちゃん、本当にごめん」

　俺おれはすぴかちゃんを目の前にすると、彼かの女じよが何か言う前に、謝あやまった。

「今の勝負のつけ方も、それと、その前のことも……俺おれが、バカだった」

　すると、すぴかちゃんはちょっとだけむくれたあと、ふと首を横に振ふって、言った。

「ううん。すぴも、わがまま言ってごめんなさい」

「すぴかちゃん……」

　そんなしおらしい彼かの女じよを前に、俺おれは謝あやまっただけでは足らず、何か彼かの女じよのために行動を起こしたい衝しよう動どうに駆かられた。

「すぴかちゃん、あの、お詫わびの印として……俺おれ、すぴかちゃんのためになんでもする。なにか俺おれにしてほしいこと、ない？」

　尋たずねる。するとすぴかちゃんは「なんでも？」と、俺おれの目を見て訊きいた。

「あ、あぁ！　何でもする！」

「じゃあ、すぴ……八や雲くもくんと仲直りしたい」

「へっ？」

「……ダメ？」

　不安そうに首を傾かしげるすぴかちゃんに、俺おれは首を横に振ふり、優やさしく笑った。

「もう仲直りできてるよ、すぴかちゃん」

　そう言うと、すぴかちゃんは微笑ほほえんで、くいっと俺おれの服の袖そでを引っ張った。

「八や雲くもくん、すぴから離はなれちゃダメだよ。ちゃんと傍そばにいて」

　もちもちとしたそのほっぺたをほんのりと火ほ照てらせ、くりくりっとした瞳ひとみで俺おれを見つめてくる彼かの女じよに心臓が焦こげそうになる。

　わかっている。彼かの女じよには大勢のファンがいる。俺おれと同じように、彼かの女じよへ恋こい心ごころを抱いだく人もいる。

　だけど、今だけは抱だきしめたかった。

「あわわっ、八や雲くもくんっ!?」

　抱だきしめたくて抱だきしめたくて仕方がなかった。

「八や雲くもくん、たしかにすぴ、傍そばにいてって言ったけど、これは傍そば過ぎるよっ！」

「すぴかちゃん……。すぴかちゃん……！」

「うぅ～……八や雲くもくん……抱だきしめすぎ、離はなしてぇ……」

　ただひたすらに彼かの女じよを抱だきしめる。ミルクのような甘あまい彼かの女じよの匂においに包まれた気がした。

「おーい、八や雲くも、周り見ろー」

　しかしそこで、ろこさんに言われ周りを見てみると、大勢の人だかりが出来始めていた。そしてその空気は瞬またたく間まに広がっていき、遠くの人たちも何事かとこちらの様子を窺うかがってくる。

　そんな状じよう況きように、どうしようかと考え始めた直後、りゆさんが呆あきれた様子で言った。

「しょうがないなぁ、八や雲くもくんは。ここはお姉さんが一ひと肌はだ脱ぬいで、周りの人たちの気を引いてあげるから、その間にすぴかちゃんを連れて逃にげるんだよ、いいね？」

　そしてりゆさんはウィンクをし、俺おれたちから離はなれると、「おーい、ここに声優の桜さくら之の宮みやりゆがいーるぞー！」と自分で声を上げ、観衆の注目を集めた。

「に、逃にげようか、すぴかちゃん」

　俺おれはすぴかちゃんにそう言って、彼かの女じよを抱だきかかえると、その場から一目散に逃にげ出だした。

　それから俺おれはすぴかちゃんをお姫ひめ様さま抱だっこしたまま走って走って走り続け、イベント会場からだいぶ離はなれた公園のベンチまでやってくると、そこで彼かの女じよを下ろした。

　するとすぴかちゃんは、どこかいたずらそうな笑えみを浮うかべて尋たずねた。

「ねえねえねえねえ、八や雲くもくん、どうしていきなりすぴのこと抱だきしめたの？」

「いや、それは……」

　本当のことなんて言えない。彼かの女じよのファンを目の前にして、一人で勝手に嫉しつ妬として、挙げ句自分だけのものにしたくなって、どうしようもなくなって抱だきしめただなんて、そんなのはあまりにも身勝手で、ひどく愚おろかだ。

「もしかして八や雲くもくん、すぴのこと、独ひとり占じめしたくなっちゃったの？」

　どうしてこう、見み透すかしたような質問をしてくるんだ。

「それは、その……」

「でもダメだよ。八や雲くもくんもわかったでしょ？　すぴにはあんなにいっぱい大勢のファンがいる。だからすぴは八や雲くもくん一人だけのものになることはできない！　みんなすぴを愛してるんだから！」

「ぐっ……」

　そんなことわかっていた。しかし直接彼かの女じよの口からそれを言われてしまうと、やはりショックを隠かくしきれない。好きな人と一いつ緒しよにはなれないという現実を思うと気持ちが抑おさえられず、まるで心臓を錆さびついた刃は物もので刺さされるようにざらついた痛みが走る。

　俺おれは頭を抱かかえて呻うめき声ごえを出した。

「なぁーんて、八や雲くもくん、冗じよう談だんだよ。すぴはアイドルじゃないし、誰だれのものでもない！　すぴはすぴ、普ふ通つうの女の子！　だから好きな人ができれば普ふ通つうに恋れん愛あいもしたいって思うし、その人が望むなら、そ、その人のものになっても、よ、良かったりするかもだよ……？」

　すぴかちゃんは自分で言いながら一人で照れ、それから改めたように続けた。

「というわけで、こうしてすぴの演技にまんまと騙だまされた八や雲くもくんなのでした……って、あれ、や、八や雲くもくん……大だい丈じよう夫ぶ？」

　しかしそこで呻うめき声ごえを上げている俺おれの姿を見ると、すぴかちゃんが慌あわてて覗のぞき込こんでくる。

「俺おれはもうダメだ。すぴかちゃんが俺おれの嫁よめにならないなんて、もう人生オワタなんだぁ～」

「だ、だから冗じよう談だんだよ、八や雲くもくんっ！」

「でもすぴかちゃんは俺おれの嫁よめにならないすぴかちゃんは俺おれの嫁よめにならないすぴかちゃんは──」

「そ、そんなことわからないよっ！」

「……わからないってことは、嫁よめになるかもしれないってことか？」

　そこでぴたっと呻うめくのをやめ尋たずねると、すぴかちゃんは恥はずかしそうに顔を逸そらした。

「な、なるかもしれないってだけ……わ、わからないよっ！　そ、それより、ほら、こっち」

　俺おれはすぴかちゃんに支えられると、近くのショッピングモールのベンチまで運ばれて行く。

　それからすぴかちゃんは濡ぬらしたハンカチを俺おれのおでこに乗せてから、冷たい飲み物を買って来ると、俺おれの頭を自分の太ももに乗せ、ひざまくらをしてくれた。

　俺おれはそんな彼かの女じよの幸せひざまくらがあまりにも心地ここちよすぎて、思わず白状してしまう。

「すぴかちゃん、実はさっきの呻うめき声ごえとか頭を抱かかえるポーズとか、全部演技だったんだ」

「え、演技って……じゃあ、八や雲くもくん、どこも悪くないの？」

「うん。つまり、俺おれを騙だましたつもりが、まんまと俺おれに騙だまされたすぴかちゃんなのでした」

　すると、それを聞いたすぴかちゃんがサーッ[image: ]と顔を赤らめてムキになったように言った。

「ほ、ほんとにびっくりしたんだから！　急に頭抱かかえて変な声出して！　心配したんだから！　本当に心配したんだからね！　八や雲くもくんのばかっ！」

「……す、すまん。でも、ありがとう。本気で心配してくれて、俺おれは嬉うれしいです」

　弱々しく微笑ほほえみ、身体の力を抜ぬいて、ゆったりと彼かの女じよのふとももに頭を預ける。

　怒おこって拒きよ否ひされるかと思ったが、しかしすぴかちゃんは「むぅ」と一言こぼし、俺おれの頭を優やさしく撫なでてくれた。いつもならきっと緊きん張ちようして心臓をばっくんばっくんさせているであろうその状じよう況きようは、しかし今はひどく心地ここちよく、とても安心できた。

　そして俺おれは、俺おれの顔をじっと覗のぞいているすぴかちゃんに情けなく笑った。

「すぴかちゃんは俺おれの天使だ」

　それから顔を彼かの女じよのおなかに向け、ぽつりとこぼす。

「今だけは、すぴかちゃんきみを独ひとり占じめさせてくれ……」

　それがすぴかちゃんに聞こえていたのかはわからない。

　だけどそのとき、彼かの女じよがそっと微笑ほほえんでくれたような気がした。

「八や雲くもくん、すぴのこと助けてくれたから、今だけ特別なんだぞっ」




　気がついたら眠ねむってしまっていたようだった。

　目を覚ますと、じっと俺おれの顔を覗のぞき込こんでいたすぴかちゃんと目が合う。

「おはよう、八や雲くもくん」

「おはよう。すぴかちゃん、俺おれ、どのくらい寝ねてた？」

「一時間くらい」

「そ、そんなに……悪い」

　俺おれは彼かの女じよに謝あやまると、すぐに身体を起こした。

「足、痺しびれてないか？　痛くないか？」

　それから慌あわてて訊きくと、すぴかちゃんは「平気平気～」と笑って立ち上がる。

「あ、あれれれ」

　案の定、足が痺しびれ前のめりに倒たおれそうになった彼かの女じよを、俺おれはすぐさま抱だき寄よせた。

「やっぱり痺しびれちゃってるみたいだ。すまん。まだ座すわってたほうが良さそうだ」

「あはは、びっくりした」

　驚おどろいて笑うしかないすぴかちゃんを見て、俺おれはホッとため息を吐つき、ベンチに座すわらせる。

　するとすぴかちゃんはワクワクした様子で、服の裾すそをくいくいと引っ張ってきて言った。

「ねえねえねえねえ、八や雲くもくん」

「ん？」

「すぴ、このショッピングモール、ちょっと散歩してみたい」

　言われて、辺りを見み渡わたす。ショッピングモールには家族連れや二十代のカップルが多く見られた。イベント会場とは違ちがい、ここならすぴかちゃんを知っている人間はいないだろう。

「うん、いいよ。じゃあ、見て回ろうか」

「やたっ！　……っと、おっとっと」

　急いで歩き始めようとするすぴかちゃんだったが、まだ足の痺しびれが残っているせいでバランスを崩くずしそうになり、彼かの女じよは咄とつ嗟さに俺おれの腕うでにつかまった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　尋たずねると、すぴかちゃんは頷うなずき、それからするすると自分の手を下に滑すべらせ俺おれの手を握にぎる。

「これで大だい丈じよう夫ぶ」

「あっ、え、そ、そうだな」

　いきなりの出来事に反応が遅おくれる。そして彼かの女じよと並んで歩き始めた俺おれは心の中で叫さけんだ。

　こんなのデートじゃないかっ！

「なんかデートみたい……八や雲くもくん、嬉うれしい？」

「え、う、うん……」

　すぴかちゃんの言葉に、思わず言葉に詰つまる。これはご褒ほう美びデートイベントか何かか!?

　そんなことに感動しながら、俺おれはすぴかちゃんとショッピングモール内のお店をいろいろと見て回り、最後にゲーセンに寄ると、すぴかちゃんは真っ先に言った。

「八や雲くもくん、一いつ緒しよにあれ撮とらない？」

　彼かの女じよの指さす先には、プリクラコーナーがあった。

「……い、いいのか？」

　以前のことが蘇よみがえり、思わず尋たずねてしまう。

「うん、今日は特別だよ」

　しかしすぴかちゃんは頷うなずくと、俺おれの手を引き、俺おれはそんな彼かの女じよに連れられて、ついにプリクラコーナーへと足を踏ふみ入いれた。

　そして念願のツーショットを撮とったは良かったのだが。

「すごい！　すぴ、宇宙人みたいになってる！」

　せっかく彼かの女じよとの思い出をゲットできたものの、最近のプリクラは目を大きくする機能が搭とう載さいされているらしく、それのせいでただでさえくりくりのすぴかちゃんの目はますます大きくなり、とんでもないことになってしまっていた。

　すぴかちゃんはそれを見て楽しそうに笑っていたが、やっぱり俺おれはちゃんとしたものが欲ほしいので、目が大きくならない機能のものを探し、改めて二人で撮さつ影えいした。

「八や雲くもくんとすぴの初デート記念だよ」

　撮さつ影えいとラクガキが終わり、すぴかちゃんから半分にしたものを受け取る。

　ラクガキには『すぴすぴビーム！』とすぴかちゃんが目から黄色い光線を放っているものや、すぴかちゃんが自分のデフォルメキャラを大量に描えがいて俺おれの周りを囲っている謎なぞのラクガキなど、いろいろあった。

　それらを見て苦く笑しようしながら、ようやくちゃんとした彼かの女じよとのツーショットをゲットできたと安あん堵どしていると、最後に撮とった一枚がふと目に入る。

　これは俺おれの気持ちを代弁したのか、それともすぴかちゃんの気持ちなのか。

　二人笑ってピースをしている最後の一枚には、『逢あえてよかった』とだけ、書かれてあった。

「すぴかちゃん、そろそろ帰ろうか」

　そんな言葉に少し良い気持ちになり、プリクラから顔を上げる。

　そのとき、何も言わず、彼かの女じよが俺おれの胸に飛とび込こんできた。

「す、すぴかちゃん……？」

　いきなりの積極的な彼かの女じよの様子に、俺おれは思わず心臓の鼓こ動どうを速めた。なんだろう、俺おれはこんな展開を恋れん愛あいドラマかなんかで見たことがある。もしもそのセオリーに従うのならば、このあとすぴかちゃんは顔を上げ、そして俺おれはそんな彼かの女じよに口づけをするのだ。

　ごくりと唾つばを吞のむ。俺おれは待った。彼かの女じよが顔を上げ、切なそうに俺おれを見つめるその瞬しゆん間かんを。

　しかし──。

「……すぴかちゃん？」

　いくら待っても顔を上げない彼かの女じよの様子にそっと顔を覗のぞいてみると、すぴかちゃんは何とも可愛かわいらしい「すぅ……すぅ……すぴー」という寝ね息いきを立てていた。なんと彼かの女じよは寝ねていたのだ！

「は、ははは」

　途と端たんに肩かたの力が抜ぬける。どうやらすぴかちゃんは俺おれの胸に飛とび込こんできたのではなく、眠ねむ気けのままに倒たおれ込こんだらしい。少しがっかりしたような、けれどもどこかホッとするような気分になりながら、立ったまま俺おれに寄より掛かかり、すやすやと眠ねむる彼かの女じよの可愛かわいい寝ね顔がおを眺ながめつつほっぺたをつんつんする。すぴかちゃんの火ほ照てったほっぺたは、ぷにぷにで、やわらかかった。

「疲つかれたよな。帰ろうか」

　そう言って、俺おれは彼かの女じよをおんぶした。そのとき、すぴかちゃんがうわごとのように言った。

「ママ……パパ……会いたいよ……」

　すぴかちゃんは俺おれたちの前では気き丈じように振ふる舞まって、この世界を楽しんでいるように見える。

　だけどすぴかちゃんの側に立って考えてみれば、やっぱり彼かの女じよも両親や友人に会いたいはずだ。

「うん、帰ろう」

　俺おれはすぴかちゃんを背負い直し、背中で眠ねむる彼かの女じよに言った。

「すぴかちゃんのおうちに、帰ろうな」





２






『せっかくだから、すぴ子の誕生日パーティーを開きたい』

　そう提案したのは、ろこさんだった。

　ろこさんはすぴかちゃんが15歳さいのまま歳としを取っていないことを知ると、こっちの世界でちゃんと一つ歳としを取らせてあげたいと話した。それはまるで、彼かの女じよをこちら側の世界の人間として迎むかえ入いれるような感じがして、俺おれは真っ先に賛成した。

「それじゃあすぴかちゃん、願い事を思おもい浮うかべながらロウソクの火を消して」

　りゆさんが言うと、すぴかちゃんは頷うなずき、ケーキのロウソクを一息で吹ふき消けした。

　大切な人の誕生日ケーキをみんなで囲む行こう為いが、どれほど尊く、嬉うれしく、楽しげで、そしてこれ以上ないほどに幸せか、考えたことがあるだろうか。もはや考える必要などないだろう。

「お誕生日おめでとう、すぴかちゃん！」

　りゆさん、ろこさん、そして俺おれの声が重なる。

「あ、ありがとう……」

　すぴかちゃんは驚おどろいた様子で、どこか照てれ臭くさそうに全員の顔を見た。

「はいはーい、それじゃみんな写真撮とるよー」

　ろこさんが三さん脚きやくを立て、そこにカメラを設置し、タイマーを回す。

「すぴ子と私たちの出で逢あい、ニィー！」

　その掛かけ声ごえで口元に笑えみを浮うかべ、全員ですぴかちゃんを囲む。

　カシャッとシャッターが押おされ、全員集合の記き念ねん撮さつ影えいが完かん了りよう。

「あ、おっ、俺おれもいいですか」

　それが終わると、俺おれも自分のスマホを取り出して言った。

「おー、いいよいいよー。すぴ子の誕生日イベ限定星７ランクＳＳＳＲゲットしちゃいな！」

　そう言って、全員が先ほど同様にポーズを決める。

　そして俺おれはインカメラに自分とすぴかちゃんを収めると、カシャッと自じ撮どりした。

「自分たちだけかいっ」

「いや、まぁ何と言うかすぴかちゃんと俺おれの恒こう例れい行事というか」

「すぴ、そんなの初耳」

　言ったあとつい口が滑すべったことに気がつく。けれども同時に、本当にすぴかちゃんが画面から出てきてくれたのだと、震ふるえるような感動に包まれた。これで記念日フォルダに本物のすぴかちゃんとのツーショットが加えられる。

「すぴかちゃん、16歳さいだね。八や雲くもくんもそうだから、同じ歳としだね？」

　ケーキを取り分けながら嬉うれしそうに微笑ほほえむりゆさんに、俺おれは頷うなずく。

「はい。俺おれはついに……ついに、すぴかちゃんと一いつ緒しよに歳としを取ることができました」

　言いながら、俺おれはケーキを美味おいしそうに食べるすぴかちゃんを見た。

　ようやく一いつ緒しよに、本当の歳としを取ることができた。この瞬しゆん間かんを、どれだけ夢に見ただろうか。

「そうだ、すぴかちゃん。これ、あんまりちゃんとしたもの用意できなかったけどよかったら」

　それから俺おれは、彼かの女じよへの誕生日プレゼントに彼かの女じよの髪かみの色と同じ桜色の腕うで時ど計けいを渡わたした。

　俺おれは今まで、頭の中ではすぴかちゃんと一いつ緒しよに歳としを取って来たつもりだった。けれどもやっぱり実際はそうでもなく、彼かの女じよは15歳さいのまま現あらわれた。だから時を刻む意味も込こめて、身に着けられる腕うで時ど計けいをプレゼントしようと決め、今日のために用意していた。

「ありがとう、すぴ、嬉うれしい」

　喜んでもらえるか緊きん張ちようしていた俺おれに、すぴかちゃんは笑え顔がおで言ってくれる。

「それじゃあ私からは、これ」

　りゆさんからのプレゼントは、ガラスのように透すき通とおるきれいな靴くつだった。

「りゆ、ありがとう。すぴ、こんなおしゃれな靴くつもらったの初めて！」

　りゆさんからのプレゼントに興奮するすぴかちゃんに、りゆさんは得意げになる。靴くつというのは、何とも女性らしいプレゼントだと思った。

「んじゃ私からは、こちらになりまーす」

　そう言ってろこさんが部屋から持ってきたのは純白のワンピースと大きな麦むぎわら帽ぼう子しだった。

　それを見た俺おれは、その場で思わずガッツポーズをする。

「ねえねえねえねえ、すぴ、今から着てみてもいい？」

「もちのろんっしょ。ほいじゃお着き替がえタイムスタート。私の部屋へレッツラゴー！」

「すぴかちゃん、私がとびっきり可愛かわいくしてあげるね」

　すると、ぞろぞろと女性陣じんが立ち上がり、全員がろこさんの部屋へ行ってしまう。

「八や雲くもくんは入って来ちゃだーめ」

　そして素知らぬ顔で彼かの女じよたちのあとについて行ってた俺おれは、部屋の前でりゆさんに釘くぎを刺さされ、ドアを閉められた。

「うーん、今日もいい天気だ」

　仕方なしにリビングへ戻もどる。窓まど際ぎわへと立ち、オーシャンビューを見み渡わたした。目を瞑つぶる。さざ波の音と、遠くからすぴかちゃんたちの楽しげな声が聞こえてくる。不思議と心が温かくなる。

　それから三十分ほど経たって、ようやく彼かの女じよたちはリビングへ戻もどって来きた。

「八や雲くもくん……どうかな？」

　窓まど際ぎわの椅い子すに座すわり、まるでひなたぼっこをする老人のようにこっくりこっくり船を漕こいでいた俺おれは、不意にすぴかちゃんに声をかけられ、ハッとふり返る。すると、そこには──。

「……天使だ」

　そう、天使がいた。ガラスのように透すき通とおる靴くつを履はき、純白の衣ころもを纏まとい、麦むぎわら帽ぼう子しを頭に被かぶったその初夏の天使は、少し照れながら、ワンピースの裾すそを広げてみせる。

「夢みたいだ」

「八や雲くもくん、大げさだよ、もぉ」

「ほんとに可愛かわいいよね！　だからすぴかちゃんに私の名前書いていい？」

「りゆさっきからそればっかり。だめだよっ！」

「ちぇ～。それより八や雲くもくん、私も頑がん張ばったんだけどなーすぴかちゃんだけ褒ほめてもらえてずるいなー」

「そうだぞー、男は八や雲くもしかいないんだから、もっと私たちも褒ほめろ褒ほめろー！」

　見ればすぴかちゃん以外にもりゆさんと、そんな二人をスマホで連写するろこさんも、全員が可愛かわいい洋服に着き替がえ、おめかししていた。どうりであんなに長い時間待たされるわけだ。俺おれが一人待っている間、彼かの女じよたちだけで盛り上がっていたのだろう。いったい女子だけでどんな話をしていたのやら。

「そりゃみんな可愛かわいい……可愛かわいいです！　でも！」

「でも？」

「でも、すぴかちゃんがいちばん可愛かわいいです！」

　迫せまる彼かの女じよたちを前に、そう言い捨てたそのとき、俺おれはすぴかちゃんに手を引っ張られ、目の前の砂すな浜はまに裸足はだしで駆かけ出だしていた。

「あっ、逃にげた」

　目の前に広がる海に向かって、俺おれはすぴかちゃんと初夏を走はしり抜ぬける。

　隣となりを見ると、すぴかちゃんが後ろのりゆさんたちに向かってピースをしていた。

　そんな彼かの女じよの姿に、俺おれは思わず立ち止まり、ふり返る。

　すると後ろでは、ろこさんがカメラを構え、りゆさんは親指を立て微笑ほほえんでいた。

「えっ、な、なんだこの仕組まれた感じ！」

　急に恥はずかしくなった俺おれに、先に波なみ打うち際ぎわまで行っていたすぴかちゃんがふり返る。

「なんでもないよ！　それより八や雲くもくん、ほら、波が気持ちいいよ！　早く来なよー！」

「お、おぉ！」

　俺おれはすぴかちゃんに手を挙げて返事をし、しばらく彼かの女じよの姿を眺ながめた。

　ガラスの靴くつを手に、麦むぎわら帽ぼう子しにワンピースを着て、キラキラと輝かがやく海を背にこちらへふり向くすぴかちゃんは、とても可か憐れんで、儚はかなく、そしてなんだか、今にも消えてしまいそうに見えた。




　そろそろ花火がなくなりそうだったため、新しいものを取りに雨あめ兎うさぎ邸ていへ戻もどると、そこで、テラスのロッキングチェアに揺ゆられているろこさんがいた。

　俺おれはふと考えたあと、近くにあった椅い子すを持って来て、ろこさんの隣となりに座すわった。

「ろこさん、ありがとうございます」

　そして、彼かの女じよが口を開く前に、先に言う。

「なに、いきなり」

「いや、ずっとお礼を言おう言おうと思ってたんですが、なんかタイミングが摑つかめなくて」

「そっ。別にお礼なんていいんだけどね。私も楽しかったわけだし」

「はい。でも、ろこさんがいなかったら、本当にどうなっていたか」

「うむ、まぁ苦しゅうない。よきにはからえ。ちゃんとお礼を言える男は良い男だ」

　言いながら、ろこさんが俺おれの肩かたをパシパシと叩たたく。

「それで、ろこさん。俺おれ、やっぱりすぴかちゃんを元の世界に帰そうと思うんです。きっとすぴかちゃんも、口では言わなくても、帰りたいと思っているはずですし」

「八や雲くもはそれでいいの？」

「まぁ、俺おれとしてはずっと一いつ緒しよにいられたら良いんですけどね。でも、彼かの女じよのことを考えるとそういうわけにもいきませんし」

「……そう」

　俺おれの決意に、ろこさんは少しの間黙だまってから、そっと口を開いた。

「八や雲くもさ、もうすぴ子とはどこまで行ったわけ？」

「はぁ!?」

　藪やぶから棒ぼうに何を言い出すんだこの人は。

「いやだからさ、もう何日もすぴ子と一いつ緒しよにいるわけでしょ。どこまで行ってるのかって」

「どこまでも何も……」

　そこまで口にして、俺おれはすぴかちゃんにひざまくらをしてもらったことを思い出す。

「俺おれたちはまだ何もしてません！」

「……なに、今の間」

　明らかに何かあったことを察したろこさんが、ジト目でこちらを見てくる。

「本当に何もありません。そりゃ、手をつないだことくらいはありますけど」

「すぴ子のこと、どう思ってる？」

　砂すな浜はまで花火をしているすぴかちゃんに目を向ける。彼かの女じよは楽しそうにりゆさんとはしゃぎながら、花火をくるくると回し、夜空に丸い火花を光らせていた。

「好きですよ、俺おれ、すぴかちゃんのこと」

　誰だれかに向かって、改めてそんなことを口にすると、少し照てれ臭くさくなった。

「どのくらい、好きなの？　すぴ子のこと」

「どのくらいって、そりゃ世界一、いや宇宙一くらいです」

「本当に？」

「本当ですよ。どうしてそんなこと訊きくんですか。ろこさんだって俺おれがすぴかちゃんのこと好きなのわかって──」

「じゃあ告白しなよ」

　俺おれはろこさんの口から出てきた〝告白〟という単語を聞いて、少しだけ胸をそわそわさせる。

　たしかに今まですぴかちゃんに対する愛を彼かの女じよに言ってしまう場面はあったけれど、しかし面と向かって告白……つまり、真しん剣けんに付き合ってくださいと彼かの女じよに言ったことはまだなかった。

「だけど告白だなんて……振ふられたら俺おれ、たぶんその場で死にますよ」

「いいんじゃない、それもまた青春っぽくてさ」

「簡単に言ってくれますね。俺おれにとってすぴかちゃんは宇宙、生きる意味、人生の答えなんですよ。そんな彼かの女じよに受け入れてもらえなかったら、舞まい坂さか八や雲くもという存在は消しよう滅めつします。あ、でももし告白の必勝法があるんなら、是ぜ非ひご教授願いたいです」

「な、なんで私がそんなこと知ってる前提で言うわけ……？」

「えっ、それはだって……ろこさん、そういうことに慣れてそうですし」

「は、はぁ!?　私が!?　ウソウソウソウソ！　慣れてないって！　っつか私だって男と付き合ったことないし！　ってかまだ処女だし！　八や雲くもバカじゃん！」

　なんなんだこのうろたえよう。あと最後の暴言はなんだ。

「そ、そうだったんですか。これは失礼しました」

「ありえないってマジで。八や雲くも、私のどこを見てそんな考えに至ったわけ？」

　いや、まぁ、そりゃ、ねえ……えろいところとかを見て。

「ろこさん、美人だし、モテそうですから」

　そう言うと、らしくなく彼かの女じよは急にポッと頰ほおを赤らめた。いつもの威い勢せいが噓うそのようだ。

「って、私のことは良いんだよ。今は八や雲くもとすぴ子の話でしょ」

　ろこさんはそう吐はき捨すてると、強い口調で俺おれに言った。

「告白、しなよ。気持ち、ちゃんと伝えてあげてよ、あの子に。帰すならなおさらだし、それに、もう、いろいろと時間ないと思うし……八や雲くもも、気づいてるでしょ、すぴ子の体のこと」

　瞬しゆん間かん、ちくりと胸を鋭するどく突つかれる感覚に襲おそわれ、俺おれは黙だまり込こんだ。

　ろこさんが何のことを言っているのか、しかし俺おれにはわかっていた。もう、時間がない。

　気づきたくなかった。だけど、気づかなければならない段階まで俺おれたちはすでに来ていた。

　すぴかちゃんの様子がおかしい。

　その傾けい向こうは恐おそらく俺おれが彼かの女じよを会社の外へ連れ出したときから始まっていたのだろう。だけどそれにはっきりと気がついたのは、一いつ緒しよにプリクラを撮とったあの日だった。あのときは単に疲つかれて眠ねむってしまっただけかと思っていたが、翌日から彼かの女じよはよく眠ねむるようになり、ここ最近でそれは顕けん著ちよとなった。もう彼かの女じよは一日の半分以上を眠ねむりに費ついやすようになっていた。

　今元気に花火をしているすぴかちゃんだけど、彼かの女じよはつい先ほどまで眠ねむっていたのだ。

「たぶん、二次元の世界から三次元の世界に来たせいで何らかの影えい響きようがすぴ子の体に起こってるんだと私は思う。そうするとさ、ずっとこのままってわけにもいかないわけじゃん。嫌いやでも変わっちゃうわけじゃん、これから、八や雲くもたちもさ」

　ろこさんはそう言うと、大きく息を吸って、夜空を仰あおいだ。

「ちゃんとあの子に伝えてないんでしょ。好きだって、面と向かって、あの子の目を見て」

「はい。プロポーズはしたんですけどね」

「……順序逆じゃない？」

「……そっすね」

「このままもう、好きだって、伝えられなくなるかもしれないんだよ」

　心臓が大きく脈打つ。もう伝えられなくなる──その言葉が重くのし掛かかる。

　すぴかちゃんの様子がおかしくなってしまったのは、ろこさんの言う通りかもしれない。

　だからガラスの箱に戻もどせば、すぴかちゃんはまた元気になるかもしれない。

　けれどもガラスの箱はオフィスにある。そしてあそこに戻もどることは敗北を意味する。

　しかしそうなると、すぴかちゃんを救う残された方法は、やはり一つしかなかった。

　すぴかちゃんを、彼かの女じよの世界に帰す──。

　彼かの女じよのために、結局それは避さけられないことなのだ。

　そして、そうすれば、もうこの想おもいは、好きだって気持ちは、伝えられない。

「ちゃんとあの子に言ってあげなよ。じゃないと一生後こう悔かいするよ」

「そう、ですね……」

「それにさ、すぴ子以外にも、今いま頃ごろ他の二次元の女の子たちもこっちに連れて来られてると思うんだよね。テーマパークだっけ？　それが中止になったわけじゃないんでしょ」

「はい」

「八や雲くもはすぴ子をこうやって守ることができてるから良いと思うかもしれないけどさ、でもきみがすぴ子のことを愛しているように、他の女の子たちにも、その子を愛している人がいるわけだよ。もちろんその中にはテーマパークを歓かん迎げいする人もいるかもしれない。だけど八や雲くもと同じように好きな女の子が見せ物にされることで苦しむ人もいるわけじゃん？」

「はい」

「でもその人たちにはどうにもできないのよ、だってその人たちが知る頃ころにはもうテーマパークが開いちゃってるわけで……。そしたらさ、もう、八や雲くもが今どうにかするしかないじゃん。っつーか、八や雲くもにしかどうにかできないんだよ」

「……はい」

　頷うなずくと、ろこさんはロッキングチェアから立ち上がり、俺おれの前に立つと写真を一枚撮とってから、ニッと笑った。

「だったら想おもいを伝えて救ってあげなよ。愛してるなら、八や雲くもがさ。そうでしょ、騎士ナイト様」

　すぴかちゃんを救うことも、他の二次元の女の子たちを救うことも、たぶん俺おれにしかできない。俺おれはここまで、すぴかちゃんを独ひとり占じめするという好き勝手をしてきた。だからその帳ちよう尻じり合あわせとして、俺おれは好き勝手してきた代わりに、最後に彼かの女じよたちを救うという役目を果たさなければならない。そして、またこの世界から見守るのだ。今までのように。他の人たちと同じように。彼かの女じよたちの存在を。

　ただその前に、最後のわがままを許してほしい。

「ろこさん、本当にいろいろと、ありがとうございました」

　俺おれは椅い子すから立ち上がると、ろこさんに頭を下げた。見た目はもちろん、言動や行動までいちいちえろいろこさんのことを、俺おれは最初こそ、単なるえろいだけの人かと思っていた。しかしこの数日間一いつ緒しよに過ごしてきて、りゆさんをフォローしたり、すぴかちゃんの誕生日を提案したりと、実は彼かの女じよが人一倍周りのことを考え、気き遣づかっていることに気づいた俺おれは感謝する。

「本当に、すごく、すごく楽しかったです」

「うん」

　すると、ろこさんは優やさしくはにかんだ。

「私も楽しかった」

「八や雲くもくーん！　花火なくなっちゃったよー！」

「ほら、愛いとしのすぴ子が呼んでるよ」

　砂すな浜はまですぴかちゃんが呼んでいる。俺おれは手を挙げて、新しい花火を持った。

「それじゃあ、行ってきます」

「よし、あの子にうーんと伝えてきな。きみがどれだけ、彼かの女じよを愛しているのかってことを。そして立派な星５ランクの男になって来い、八や雲くも！」

　ろこさんに力強く頷うなずく。

　そして俺おれは、気持ちを伝えるため、彼かの女じよの待つ砂すな浜はまへと駆かけ出だした。




　波の音だけがする浜はま辺べで、月明かりが二人並んでいる俺おれとすぴかちゃんを照らしていた。

「眠ねむくない？」

　彼かの女じよを誘さそったは良いものの、なかなか話し出せない俺おれは、そんな言葉に逃にげていた。

「うん。だってすぴ、さっきまで眠ねむってたから」

　それでもすぴかちゃんはどこへも行かず、朗ほがらかに笑うと、指先で砂すな浜はまをなぞり、俺おれが何か言い出すのを待っていてくれる。

　俺おれはそんな彼かの女じよの横顔を、しっかりと記き憶おくに焼き付けると、一度深呼吸をして口を開いた。

「すぴかちゃん、自分の世界に帰りたい……？」

　当たり前のこと。だけど少し、酷こくな質問。

「……うん、すぴ、パパやママ、それに友だちにも会いたい」

　そして俺おれは彼かの女じよの口からその答えを聞いて、自分の気持ちがすっと楽になるのを感じた。

「だよな。わかった。じゃあ、帰ろう。すぴかちゃんのおうちに」

「でも、どうやって？」

　不安そうに尋たずねるすぴかちゃんに、俺おれははっきりと言った。

「明日、ちゃんと月つき夜よ姉さんと話すよ。今度はわかってもらえるまで、何があっても逃にげない。そして説得できたら、またすぴかちゃんをここに迎むかえに来るから、一いつ緒しよにオフィスへ行こう」

「八や雲くもくん……」

　どこか切なそうな声を出すすぴかちゃんが、そっと俺おれの手を握にぎり、身を寄せてくれる。

　俺おれはそんなすぴかちゃんに、好きという気持ちだけじゃなく、自分の抱かかえていた想おもいを、すべて打ち明けることにした。

「俺おれ、すぴかちゃんとこうして逢あうまで、ずっと妄もう想そうの中できみと過ごしてきた」

「八や雲くもくん、そういうの得意そう……。妄もう想そうの中のすぴは、どんな子だった？」

「妄もう想そうの中のすぴかちゃんは、そうだな……俺おれの言うことには優やさしく頷うなずいて何でもしてくれて、受け入れてくれて、とにかく笑って許して甘あまえさせてくれる子だった」

「都合よすぎ」

「うん、本当にその通り。俺おれはすぴかちゃんを自分の都合の良い性格に作り上げてた」

　きっとそれは、ピグマリオン症しよう候こう群ぐんのようなものなのかもしれない。俺おれはすぴかちゃんを頭の中で自分の理想のままに作り上げ、恋こいをし、彼かの女じよを心の中で飼っていたのだ。

「だけどこうして逢あってみると、実際のすぴかちゃんはそうでもなくて。むしろ最初はすごく嫌きらわれてて……怯おびえられるし、カップ麵めんの毒味はさせられるし、泣かれるし、騙だまされるし、なんかもう信用ゼロで、今まで思おもい描えがいていた妄もう想そうのすぴかちゃんが一いつ瞬しゆんで崩くずれ去さったよ」

「ショックだった？」

「そりゃもうショックだった。妄もう想そうの中では仲良しだったから距きよ離り感かんは摑つかめないし。それにすぴかちゃんの言葉の一つ一つが心臓にブッ刺ささって何度吐はきそうになったことか！」

「うぅ～……でもそれは、八や雲くもくんが変なこと言ったりしたりするからいけないんだもん」

「そうか？」

「そうだよ！」

　すぴかちゃんが、こつん、と俺おれの肩かたに頭を当ててくる。

「まぁ、とにかく振ふり回まわされた。すぴかちゃんの言動に一いつ喜き一いち憂ゆうして。だけどそれが思ってもみなかったほど新しん鮮せんで、楽しくて、幸せで……気がつけば自分でも抑おさえられないほど、すぴかちゃんのこと、ますます好きになっていった……」

　その言葉を口にした瞬しゆん間かん、俺おれはもう気持ちを抑おさえきれなくなっていた。

　すぴかちゃんに向き直り、彼かの女じよの目を見て言う。

「すぴかちゃん、俺おれ──」

　しかし、俺おれが言いかけたそのときだった。タイミング悪く、スマホが鳴った。

　見ると、りゆさんからのメールだった。

「そろそろ家に戻もどって来きて、だって」

　短いその内容を読み上げる。そして完全にタイミングを逃のがしてしまった俺おれは、情けなく笑いながら、すぴかちゃんに言った。

「……戻もどろうか」

　少し肌はだ寒さむくなり、すぴかちゃんの体調も心配だった。

　そしてすっかり誰だれもいなくなった夜の浜はま辺べを二人で歩き、雨あめ兎うさぎ邸ていへと戻もどる。

「あれ、カーテン閉まってる」

　テラスへ上がり、ずっと開いていたはずの家のカーテンが閉まっていることにすぴかちゃんが不思議がった。

「たぶん、ろこさんたちが気を使ってくれたんじゃないかな」

　そんな彼かの女じよの言葉に、真っ先に頭に浮うかぶのはろこさんだった。気き遣づかい上手の彼かの女じよのことだ。

　きっと俺おれたちが本当に二人っきりになれるよう、閉めてくれたのだろう。

「とりあえず中に入ろう」

「うんっ」

　嬉うれしそうに笑うすぴかちゃん。俺おれは窓を開け、中へと入った。

　直後、目の前に広がる光景に、俺おれは目を疑った。

「な、なんだよこれ」

　リビングではろこさんとりゆさんが困った様子で座すわらされており、テーブルに目を向けると、そこには椅い子すに座すわって俺おれをまっすぐに見つめる、月つき夜よ姉さんの姿があった。

「お帰りなさい、八や雲くも、すぴかちゃん」

　月つき夜よ姉さんはりゆさんのスマホを手に、そんなことを言った。

「月つき夜よ、姉さん……」

　明日会って話をつけようと思っていた姉さんが、目の前にいる。ならば話をつけよう。ここで決着をつけよう。しかしそんなこと到とう底てい考えられる状じよう況きようじゃないのは肌はだで感じ取れる。話し合いなんて許されるような空気ではなかった。状じよう況きようは相手が掌しよう握あくしている。

　俺おれはすぐさま踵きびすを返かえし、すぴかちゃんを連れ、入って来た窓から逃にげようとした。

　しかし窓の外には屈くつ強きような男が立ちふさがり、俺おれはそいつにアタックを決める。

「八や雲くもくん！」

「すぴかちゃん、一人で逃にげろ！」

　俺おれは彼かの女じよにそう言うも、すぴかちゃんは首を横に振ふり、一いつ緒しよになってぽかぽかと男を叩たたいた。

「八や雲くもくんと一いつ緒しよじゃなきゃ、すぴ、やだ！　──きゃっ！」

　そして、ゆっくりと歩いて来た姉に、すぴかちゃんがまんまと捕つかまってしまう。

「いや、放して！　八や雲くもくん！」

「すぴかちゃん！」

　必死にこちらへ手を伸のばそうとするすぴかちゃんを助けようと手を伸のばすが、次の瞬しゆん間かん、

「八や雲くもくん！　八や雲くもく──」

　すぴかちゃんは突とつ然ぜん意識を失い、月つき夜よ姉さんの腕うでの中に倒たおれ込こんだ。

「すぴかちゃん……！　姉さん、すぴかちゃんに何をした！」

「何もしていないのよ、八や雲くも。ただ、もう限界が来ているの」

　怒いかりと恐きよう怖ふに吠ほえる俺おれに、姉さんは落ち着いた声で返すと、すぴかちゃんを抱かかえ上あげた。

「……どうしてこの場所がわかったんだ」

　それから俺おれは、姉さんを睨にらみ付つけると、そんな疑問を口にした。

　俺おれの疑問に、姉さんは隣となりで静観していた秘書のももさんに、アイコンタクトを送る。

　するとももさんは俺おれに近づき、タブレット端たん末まつで、ある動画を見せた。

「そんな……」

　タブレットの画面に映る映像に、言葉を失う。

　見ればそれは、先日のイベント会場での出来事を撮さつ影えいした動画だった。俺おれとあの小太りの男がすぴかちゃんを巡めぐって言い争っている様子がネットのまとめサイトで拡散されていたらしい。

　タイトルには『一人のコスプレ少女を巡めぐって争う二人のキモオタをご覧くださいｗｗｗｗｗ』『これがオタクの修しゆ羅ら場ばの様子ですｗｗｗ』『【悲報】オタクさん、イベント会場でイキってしまう』『オタクが女の子に良いところを見せようとした結果がこちらｗｗｗｗ』などと、何とも恥はずかしい黒歴史確定な言葉が添そえられてしまっていた。

「くそっ……」

　これを姉さんに見られたとでも言うのか。

　俺おれは悔くやしいやら恥はずかしいやらで、何とも複雑な感情に陥おちいる。

　そっと盗ぬすみ見みたももさんが、その動画のタイトルに笑いを堪こらえているのが辛つらい。

　リビングが変な空気に包まれる中、しかし姉さんはピクリとも表情を変えず、言った。

「何でもすぐに拡散されてしまうネット社会は怖こわいわね、八や雲くも？　だけど私はこの動画のおかげで今ここにいるのよ。この動画で八や雲くもが雨あめ兎うさぎ先生と話しているのを見て、先生に匿かくまってもらっているんじゃないかと思ったの」

　俺おれは何も言えず、黙だまった。天国から真っ逆さまに地じ獄ごくへと落とされた気分だ。

「だからって、いきなり私たちの家に押おし入いって、こんな勝手な真似まねして許されると思ってるのか、あんたは？　警察呼ぶぞ」

　ろこさんが声を上げるも、姉さんは冷静に言った。

「どうぞ。私は自社の所有物を取とり戻もどしに来ただけです。説明すればきっと、窃せつ盗とうを働き、その実行犯を匿かくまっていたあなたたちが不利になりますよ、先生」

　しかしそんな姉さんに、ろこさんが口調を強めて反論する。

「それはどうかな。すぴ子についての著作権は私、雨あめ兎うさぎろこにある。それを無断で使用しようとしているのは、それこそ問題じゃない？」

「やめてくれ……」

「そ、そうですよ！　そっちがその気ならこっちだって戦う覚かく悟ごはあります。すぴかちゃんの著作権は──」

「もうやめてくれ！　すぴかちゃんの前でそんな話しないでくれ！　彼かの女じよは人間だ！　物じゃないんだよ！」

　俺おれの叫さけび声ごえに、姉さん、そしてろこさんとりゆさんが口を閉ざした。

「ご、ごめん、八や雲くも……」

　ろこさんが気まずそうに顔を伏ふせる。

「とにかく、ここで私を止めようとするのは結構です。ですが、先ほども申し上げた通り、彼かの女じよにはもう限界が来ています。つまり、あなた方がここで私を止め、すぴかちゃんを取とり戻もどしたとして、その行動がどういう結果を招くか、わかりますね？」

　姉の言葉に、歯を食いしばっていたろこさんまでもが、ふっと力を抜ぬいた。

「限界ってのは、すぴ子の体のことか……？」

　ろこさんが抑おさえ気味に尋たずねると、姉さんはすぴかちゃんに視線を落として言った。

「すぐにでもガラスの箱へ戻もどさなければ、この子はもう、永遠に目覚めなくなります」

「目覚めなくなるって……姉さん、どういうことかちゃんと説明してくれッ！」

「ちゃんと説明するつもりよ、八や雲くも。だけど今は一刻を争う事態なの。早く彼かの女じよを戻もどさなければ取り返しのつかないことになってしまう……それくらい、あなたにもわかるわよね、八や雲くも？」

　声を荒あららげる俺おれに対し、姉さんはどこまでもどこまでも、冷静な声こわ色いろで答える。

　きっと姉さんの言っていることは本当なのだろう。すぴかちゃんをガラスの箱に戻もどさなければ、そのまま彼かの女じよはおうちに帰ることすら叶かなわず、この世界で永遠に目覚めなくなる。

　だけど、このまま姉さんを行かせてしまったら、すぴかちゃんは『ユートピア・イヴ』という偽いつわりの楽園で、人権を無視され、まるで動物のように、ガラスの箱に閉とじ込こめられる。

　そんなバッドエンドだけは、阻そ止ししなければならない。

「姉さん、俺おれたちも会社に──オフィスに連れて行ってくれ」

　話を終え、すぴかちゃんを抱かかえてゆっくりと歩き出した姉さんの背中に声をかける。

「約束したんだ。ずっと傍そばにいるって」

　俺おれの言葉に、姉さんはふと立ち止まると、隣となりにいる秘書のももさんへ言った。

「もも、車をもう一台用意させなさい」

　もう逃にげるのは終わりだ。今夜、決着をつけよう。
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「な、なんだ……なんだこの人の多さは」

　会社へと到とう着ちやくし、オフィスのある階でエレベーターのドアが開くと、俺おれは驚きよう愕がくした。

　以前まではがらんとしていたその階は、しかし久しぶりに来てみれば、多くの女性の姿で溢あふれかえり、賑にぎわっていた。それを見て、初めはこの人たちも社員かと思ったが、どうも雰ふん囲い気きが違ちがう。皆みな華はなやかであったし、楽しげだ。

「あれ、りゆっぺ！　りゆっぺも呼ばれたのー？」

　すると、その中の一人がりゆさんを見つけて駆かけ寄よってくる。それを見て、確信した。

「まさか、これ、全員……声優さん？」

　そう、よくよくその話し声に耳をすましてみれば、彼かの女じよたちの声にはそれぞれに聞き覚えのあるような特とく徴ちようがあった。間ま違ちがいない。彼かの女じよたちは今をときめく人気女性声優さんだ。

　恐おそらくりゆさんのときと同じように、彼かの女じよたちもコラボ企き画かくのために招しよう集しゆうされたのだろう。

「な、なんだここは……星５ランクＳＳＲしか出ない幻まぼろしのガチャ会場か!?」

　ろこさんがその数の多さを見て、よくわからない例えをする。

「とにかくオフィスへ向かいましょう」

「あっ、八や雲くもくん待ってぇ～！」

「置いてくな、八や雲くもー！」

　あいにく俺おれは声優には詳くわしくない。けれども声優オタが見たら卒そつ倒とうしそうなその光景の中、俺おれは声優さんの合間を縫ぬって廊ろう下かを進む。途と中ちゆうで扉とびらの開放された会議室を覗のぞいてみると、そこでもやはり、たくさんの女性声優さんが待機しているようだった。恐おそらく今日が、キャラとの初対面の日なのだろう。

「急がなければ」

　プロジェクトは本格的に始動しようとしていた。俺おれは廊ろう下かを進み、オフィスへと入る。

　幸いオフィスの中までは声優さんはいなかった。しかし──。

「マ、マジかよ……」

　最後に見たときには、すぴかちゃんのガラスの箱が真ん中にぽつんとあるだけだったそのだだっぴろいオフィスのすっかり様変わりしている光景に、俺おれは息を吞のんだ。

　見ればフロア中、所ところ狭せましとガラスの箱が並べられていたのだ。

「あ、あれは……」

　そしてもちろん、その中に入っているのは──。

「もしかして、あむにゃん、なのか……!?　み、見ろ、あそこには東とう城じようアナちゃんがいる！　って、凜りんタソ！　キャトウンちゃん！　美甘みかも優ゆう奈なちゃんまでいるじゃないか！　ん？　お、おいおいおい待て待て待て、ペコリシュカ様までいらっしゃる！　む、向こうはどうだ──」

　そうだ。ガラスの箱一つ一つには案の定、様々な作品の二次元美少女たちの姿があった。

「な、なんという桃とう源げん郷きようなんだ、ここは……」

　その、夢ですら叶かなえられないような光景に、身が震ふるえる。

　ツンデレキャラは内側から怒おこったようにガラスを叩たたき、無口キャラはぽーっと立たち尽つくす。クールキャラは悟さとったように真ん中で正座をし、お嬢じよう様さまキャラは優ゆう雅がにお茶を嗜たしなんでいた。

　いろいろな属性を持つ美少女たちが皆みな一様にガラスの箱の中に閉とじ込こめられている。

　しかしそれは、まるで悪い人間に捕つかまって瓶びん詰づめにされてしまった妖よう精せいのようにも見えた。

「こ、こんなの許されるのか……？」

　すっかり目を奪うばわれた俺おれは、街中のショーウィンドウを見るような感覚で、半ば興奮気味に二次元の美少女たちに次々と視線を移していく。

　怯おびえる者、睨にらんでくる者、微笑ほほえむ者、誘ゆう惑わくしてくる者……。

　二次元の美少女たちの様々な視線に吸い寄せられながら歩いていた俺おれは、しかしそこで両側から腕うでをくいっと引っ張られた。

「八や雲くもくん、今は他の子に目移りしている場合じゃないでしょ」

「そうだよ、八や雲くも。私だってさっき写真撮とるの我が慢まんしたんだ。そして今も我が慢まんしているんだから八や雲くもも我が慢まんしな！」

　りゆさんとろこさんに引っ張られ、俺おれはハッとして正気に戻もどる。

「そうだ、俺おれは早くすぴかちゃんのところまで行かないと！」

　本来の目的を思い出した俺おれは、今度は二人を引っ張るような形で歩みを早め、ガラスの箱の森を進んだ。そして、ようやく見つける、始まりの場所……。

「すぴかちゃん！」

　見ればすぴかちゃんは初めと同じ様子で、ガラスの箱の中で指を甘あま嚙がみし、縮こまっていた。

「八や雲くもくん！」

　しかし、俺おれの姿に気がついたすぴかちゃんは立ち上がると、ガラスに張りついて微笑ほほえんだ。

「すぴかちゃん、もう大だい丈じよう夫ぶだからな。俺おれが傍そばにいるから！」

　すぴかちゃんのもとへ近づく。けれどもそこへ、月つき夜よ姉さんが立ちはだかった。

「……姉さん」

　ガラスの箱の前で、月つき夜よ姉さんが、冷たい視線でこちらを見み据すえる。

「彼かの女じよ、元気になって良かったわね、八や雲くも」

　姉さんはそう言って、すぴかちゃんを見た。

「さっきも言った通り、あれ以上外に出していたら彼かの女じよは危ないところだったのよ、八や雲くも」

　言われて、俺おれはすぴかちゃんに目を向けた。たしかに彼かの女じよは元気になっているように見えた。

「二次元の女の子たちはこの世界でのスリープエンドシンドロームからは逃のがれられないの」

「……やっぱり、すぴかちゃんに元気がなかったのはガラスの箱から出していたからなのか」

「ええ、そうよ。二次元の彼かの女じよたちを長時間ガラスの箱の外に出していれば彼かの女じよたちの体には支障が出る。そしてすぴかちゃんには限界が来ていた。だから私は彼かの女じよを連つれ戻もどしに行ったの」

「じゃあ、今はもう大だい丈じよう夫ぶなのか」

「箱の中に入っていれば平気よ。だけど八や雲くももわかったわよね？　彼かの女じよはその箱の中でなければ生きられない。ガラスの箱は、彼かの女じよたちを閉とじ込こめる檻おりであると同時に、彼かの女じよたちの生命維い持じ装そう置ちでもあるの。ガラスの箱から出してしまえば、いずれ彼かの女じよたちは眠ねむったまま目覚めなくなる。……彼かの女じよたちは弱いのよ、八や雲くも？　私たちとは違ちがい、創作物なのだから」

　姉さんの言葉を聞き、ろこさんから聞いたシミュレーテッドリアリティの話が本当であってほしいと思った。そうすれば偉えらそうに語って彼かの女じよたちを見下す姉を、打ちのめせるのに。

「それより見なさい、八や雲くも。あなたの大好きな二次元の女の子がこんなにいるの、素す晴ばらしいでしょ？」

　それから姉さんは他のガラスの箱に閉とじ込こめられている美少女たちを見て言った。

「これ全部、あなたのものよ。嬉うれしいでしょ、八や雲くも？」

　俺おれは辺りを見み渡わたした。たしかに俺おれの大好きな二次元の美少女だらけだ。だけど、嬉うれしくない。

「こんなの全然嬉うれしくないよ、月つき夜よ姉さん」

「……なぜ？」

「だって、俺おれが好きなのは、幸せそうな二次元の美少女であって……こんな、檻おりに閉とじ込こめられて悲しい顔をした彼かの女じよたちじゃない……姉さん、どうして姉さんにはそれがわからないんだ」

「私こそ、あなたがわからないわ、八や雲くも。事業が成功すれば大金持ちにだってなれるのよ？　そして毎日いろいろな女の子たちと過ごせるの。ここにいる女の子だけじゃない、あなたが望めば他の作品から好きな子をもっと連れてきたっていいの。そんな、すべてが手に入る夢のハーレム生活が待っているのに、どうしてそれを拒こばむの？」

　あなたたちオタクはハーレムが好きでしょ？　と月つき夜よ姉さんは首を傾かしげた。

「……たしかにそうかもしれない。オタクの中にはハーレムが好きな人だっている。もちろん俺おれだって一度や二度、そんなことに憧あこがれたことだってある」

　俺おれはそこまで話すと、すぴかちゃんを見て言った。

「だけど俺おれは、今までも、そしてこれからも、愛してるのはすぴかちゃんだけだ。彼かの女じよ一筋だ。ハーレムなんて望んでない。他の女の子たちも欲ほしくない。すぴかちゃんだけがいてくれれば、すぴかちゃんを好きでいられれば、もうそれだけで充じゆう分ぶん幸せなんだよッ！」

「……八や雲くも、くん」

　そのとき、すぴかちゃんがガラスの箱から俺おれを見つめ、切なそうに微笑ほほえんだ。

「そして俺おれは、そんな大切な子を救うため……すべて終わらせるため、ここへ来た。月つき夜よ姉さんの言うことを聞きに来たわけじゃない。俺おれは管理責任者はやらない。月つき夜よ姉さんは間ま違ちがってる。それがわかったらすぴかちゃんを……ここにいる彼かの女じよたちを、彼かの女じよたちの世界に戻もどせ。戻もどしてくれ、頼たのむ」

　俺おれが吐はき出だすと、姉さんが一いつ瞬しゆん口元に笑えみを浮うかべたように見えた。

「あなたの気持ちはわかったわ。けれどね、八や雲くも。もうイヴ・プロジェクトは動き出しているのよ。多くの人やお金が動き、様々な人の人生が関わっている……それを、あなた一人が嫌いやだからって中止にして良いと思っているの？　責任を取ってくれるの？　代だい償しようを払はらえるの？」

「……思わない。だけど、彼かの女じよたちを戻もどしてくれるなら、それからは俺おれはなんだってやる。借金でも何でも背負う。きっとそれがどれだけ無む謀ぼうなことかも、正直俺おれはまだわかっていない。もしかしたらこの先六十年の人生、一生辛つらいかもしれない。自分でも無む鉄てつ砲ぽうだってわかってる。だけどそれでも彼かの女じよたちを救えるなら、すぴかちゃんを救えるなら、俺おれはこの人生を、彼かの女じよに捧ささげる」

「……そう、八や雲くもは彼かの女じよのために人生を、命をかけられると言うのね？」

「もちろんだ。すぴかちゃんのためなら俺おれは命だって惜おしくない。何だったら、今ここで死んでやる」

「八や雲くも、なにバカなこと言ってんだ、早まるなって！」

「そうだよ、死ぬなんて……っ」

　後ろから様子を見守っていたろこさんとりゆさんに、俺おれは言った。

「だけど、俺おれがここで死ねば、俺おれの死を理由にイヴ・プロジェクトは中止になるはずだ。大切な弟がプロジェクトの途と中ちゆう、何らかの事故によって死んだのなら、中止を発表しても姉さんは誰だれからも責められない。そしてプロジェクトが中止になれば、二次元の彼かの女じよたちも、すぴかちゃんも、元の世界に帰れる……」

　その言葉に、姉さんは俺おれではなくすぴかちゃんをしばらく見つめたあと、ふと口を開いた。

「彼かの女じよにそこまでの価値があるの？」

「当たり前だ。今からそれを証明してやる」

　俺おれはそう言って、ポケットからボールペンを取り出すと、それを見つめた。

「……どうする気なの、八や雲くも」

「これで、やってやるよ」

　低く唸うなる。自分でも止められないまま、ムキになっていたのかもしれない。

　だけど、終わらせるには、こうするしかないのだ。

　ボールペンを強く握にぎり締しめると、喉のどに突つき立たてる。姉さん、そしてりゆさんたちが動いた。

　しかしそこで、すぴかちゃんがガラスを叩たたき、俺おれに向かって叫さけんだ。

「やめて八や雲くもくん！　そんなことしないで！　すぴのためなんかに、死なないで！」

　俺おれはそんな彼かの女じよに視線を向けて、力なく笑ってみせた。

「すぴかちゃん……でも、もうこうするしかないんだ。そうでもしなきゃ姉さんは納なつ得とくしない」

「そんなのすぴ、やだ！　八や雲くもくん、約束した。すぴをおうちに帰すまで離はなれないって！　今ここで死んじゃったら、八や雲くもくんは約束を破ることになるんだよ！」

「だけど、だから、俺おれはすぴかちゃんをおうちに帰すために──」

「そんなの知らない！　こんなの違ちがうもん！　すぴ、やだ！」

「すぴかちゃん……」

　困ったように俺おれがこぼすと、すぴかちゃんは一度部屋の中央に行き、それから何かを手に戻もどって来くると、それを喉のどに突つき立たて、俺おれの目を見つめて言った。

「じゃあ、すぴも死ぬ！　八や雲くもくんがやめないなら、すぴだって死ぬんだから！」

　その震ふるえる小さな手には、ペンが握にぎられていた。

「すぴ、本気だから……！」

　そう言う彼かの女じよの目から、涙なみだがこぼれ落ちる。

「すぴかちゃん……」

　必死にガラスの向こうで訴うつたえるすぴかちゃんの苦しそうな表情に、俺おれはペンを手放した。

「……わかった。死なない。俺おれ、すぴかちゃんが悲しむことはしないって、約束したもんな」

　そして俺おれは、そんな自分を救ってくれたすぴかちゃんの目を見つめて、言った。

「おうちに帰してやれなくて、ごめんな」

「……ううん」

　すぴかちゃんが涙なみだを拭ぬぐい、俺おれを見つめる。俺おれはすぴかちゃんから姉さんに視線を向けた。

「月つき夜よ姉さん、俺おれは、彼かの女じよのために、死ねなくなった」

　俺おれたちの様子を見ていた姉さんの少しきつそうな目が、少しだけ見開いていたように見えた。

「なぁ、あんたの弟がここまでやってるんだ、もういいだろ！」

「そうですよ、彼かの女じよたちを解放してあげてください、月つき夜よさんっ！」

　二人の声に、姉さんはハッとした様子でこちらに向くと、またいつもの無表情で言った。

「……いいわ、八や雲くも。あなたがどれほど本気なのか、今ので充じゆう分ぶんわかった。だから、もしもこれから私の出す課題を達成できたら、胡桃くるみすぴかちゃんを、彼かの女じよたちを元の世界に帰してあげる」

「……課題？」

「そうよ、八や雲くも。あなたには、死ぬよりも辛つらいことをしてもらうの」

「おい──ッ！」

　声を上げたろこさんを、俺おれは止める。

「……何を、すればいい」

「彼かの女じよに関するものをすべて捨てるのよ」

「は？」

　思わず気の抜ぬけた声が出てしまう。

「あなたの所持している胡桃くるみすぴかちゃんのグッズを、すべて捨てなさい」

「ふざけてんのか？」

「八や雲くも、私、冗じよう談だんは言わないの。私は本気よ。もしあなたが彼かの女じよのグッズをすべて捨てることができたら、イヴ・プロジェクトは中止にしてあげてもいいわ。猶ゆう予よは一週間。できるの、八や雲くも？」

　ろこさん、りゆさんが俺おれを見る。姉さんにはずいぶんと、甘あまく見みられたものだと思った。

　しかし、姉がそう言っているのなら、これ以上簡単な条件もない。

　どういう意図があるかはわからんが……この条件に乗るほかないだろう。

「上等だ。やってやるよ。すぴかちゃんのグッズをすべて捨てればいいんだな？」

「ええ、そうよ、八や雲くも」

　姉が頷うなずくのを確かく認にんし、俺おれは勝利の笑えみを浮うかべ、威い勢せいよく吠ほえた。

「なら、三日もあれば充じゆう分ぶんだ！　三日後、絶対にすぴかちゃんを元の世界に帰してもらうから覚かく悟ごしておけよ！　姉さん、自分の言ったこと、後こう悔かいすんなよ！」





２
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　自分の部屋で、すぴかちゃんのフィギュアとゴミ袋ぶくろを手に、今日も俺おれは泣いていた。

「八や雲くもくん、今日こそ頑がん張ばるんだよ！　すぴ、捨てやすそうなの見つけたから！」

　そう言って、泣きべそをかく俺おれに、すぴかちゃんは本の間から栞しおりを持って来て一枚渡わたした。

　栞しおりにはすぴかちゃんが描えがかれていた。本屋で買い物をしたときレジでよくもらえる粗そ品しなだ。

「これなら、大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　およそ俺おれの部屋にあるすぴかちゃんグッズでいちばん捨てやすいであろう物を見つけ出してくれたすぴかちゃんが、不安げに、しかしさすがにこれならいけるだろう、と期待の目で俺おれを見つめる。

　そしてダメ押おしのように、迷っている俺おれの前ですぴかちゃんは手に持っていたものを広げた。

「ほら、それを捨てたってまだこんなにある！　しかも全部同じ！」

　すぴかちゃんの手には俺おれが持っているものと同じ栞しおりが十枚以上もあった。恐おそらく俺おれはすぴかちゃんの栞しおりが何らかの事故で折れ曲がったら大変だと、キャンペーン中に足あし繁しげく本屋に通い、栞しおりを集めたのだろう。しかも同じものを何枚も。

「こんなに持ってても仕方ないから、まずは一枚、捨ててみよ？」

「……うん」

　彼かの女じよの言う通りだ。同じものを何枚も持っていても仕方がない。

「やるよ、俺おれ」

「八や雲くもくん、ちょっと待ってて」

　すると、すぴかちゃんはそう言い残して部屋を出て行き、零れ音いんの部屋から何かを持って戻もどってくると、ぺたんと女の子座ずわりをした。

「昨日、零れ音いんと一いつ緒しよに作ったんだよ」

　そう言ってにっこりと微笑ほほえむ彼かの女じよの手には、黄色のポンポンが摑つかまれていた。

「八や雲くもくん、がんばれっ、がんばれっ」

　チアリーダーと化したすぴかちゃんが、応おう援えんを始める。

「ありがとうすぴかちゃん、俺おれ、やってみせる」

「うん、がんばれっ、がんばれっ！　八や雲くもくんならー、きっとー、できるっ……ぞ☆」

　彼かの女じよが不ふ甲が斐いない俺おれのためにここまでしてくれている。俺おれはやらなければならない。

　俺おれは目を瞑つぶり、手に持っていた一枚の栞しおりを、ゴミ袋ぶくろへと持って行く。しかしその瞬しゆん間かん、うっすらと開けた視界に飛とび込こんでくる〝ＮＯＴ　ＦＯＲ　ＳＡＬＥ〟の文字。

　まさか、これ……非売品、だと？

「ど、どうしたの、八や雲くもくん」

　あともう少しのところで動きが止まった俺おれに、すぴかちゃんが声をかける。

「……すまん、できない」

「もお！」

　へこたれる俺おれに、すぴかちゃんがぷぅっと頰ほおをふくらませてポンポンを投げてくる。

「八や雲くもくんの噓うそつき！」

　ポンポンを顔面キャッチした俺おれに背を向けると、すぴかちゃんは腕うでを組んでぷんぷん怒おこった。

「あっ……す、すぴかちゃん……許して……」

　姉さんが俺おれに課題を出したあの日から、もう三日が経たっていた。『三日もあれば充じゆう分ぶんだ！』と息巻いていた俺おれは、しかし三日経たった今現在、未いまだ何一つすぴかちゃんグッズを捨てられていない。『自分の言ったこと、後こう悔かいすんなよ！』と姉さんに言った言葉が、見事ブーメランとして俺おれの脳天に突つき刺ささっていた。正直、あの課題を聞いたとき、内心、余よ裕ゆうだと、楽勝だと思っていた。

　しかし部屋に帰り、いざすぴかちゃんの笑え顔がおまみれのグッズを前にすると手が止まった。

　自分でも驚おどろいた。身体がまったく動いてくれないのだ。

　そして今になって思う。正直、死んだ方がまだ楽だった、と。

　そう思えるほど、すぴかちゃんグッズを捨てることは辛つらいものだった。

　まるでそれは己おのれの身体を、魂たましいを引ひき剝はがしていくような感覚だ。

　そんな俺おれの隣となりで、すぴかちゃんはこの三日間、懸けん命めいに応おう援えんしてくれていた。

　あれからすぴかちゃんはガラスの箱で休むとすっかり元気になり、俺おれたちはすぴかちゃんを連れて、会社を後にした。そして会社の外に出ると、りゆさんたちは課題を手伝ってくれると言ってくれた。しかしそのときの俺おれは自分がまさかこんな悲ひ惨さんなことになるなどと思いもせず、かっこつけ、「自分の手で一つ一つ捨てたい」と言ったため、すぴかちゃんと二人で作業をすることになった。そしてこの有り様である。

「おーい八や雲くもー、来たよー」

　するとそのとき、部屋のドアが突とつ然ぜん開かれると、ろこさんが差し入れを手にやって来た。

「──って、全然片付いてないじゃんっ！」

「あらら、本当だ。これはひどい」

　そんなろこさんのあとから、りゆさんも続けて部屋に入ってくる。

「八や雲くもくん、全然捨ててくれないんだよぅ！」

　こちらに背を向けていたすぴかちゃんが、助けを求めるようにりゆさんに抱だきついて言った。

　そんな彼かの女じよの頭を、りゆさんが優やさしく撫なでる。

「すぴ子に応おう援えんまでさせて……ほんっと情けないなー」

　近くに落ちていたポンポンを拾ったろこさんも、呆あきれたように言った。

「うわっ、ゴミ袋ぶくろに何も入ってない。三日間ずっとこんな感じだったの？」

「はい。兄さん、ずっと子どもみたいに駄だ々だを捏こねて、まるで赤ちゃんよろしく泣きわめいてただけなんです」

　それから空っぽのゴミ袋ぶくろを広げて尋たずねるりゆさんに、部屋の隅すみで体育座ずわりをし、無言のままハンディカムをじっと構えていた零れ音いんが口を開き、こくこくと頷うなずいた。

「見ますか？　この三日間の兄さんの軌き跡せきを」

　零れ音いんがハンディカムをテレビに繫つなぎ、初日からの映像を流す。そこにはグッズを手にするピンク髪がみの美少女とすったもんだを繰くり返かえす、何とも情けない男の姿が映し出されていた。

「せっかく一人のオタクが脱だつオタするドキュメンタリーとして面白おもしろい画が撮とれると思ったのに、これじゃあ台無しです。ネットに上げられませんよ」

　映像を早送りしてもまったく部屋の風景は変わらず、そんな様子を見て、俺おれの部屋に響ひびく、全員の大きなため息……。

「すいません……」

「しゃーない、こうなったら私たちも手伝うしかないっぽいね。ほらりゆ、ゴミ袋ぶくろ広げて」

　するとそこで、見かねたろこさんが近くにあったフィギュアを手に取ると、それをりゆさんの広げるゴミ袋ぶくろに入れようとした。しかし──。

「……何すんだよ、八や雲くも」

「いや、あの、身体が勝手に……」

　笑えみを浮うかべながら怒おこるろこさんの腕うでを、俺おれは無意識のうちに摑つかんで阻そ止ししていた。

「放せ」

「できるならそうしたいのですが、すぴかちゃん防衛センサーが作動して身体が言うことをきかなくて……」

　ぐぐぐぐぐ……と、お互たがいに笑えみを浮うかべて力を入れる。

「りゆ、すぴ子……八や雲くもを押おさえてて！」

　瞬しゆん間かん、ろこさんが不意に俺おれの身体にタックルを決めると、吹ふき飛とばされた俺おれはそのままりゆさんに頭を抱かかえ込こまれ、すぴかちゃんに拘こう束そくされた。

「お姉さんのお胸で大人しくしていましょうねえ、八や雲くもくん～」

「八や雲くもくん、すぴのために耐たえてっ」

　二人の女の子に拘こう束そくされた俺おれの目の前で、すぴかちゃんフィギュアがゴミ袋ぶくろ──否、ブラックホールへと運ばれて行く。

「あ、まってください、それは、抽ちゆう選せん一名様限定『胡桃くるみすぴか秋服でほっこりマフラーだよ☆フィギュア』……だから……あっ……俺おれの宝物……あああ、あああぁぁぁあああぁあっ～！」

　俺おれの情けない声が響ひびくと、しかしそこで、ろこさんの手がぴたりと止まった。

「ろこ、私が視界をふさいでいるうちに早く！」

　りゆさんの大きな胸が顔に乗っかり、おっぱいアイマスクで何も見えなくなる。

「今だよ、ろこ！」

　すぴかちゃんの声に、けれどもろこさんは手を止めたまま、ふと口を開いた。

「やっぱり私には無理かなぁ、うん……」

「えっ、な、なんでよろこ？」

「いや、だって八や雲くも見てみなよ。こんなに大勢の可愛かわいい女の子の前で男があんな情けない声出して足ジタバタさせちゃってさ、めっちゃかっこ悪いでしょ。超ちよう必死じゃん」

　何も見えないが、全員が俺おれに視線を向けた気がする。

「でもこんなにも必死になって、そんな姿をさらしてしまうくらい、八や雲くもにとってはこのすぴ子のフィギュアは大切なものなんだよね、きっと」

「……たしかに」

「そんな、八や雲くもにとって想おもい出でのいっぱい詰つまった大切なものをさ、私が捨てられるわけないじゃん。っていうか、誰だれにも捨てる権利なんてないよ」

「うぅ……」

　りゆさんの言葉と共に、視界が開ける。

　見れば目の前にはろこさんがフィギュアを持ってしゃがんでいた。

「ってことで、やっぱり八や雲くもが頑がん張ばってやるべきなわけじゃん？」

「……はい」

　頼たよりなく頷うなずき、ろこさんからフィギュアを受け取る。己おのれの情けなさに涙なみだが出そうになる。

　りゆさんはそんな俺おれにひざまくらをして、頭を撫なでてくれていた。

「しっかしまぁ、八や雲くもの姉も……マジで鬼おにだねぇ」

　そして、立ち上がったろこさんが笑いながらそんなことを言った。

「こんな課題、八や雲くものこと相当理解してないと、なっかなか出せないでしょ」

「たしかに、八や雲くもくんがここまで何もできなくなるなんてすぴも想像できなかった」

「正直私も、兄さんがこんなになるなんて思いませんでしたね、情けない」

「さすが姉弟きようだいと言ったところだねぇ」

　そんなろこさんの言ったことに、俺おれは変な気分になっていた。

　たしかに俺おれ自じ身しんも、自分がここまで何もできなくなるとは思わなかった。

　姉さんは俺おれのことをまったく理解していない──ずっとそう思っていた考えが不安定になる。

「どうしたの、八や雲くもくん？」

　俺おれの顔を覗のぞき込こんでくるりゆさんに、

「……いや、何でもありません」

　そう言って起き上がると、そんな俺おれを見てろこさんが言った。

「さて、問題はここからどうするかだよねん。誰だれかなんか良い案ないの？」

　ろこさんの問いかけに、みんながうーんと考え始めた。

「燃やす」

　ボソッと声を漏もらした零れ音いんに、ろこさんが呆あきれたように言った。

「零れ音いんちゃん、この前、零れ音いんちゃんの部屋見せてもらったけど、あそこにいるお人形たちを燃やすこと、できる？　できないでしょ？」

「ぐぬぬ……」

　零れ音いんにブーメランが刺ささる。毎回何か発言するたびにブーメランが刺ささるな、この妹は。

「やっぱり、すぴかちゃんのグッズに集中しちゃうからいけないんだと思う！」

「りゆ、どういうこと？」

「つまり、グッズに意識を集中してしまうから、いろいろなことを思い出して動けなくなってしまうと思うの。だから八や雲くもくんの意識を、グッズ以外の他のことに向ければ、いけるんじゃないかなって」

「ながら作業で捨てるってことね」

　ろこさんに、りゆさんが頷うなずく。

「気を逸そらすことかぁ」

「ふっふっふ、私に良い考えがある！」

　するとそこで、何か閃ひらめいたりゆさんが全員を集め、何やらひそひそ話を始めた。

「ほーん、まぁいいんじゃないの……あっ、でも八や雲くもにはちょっと刺し激げきが強すぎるかにゃ～？」

「あの、それ、私もやるんですか……？」

「もちろん、全員でやらないと意味ないでしょ」

「すぴ、八や雲くもくんのためにやる！」

　そしてりゆさんがふり返ると、

「ということで八や雲くもくん、ちょっと待っててね」

　と言って、彼かの女じよたちは俺おれを部屋に残し、どこかへ行ってしまった。

「な、なんなんだ……」

　それから一時間後、突とつ然ぜんドアが開かれたかと思うと、俺おれの部屋にチアガールの格好をしたりゆさんたちが入って来る。

「な、なんですか、それは……」

「八や雲くもくんを応おう援えんするぞ☆隊よ！　八や雲くもくん、さあ、がんばれっ、がんばれっ！」

　りゆさんが声を上げると、全員がその後に続いた。

「八や雲くも、どうよ、これで捨てる気になったっしょ？」

「えーっと……」

　ポンポンを持ったチアガールたちが腕うでを振ふり、足を上げ応おう援えんしてくれる。上を見ればりゆさんとろこさんの胸が見たことないくらいゆっさゆっさと揺ゆれ、下を見ればスカートの中が恥はずかしげもなく露あらわになっている。なんなんだろう、この、何とも言えない気持ちは……。

「あの、パンツ見えてるんですけど」

「見せパンだから大だい丈じよう夫ぶよ！」

「えっ、えっ、そ、そうなんですか……私あの、そんなこと、わからなくて普ふ通つうに……」

　瞬しゆん間かん、ただでさえ恥はずかしそうにしていた零れ音いんが一気に顔を赤らめ、とても恥はずかしそうにスカートを押おさえながら踊おどり始めた。

「レアキタ！　零れ音いんちゃんの赤面レアッ！」

「に、兄さん！　こっち見ないでください！　見たら刺さしますよ！　ろこさんも撮とらないで！」

　零れ音いんがらしくなく弱気な様子で言って、へたり込こんだ。

　というか妹のパンツ見ても嬉うれしかねえ！

「や、八や雲くもくん、すぴも、パ、パンツだよ……」

　そしてすぴかちゃんも負けじと、恥はずかしそうに両手でスカートをめくりパンツを見せ、すかさずろこさんが「レア！」と撮さつ影えいする。俺おれの部屋で何をやっているんだ、この人たちは……。

「もういいです。ありがとうございます」

　俺おれはそう言って彼かの女じよたちにお礼を言うと、そこらへんに散らばった栞しおりを一枚ずつ拾って、ゴミ袋ぶくろの中に入れていく。

「や、八や雲くもくんが……」

　そこでぴたりと踊おどるのをやめ、呆気あつけに取とられた様子ですぴかちゃんが口を開く。

「おぉ、作戦成功！　これはすぴ子のパンツが効いたか？」

　ろこさんが言うと、恥はずかしそうに顔を覆おおって「あうぅ」とすぴかちゃんまでへたり込こんだ。

　正直、ろこさんの言う通り、恥はずかしそうにしてるすぴかちゃんを見て申し訳なくなったのが本音だ。それに漫まん画が家かであるろこさんや声優であるりゆさん、妹の零れ音いんにここまでさせてしまっては、捨てないわけにはいかない。そして不思議なことに、なんだか今の俺おれはこの謎なぞの空間に脱だつ力りよくしていた。何と言うか、エロいというより、アホすぎなのだ。良い意味で。
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「よいよい、八や雲くもがやる気のうちに全力応おう援えんキャンペーン始めちゃうよ！」

　ろこさんの掛かけ声ごえに、また全員が応おう援えんを始める。

　俺おれはそんな掛かけ声ごえの中、すぴかちゃんグッズをゴミ袋ぶくろに入れていく。

　意外なことに一度捨てることができれば、あとは最初ほど苦しまずに済んだ。

　……それにしてもマジでなんなんだこの状じよう況きよう。

「八や雲くもー、どうせなら裸はだかでやってやろうか？」

「それはダメ！」

　瞬しゆん間かん、悪ノリが過ぎたろこさんへすぴかちゃんが慌あわてて言った。

「あははー……冗じよう談だんだって冗じよう談だん……ほら八や雲くも、もっと手を動かせー！　足を動かせー！」

「動かしてますよ」

　それからはもう彼かの女じよたちは応おう援えんそっちのけで、好きな曲をかけながらみんなで好き勝手楽しそうに踊おどっていた。

　一方、俺おれも俺おれで、普ふ通つうにグッズに目を向け、一人黙もく々もくとゴミ袋ぶくろに入れていく。グッズの中にはもう手に入らない限定もの、世界に一つだけしかないものなどが普ふ通つうにあった。

「いったい何年、いったいいくらかけたと思っているんだ」

　思わずそう愚ぐ痴ちが出てしまうも、それだけイヴ・プロジェクトを中止することは重いのだと、むしろこれで済むなら安いくらいだと自分に言い聞かせた。

　それからある程度片付いたあと、みんなで夕食を食べ、夜も遅おそくなったため、りゆさんとろこさんは帰り、零れ音いんは自分の部屋へ眠ねむりに行った。

　そして、時刻は深夜一時──。

　すぴかちゃんまみれの部屋で、すぴかちゃんに応おう援えんされながら、すぴかちゃんグッズをゴミ袋ぶくろに入れていく謎なぞの儀ぎ式しきは今なお続いていた。すぴかちゃんは思い出したようにときどきポンポンをシャンシャン振ふると、俺おれを応おう援えんしてくれた。

「すぴかちゃん、眠ねむかったら寝ねてもいいんだよ」

　俺おれが言うと、すぴかちゃんは頷うなずいてから心配そうにこちらを見つめた。

「八や雲くもくんも大だい丈じよう夫ぶ？　苦しくない？」

　彼かの女じよの優やさしさに胸がきゅんとする。だからこそ、俺おれは頑がん張ばらないといけない。

「俺おれはすぴかちゃんに逢あえた。それだけで充じゆう分ぶんだ。俺おれは幸せ。これくらい平気だ」

「八や雲くもくん……あっ」

　するとそこで、何かに気がついたすぴかちゃんがあるものを持って来る。

「これもちゃんと捨てないとダメだよ」

　言って、むーっと上うわ目め遣づかいで見てくるすぴかちゃんが持って来たのは、彼かの女じよの同人誌だった。

「も、もちろん捨てるとも！」

　彼かの女じよの手から同人誌をもらおうとすると、すぴかちゃんはそれをひゅいっと躱かわし、顔を赤くしながらおもむろに同人誌を読み始めた。

「や、八や雲くもくんは……すぴと、こ、こういうことしたいの？」

「えっ……」

　いきなり何を言い出すんだ、この子は。

「だって、すぴのこと思って、こういう本を買ったんでしょ？　すぴの、その、体に興味あったり、すぴと、え、えっちなことしたいって思って……。ろこが、そうじゃなきゃこんな本買わないって言ってたもん……でも男の子だから仕方ないって」

　そうかろこさんか……あの人、すぴかちゃんに何てことを吹ふき込こんでくれるんだ。

「そ、それはそうだけど……でもまぁ、魔まが差してというか、何と言うか……」

　そう言ったあと、俺おれはふと言葉を漏もらした。

「いろいろな意味でラブラブになりたいってのは、本当だけど……」

「……そっか」

　少しの間、沈ちん黙もくが流れた。見れば、すぴかちゃんは少し恥はずかしそうに顔を伏ふせていた。

　男と女、夜中、二人っきりの部屋……も、もしかしてこれは……。

「す、すぴかちゃん……い、いいの……？」

「えっ？　い、いいって、なにが？」

「だから、その、えっちなことしても……」

　俺おれが口にした瞬しゆん間かん、すぴかちゃんの顔が真っ赤になり、頭からボンッ[image: ]と煙けむりが上がる。

「ダ、ダメだよ！　すぴたちまだ高校生だし！　そ、そういうのはまだ早すぎるから！」

　で、ですよね。

「ほら、ちゃんと捨てる！」

　すぴかちゃんから同人誌を胸に押おしつけられ、俺おれは変な気を起こさぬよう、それを見ずに捨てた。

　そのあとも作業は続き、外がうっすらと明るみ始める頃ころ、ようやく最後の一つとなった。

「これが、最後だよ」

　すぴかちゃんが、最後の一つとなったフィギュアを大切そうに両手で手て渡わたしてくれる。

「……寂さびしいとき、ずっとこのすぴかちゃんに話しかけてたなぁ」

　そのフィギュアは、俺おれが初めて買ったすぴかちゃんのグッズだった。

「俺おれの親、何回も離り婚こんしててさ。仕事ばかりの父親も問題だったけど、新しく出来た母さんは、最後には絶対父を裏切って去って行った。そんなこともあって、俺おれが三次元に絶望して心が弱っていたときに、深夜眠ねむれなくてテレビを見てたら、すぴかちゃんを見つけたんだ。……そのときの俺おれはもう目の前が真っ暗で死にそうだったんだけど、そんな俺おれに、すぴかちゃんは光を与あたえてくれた。生きる希望をもたらしてくれた。……そして俺おれは、きみに恋こいをしたんだ」

　それから俺おれは、二次元は裏切らない、三次元はクソだと、子どもみたいな信念を貫つらぬいた。

「辛つらいときやさみしいとき、いつもすぴかちゃんがいてくれた。携けい帯たいの待ち受けにすれば、どこでだって変わらない笑え顔がおを見せてくれた。フィギュアのすぴかちゃんは毎晩俺おれの話を聞いてくれた。その日がどんなに辛つらい一日でも、夢の中できみと逢あえればすべてチャラになった」

　俺おれはフィギュアをぎゅっと握にぎる。瞬しゆん間かん、このフィギュアを初めて買ったときから今までのことが走そう馬ま燈とうのように、頭の中で流れた。

「……だ、だめだ、これだけは……これを捨てたら、俺おれが俺おれでなくなる気がする。これはすぴかちゃんとのスタート地点なんだ。これを捨てたら、俺おれは……っ！」

「八や雲くもくんっ」

　最初に買ったすぴかちゃんのフィギュアはあまりにも思い入れが強すぎ、動けなくなった。

　そんな俺おれに、すぴかちゃんは言った。

「八や雲くもくんは八や雲くもくんだよ。それに、そのフィギュアがあったから、すぴたちこうして出で逢あえたんだよ」

「すぴかちゃん……」

　フィギュアを握にぎる俺おれの手を、すぴかちゃんが優やさしく包つつみ込こむ。

「それに、それにね、八や雲くもくんにはもう、本物のすぴがいるよ？　本物のすぴじゃ……だめ？」

　大好きな相手にこんなことを言われたら、もう、答えは一つじゃないか、舞まい坂さか八や雲くもよ！

「……そうだな。俺おれにはもう、本物の胡桃くるみすぴかちゃんがいる」

　俺おれは自分とすぴかちゃん、二人の手に包まれているフィギュアに目を向けた。

「俺おれは本当にすぴかちゃんに救われた。何度お礼を言っても足りないくらい。だから今度は、俺おれがきみを救う番だ」

　そして、最後のフィギュアをゴミ袋ぶくろに入れる。

「……ありがとう」

　たくさんの思い出が詰つまったプライスレスなすぴかちゃんグッズがなくなると、俺おれの部屋はすっからかんになった。本当に彼かの女じよで出来ていたのだなとしみじみと実感する。

「がんばったね、八や雲くもくん……」

　そんな部屋で、すぴかちゃんが寄より添そい、どこか寂さびしそうに言った。

「本当に、本当に、八や雲くもくんはよくがんばりました」

「あぁ……」

　すぴかちゃんが俺おれに向き直り、背せ伸のびをして頭を撫なでてくれる。

　そして、すっと俺おれから離はなれると、切なそうな顔で俺おれを見つめた。

「すぴかちゃん、少し、外の空気でも吸いに行こうか」

「うん」

　それから俺おれはすぴかちゃんを連れ、街の夜景が一望できる丘おかに向かった。

　深夜ということで、周りには誰だれもいなかった。

　そしてあの日、海辺で言いそびれた気持ちをちゃんと伝えるには、もう今夜しかなかった。

「すぴかちゃん」

　彼かの女じよに向き直り、今度こそ想おもいを伝えるため、すぴかちゃんの目を見つめた。

　すぴかちゃんも、俺おれの言葉を待っていてくれた。

「すぴかちゃん、好きだ。ずっとずっと好きだ。きみの返事は聞かなくていい。ただ俺おれがすぴかちゃんのこと好きだって、誰だれよりも愛してるって、それだけ知っててもらえれば……！」

　ずっと抱かかえてきた想おもいを一気に吐はき出だす。

「……そして、俺おれのせいでこんなことになってしまって、本当にすまなかった」

　それから、謝あやまった。すぴかちゃんは少しの間黙だまってから、ゆっくりと口を開いた。

「全然気にしてないよ。八や雲くもくんは最初からすぴのことずっと気にかけてくれてたし、知らない世界に来たすぴに、とっても優やさしくしてくれた。最初は心細かったけど、でも八や雲くもくんがすぴの前に現あらわれてから、すぴはずっと安心できた。だから八や雲くもくんが謝あやまることなんてないんだよ？」

　その言葉に俺おれが顔を上げると、すぴかちゃんがにっこりと微笑ほほえむ。

「それにすぴ、自分の世界に帰りたいって言ったけど、でも、こっちの世界も好き。りゆや、ろこ、零れ音いん……そして八や雲くもくんがいるこっちの世界も、ちゃんとちゃんとすぴは好き」

「すぴかちゃん……」

「こっちの世界にこうして来たおかげで八や雲くもくんに逢あえたし、たぶんすぴ、こっちに来なかったら、こんな気持ちもわからなかった」

「……こんな気持ち？」

　尋たずねると、すぴかちゃんは「うん」と頷うなずき、真しん剣けんな眼まな差ざしで、切なそうに俺おれを見つめた。

　漫まん画がでもアニメでも見たことのない、そんな彼かの女じよの初めて見せる表情に、ドキッとする。

「八や雲くもくん、もう一回、言って？」

「い、言うって……？」

「さっき八や雲くもくんが言ってくれた言葉。すぴ、もう一回聞きたいの」

　改めて言ってほしいと言われると、急に照てれ臭くさくなった。でも彼かの女じよが望むなら俺おれは……。

「すぴかちゃん、俺おれはきみのことが好きだ」

「すぴのこと、そんなに好きなの？」

「あぁ、好きだ、好きだよ。本当に本当に、大好きなんだ！」

「すぴも好きだぞっ」

　瞬しゆん間かん、すぴかちゃんが背せ伸のびをして、俺おれの頰ほおにちゅっとキスをした。

「……えっ」

　すぴかちゃんを見る。彼かの女じよはにへへと可愛かわいい照れ笑いをして言った。

「自分だけ想おもいを伝えるなんてずるいもん。すぴだって、八や雲くもくんのこと大好きなんだよ？」

「マ、マジで……？」

　俺おれを見つめ、すぴかちゃんがこくりと頷うなずく。

「ま、また演技でしたとかそういうオチじゃないよな？」

「もぉ、違ちがう」

「じゃ、じゃあ、あの、その、えっと……」

「なぁに、八や雲くもくん？　はっきり言ってくれないとわからないよっ！」

　抱だきしめたいとか、キスしたいとか、いろいろな言葉が頭に浮うかぶ。

　だけど結局、俺おれの口から出てきた答えは──。

「……手、つないでもいい？」

「えっ……う、うん」

　少しもじもじしながら、すぴかちゃんがそっと手を差し出す。

「すぴかちゃん」

　そんな彼かの女じよの小さくて、やわらかくて、温かい手を、俺おれは優やさしく握にぎった。

「好きだよ、すぴかちゃん」

「すぴも……すぴも、好きっ……！　うぅ～恥はずかしいよぉ！」

　恥はずかしがってすぴかちゃんがぎゅっと手に力を入れる。

「八や雲くもくん、なんか言い慣れてる気がする……もしかして、他の子にも言ってるんじゃないの？」

　どことなくぷくぅっと膨ふくれるすぴかちゃんに、俺おれは焦あせりながら言った。

「ち、違ちがうよ、こんなこと言うのはすぴかちゃんだけだ。すぴかちゃん以外には言ったことない」

「じゃあ、なんで言い慣れてるの。なんでこんな恥はずかしいこと、すらすら言えるの」

「そ、それは、だって……毎日ＰＣ画面に映るすぴかちゃんに言ってたから……」

　すると、すぴかちゃんはまた恥はずかしそうに顔を朱しゆ色いろに染め、泣きそうな顔で言った。

「……ばかぁ」

「もしかしてすぴかちゃん、俺おれに、嫉しつ妬としてくれたの？」

　照れる彼かの女じよの姿があまりにも可愛かわいすぎたので、少しいじわるな質問をする。

　すぴかちゃんはぷいっとそっぽを向く。

「……八や雲くもくんのいじわる。もう知らないもんっ」

　そんなすぴかちゃんだけれど、二人の手はつながったままだった。

　体が熱い。胸が焦こげそうだ。心が燃える。

　俺おれたちは手をつないだまま、他愛ない会話を幾いく度どとなく交かわした。
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　もちろんわかっていた。きっと数日後にはもう、目の前にお互たがいの姿がないことも。

　次元の違ちがう俺おれたちは一いつ緒しよにはいられない。これは、叶かなわない口約束だ。

　それでも俺おれたちは、この幻まぼろしのような瞬しゆん間かんを忘れないために、しっかりと強く手を握にぎる。

　このときが永遠に続けばいいと、そんなことを想おもいながら──。

　それからどれくらい経たっただろうか。すぴかちゃんが切なそうに力なく笑った。

「もう、お部屋も片付いたし、本当に、これで──」

「あぁ、次は……倉庫だな」

「………………えっ？」

　そのとき、思わずそんな声を出したすぴかちゃんの表情が一いつ瞬しゆんで固まるのがわかった。

「倉庫……って？」

　そんな彼かの女じよに、俺おれは言う。

「部屋が片付いたから、次は貸倉庫にあるグッズを片付けないといけない、すぴかちゃん！」

「え、え、ええええええ！　ま、まだあるの!?」

「おお、もちろんだ！　俺おれのすぴかちゃんへの愛はこんなもんじゃねえ！」

「や、八や雲くもくん……もうすぴ疲つかれた……もう疲つかれたよぉ～！」

　すぴかちゃんの声が、夜明けの街に響ひびき渡わたる。

　それから俺おれたちはりゆさんたちにも協力してもらい、残りの四日間をかけ、すべてのすぴかちゃんグッズをかき集める。大量に積まれたすぴかちゃんグッズを前に彼かの女じよたちは驚おどろき、呆あきれ果はてていた。

　姉さんが用意した迎むかえのトラックにそれらを詰つめ込こむと、トラックはマッハで焼しよう却きやく場じようへとすぴかちゃんグッズをドナドナしていった。内心、情けをかけた姉さんが思いとどまってくれるのではないかと期待していたが、やはりそんなことはなく、すぴかちゃんグッズは星となった。

　しかし姉さんは約束通り、そのあとすぐに会社へ戻もどると、二次元の美少女たちを一人ずつ、彼かの女じよたちの世界へと帰してくれた。

　そして、その日はとうとう、やって来た──。




「それじゃあ、すぴ、そろそろおうちに帰るね」

　一つを残し、すべてのガラス箱が撤てつ去きよされたそのオフィスはがらんとしていた。

　最初に出で逢あった頃ころと同じ場所だというのに、どうしてかやけに広く、寂さびしく感じられる。

「すぴ子、ちょっと待って」

　ろこさんが一歩前に出ると、鞄かばんから色紙を取り出し、それを彼かの女じよへ渡わたした。

　色紙には笑え顔がおのすぴかちゃんと、そんな彼かの女じよを囲む、俺おれたちのイラストが描えがかれていた。

「すぴ子、私は漫まん画が家かとして、すぴ子に逢あえてすっごく幸せだったよ。向こうでも元気でね」

「ろこ……すぴを生んでくれてありがとう。すぴの原作者がろこで良かった」

　ろこさんが目に涙なみだを溜ため、ニッと優やさしく微笑ほほえんだ。

「すぴかちゃん、私からは、これを……」

　零れ音いんは八や雲くも人形をすぴかちゃんに渡わたした。

「これですぴかちゃんはもう寂さびしくないはずです……」

「ありがと、零れ音いん。八や雲くもくんのこと、よろしく頼たのむね」

　すぴかちゃんが声を震ふるわす零れ音いんの頭を撫なで、りゆさんを見る。

　瞬しゆん間かん、とうとう我が慢まんできなくなったりゆさんはすぴかちゃんに抱だきつくと声を上げて泣いた。

「すぴかちゃあああああん！　もう逢あえないなんて嫌いやだよ！　ずっとそばにいたいよ！　もっともっといろんなところに行きたいし、想おもい出でだって作りたいよ～！　うえ～ん！」

　きっと、その場の誰だれもが思っていることを口にするりゆさんの姿に、零れ音いんが涙なみだをこぼした。

「りゆ、おっぱいが苦しい……」

「ご、ごめんなさい」

　りゆさんが身体を離はなすと、顔中涙なみだでぐしゃぐしゃの彼かの女じよに、すぴかちゃんは微笑ほほえんだ。

「りゆ、すぴの声を、こんなに可愛かわいくしてくれてありがとう。すぴはきっと、これから自分がしゃべるたびに、りゆのことを思い出すの。すぴはりゆに、こんな素す敵てきな声をもらえてとても幸せだよ。それを忘れないで、りゆ。……本当に、ありがとう」

「すぴかちゃん……。私も、私もすぴかちゃんの声をあてることができて本当に幸せ者だよ！　すぴかちゃんにはいろいろなものをたくさんもらったの！　だから、だからね……」

　りゆさんが、すぴかちゃんを優やさしく抱だきしめる。

「ありがとう、すぴかちゃん」

「うん」

「……すぴかちゃんに名前書いていい？」

「それはダメ」

　涙なみだでいっぱいのりゆさんが、微笑ほほえみながらすぴかちゃんから離はなれる。

「ほら、八や雲くも」

　最後は俺おれがろこさんに背中を押おされ、前に出た。

「…………」

　声が出せなかった。一言でも何か言えば、泣いてしまいそうで。喉のどが焼けそうなほど熱い。

　すると、すぴかちゃんはそんな俺おれの手を引いて言った。

「八や雲くもくん、ついてきて」

「えっ……」

「最後まですぴの傍そばにいるって、約束だよ」

　その言葉に俺おれは頷うなずくと、すぴかちゃんに手を引かれながらガラスの箱へと歩いて行く。

　そのとき、雨あめ兎うさぎ邸ていですぴかちゃんの誕生日を祝ったあの日、二人で一いつ緒しよに砂すな浜はまへ駆かけ出だした光景が不意に浮うかび上あがり、胸が詰つまった。

　俺おれの手を引く彼かの女じよの手首には、桜色の腕うで時ど計けいがしっかりとつけてあった。

　時が刻まれる。一いつ緒しよに過ごすには短くて、相手を知るには、長すぎた。そんな三週間。

　ガラスの箱の目の前まで来ると、すぴかちゃんはふり返った。

「八や雲くもくん、ありがとう。八や雲くもくんは約束通り、ちゃんと最後まですぴを守ってくれました」

　すぴかちゃんが微笑ほほえみながら、俺おれの頭を撫なでてくれた。

「すぴか、ちゃん……俺おれ……みんなみたいに、何もあげられてない……」

「ううん、もらったよ」

　首を振ふると、すぴかちゃんはそっと目を瞑つぶり、自分の胸を押おさえた。

「すぴの初めてのこの気持ちは、八や雲くもくんにもらったもの」

「すぴかちゃん……」

「それはすごくドキドキして、そわそわして、切なくてもどかしくて……だけどとっても温かいの」

　彼かの女じよが顔を上げる。そこには、俺おれの大好きな笑え顔がおがあった。

「八や雲くもくんと出で逢あえて、すぴは、とっても幸せでした」

「すぴかちゃん、俺おれ──っ！」

　俺おれは、そんな彼かの女じよを、思わず抱だきしめた。

「俺おれ、すぴかちゃんと過ごした日のこと、絶対に忘れないから……」

「うん、すぴも、ずっとずっと、忘れないよ……」

　涙なみだを流し、強く訴うつたえるすぴかちゃんの身体を、匂においを、彼かの女じよのすべてを、忘れないように、強く、きつく、抱だきしめる。

「だから、だからそしたら、いつかまた──」

　俺おれは身体を離はなし、すぴかちゃんの瞳ひとみを見つめた。

「どこかできっと、逢あえるよね」

　すぴかちゃんが頷うなずく。涙なみだでいっぱいの顔で。精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで。

「バイバイ、八や雲くもくん」

　そして、すぴかちゃんは自らガラスの箱に入ると、こちらにふり返り、もう一度、笑った。

「すぴのこと、好きになってくれてありがとう」

　ガラスの箱が光に満たされる。

「さよなら、すぴかちゃん」

　そうして、彼かの女じよは、俺おれの目の前から消えた。





３






　夏が終わり、十一月にもなると、季節は秋で、外はもうすっかり肌はだ寒さむくなっていた。

　コンビニからの帰り道、冷たい木こ枯がらしに吹ふかれる。

　そんなとき、ふと俺おれは、人ひと恋こいしさから彼かの女じよのことを思い出してしまう。

　あの初夏の日の出来事から、心の隙すき間まは、ぽっかりと空いたままだった。

「八や雲くもくん、おっかえりぃ～」

　部屋に入ると、ベッドで零れ音いんと一いつ緒しよに台本を読んでいたりゆさんが起き上がってくる。

「あれ、私の言ったアイスないじゃん。八や雲くもくん、これはどうしてなのかなぁ？」

　コンビニ袋ぶくろを開けるやいなや、そんなことを不満そうにこぼした。

「売ってなかったんですよ」

「本当にぃ？」

「本当です。近くのコンビニ三軒げんも回ったんですから」

「じゃあ許してあげよう」

「というか先に冷蔵庫の中に溜たまってるりゆさんの名前が書かれたアイスを食べてくださいよ」

「今はあっちの気分じゃないもん」

　……と言うか、何でこの人は平然と俺おれの家に居い座すわってるんだ。

「あーっ、今、八や雲くもくん、人の家にいるくせにずうずうしいヤツだなって思ったでしょ？」

「そりゃ思いますよ」

「えーっ、だってしょうがないじゃない！　八や雲くもくんの家、事務所に近いんだから！」

　あたかも俺おれに非があるかのように、りゆさんはぷーっと頰ほおをふくらませながら拗すねた。

「だってって何がだ……」

　呆あきれる俺おれをよそに、りゆさんはアイスを食べ始める。

「うーん、これもおいしいかも」

「知りませんよ、パパラッチされても」

　人気声優のりゆさんがほぼ毎日、男の家に通っているなんてことが知られたら、ネットで炎えん上じよう間ま違ちがい無なしだ。そこらへん、彼かの女じよはちゃんとわかっているのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶだって。あっ、そうだ八や雲くもくん、なんかこれ届いてたよ」

　りゆさんが思い出したかのように机の上に置いてある荷物を指さした。

「さっき宅配便の人が持って来たの」

　勝手に人ん家ちの荷物を受け取るな。家族か。

「中、見てませんよね？」

「もう、見てないって～」

　にやにやしながらりゆさんが言う。差出人を見ると、それは雨あめ兎うさぎろこ先生からだった。

「ろこさんからです」

「おー、なになに？」

　りゆさんが俺おれの肩かたに両手をかけて覗のぞき込こんでくる。

　俺おれは彼かの女じよの胸に押おされ、急せかされるようにして荷物を開けてみた。

　すると、中には一冊の漫まん画がが入っていた。

「漫まん画がね」

「漫まん画がですね」

　漫まん画が家かから漫まん画がが届く。俺おれとりゆさんがそんな当たり前のことを口にする。

「手紙も入ってるよ」

　言われ、俺おれはそれを手に取った。そこにはろこさんと思えぬ丁てい寧ねいな字が並んでいた。

〈八や雲くもへ、お元気ですか。季節が変わり、肌はだ寒さむくなってきた今日この頃ごろ、お風邪かぜなどは引いておられませんか。りゆが毎日家に押おしかけていると耳にしましたが、迷めい惑わくをおかけしていませんか〉

「…………」

「…………」

〈あれから八や雲くものために漫まん画がを描かこうと決め、仕事の間にちょくちょくと進めてきました。実を言うと、これは最初から決めていたことで、私の家で八や雲くもたちが過ごしている間、すぴ子からいろいろな話を聞いていました。そんなすぴ子のメモを元に、一から構成し、そして今日ようやく完成し、製本できましたので、お送りさせていただきます〉

　そして、手紙の最後の一文には、こう書かれてあった。

〈これは世界に一冊だけの、舞まい坂さか八や雲くもと胡桃くるみすぴかの物語です〉

　八や雲くもへ、心を込こめて──。雨あめ兎うさぎろこより。

　手紙にはその他にも、ろこさんの撮とったたくさんの写真と、何枚ものメモが入っていた。

「……すぴかちゃん」

　そのメモには彼かの女じよの文字で、この世界にやって来たときの心情から、俺おれに出会った瞬しゆん間かんのこと、零れ音いんと三人で一いつ緒しよに過ごした束つかの間まの日々。逃とう避ひ行こう。りゆさん、ろこさんとの出で逢あい。コミ博、誕生日、白いワンピース、手を引き駆かけ出だす砂浜、花火、告白、好きな人──。

〝すぴの好きな人……名前は、八や雲くもくん〟

　そこにはすぴかちゃんが感じた、怖こわかったこと、嬉うれしかったこと、楽しかったこと、寂さびしかったことが、メモ用紙に溢あふれるほどいっぱいに、彼かの女じよの文字で書き連ねられていた。

「八や雲くもくん……っ」

　りゆさんが涙なみだを流して俺おれに抱だきついてくる。気がつけば俺おれの目からも涙なみだがこぼれていた。

「もう、八や雲くもくんだけ、こんなに、ずるいよっ……」

「あは、あはは……そう、ですね。すぴかちゃん、俺おれだけ、こんなに……こんなに……」

　俺おれのことを、想おもってくれていた。

「こんなの見ちゃったら……すぴかちゃんに、逢あいたくなっちゃうな……」

　気持ちを口にしてしまい、涙なみだが溢あふれた。止まらなくなった。

　逢あいたくて、声が聞きたくなって。胸が、ひどく、苦しくなって。今まで考えないようにと必死に包つつみ隠かくしていたすぴかちゃんへの想おもいが爆ばく発はつして、息が、できなくなった。

「八や雲くもくん、せっかくなんだから、漫まん画が、読もうよ……」

「そう、ですね……」

　俺おれは漫まん画がのページをめくった。

『第一話　ガラスの箱の二次元少女』

　瞬しゆん間かん、また涙なみだが溢あふれた。

　ガラスの箱に入ったすぴかちゃんに向かって、俺おれがバカみたいに叫さけんでいる。

　すぴかちゃんが求めてきた、あのシーンだ。

「八や雲くもくん、こんな恥はずかしいこと……言ったんだね」

「はい……思いっきり叫さけびました。すごく恥はずかしかった、けど……」

　だけど、言えるならもう一度言いたい。もう一度、彼かの女じよに、思おもいの丈たけを叫さけびたい。

「あっ、ここ、私とすぴかちゃんが初めて会ったときだ」

「すぴかちゃん、めっちゃ苦しんでるじゃないですか。死ぬかと思ったって書いてありますよ」

「だって……だって！」

　泣きながら俺おれとりゆさんが笑い合う。零れ音いんを見ると、彼かの女じよも傍そばで黙だまって涙なみだを流し立っていた。

「零れ音いん、こっち来いよ」

　俺おれが言うと、零れ音いんはこくりと頷うなずいて、服の袖そでで涙なみだを拭ぬぐうと、隣となりに立った。

「私も、ちゃんといます……いますよ、兄さん」

「すぴかちゃん、零れ音いんのこと、すごく可愛かわいい遠い国のお人形さんのようだって書いてある」

　それを見た零れ音いんは微笑ほほえみ、そっと涙なみだをこぼした。

『第二話　制服、変装、偽にせ物ものドール』ではすぴかちゃんの学校生活やアフレコが描えがかれていた。

『第三話　すぴかがいっぱい』では、砂すな浜はまに駆かけ出だしたすぴかちゃんの笑え顔がおが眩まぶしかった。

　最後の『第四話　ふたりのいた世界。』では、その先を思おもい浮うかべ、ページをめくれなくなってしまった俺おれの代わりに、りゆさんがページをめくってくれた。

　それから俺おれたちは、たくさんたくさん涙なみだを流しながら、最後のページまで辿たどり着ついた。

「〝つづく〟……って、書いてある」

　そして最後のページには、手書きでそんな言葉が書き足されていた。

「どうしてこれだけ手書きなのかしら？」

「そりゃ、何も書いてなかったり、〝おわり〟って書いてあったら、悲しいじゃないですか。だから付け加えてくれたんですよ」

　あの人のことだから、そうしてくれたのだろう。最後まで、優やさしい人だ。

　俺おれは漫まん画がを閉じると、それを大切にしまい、息をついた。

「良かったね」

「はい……。ちゃんとあとで雨あめ兎うさぎろこ先生にお礼をしないと」

　俺おれが言うと、りゆさんはうーんと伸のびをしてベッドに腰こしを下ろした。

「はあ～、たくさん泣いたら眠ねむくなっちゃった。ちょっとお昼ひる寝ねしようかな」

「りゆさん、このあと仕事があるんですよね」

「……顔洗ってくる！」

　眠ねむたそうに目をこすりベッドに潜もぐり込こもうとしていたりゆさんは洗面所へ走った。

「私は寝ねます……」

　一方、零れ音いんは自分の部屋へと戻もどって行く。

　一人になった俺おれは、その大切な漫まん画がに手を乗せ、想おもいを重ねるように、目を瞑つぶった。

「……すぴかちゃん」

　するとそのとき、突とつ然ぜんスマホが鳴った。

「もしもし」

『……八や雲くも？』

「月つき夜よ姉さん、俺おれの携けい帯たいなんだから……で、なんか用か？」

　電話は姉さんからだった。俺おれはそれ以上続けるのをやめ、用件を尋たずねた。

「この前姉さんに頼たのまれた書類はぜんぶ済ませたはずだけど」

　あれから俺おれと姉さんは二人で話をした。ろこさんの言葉に引っかかっていた俺おれは、姉さんのことを少し誤解していたのではないかと思ったからだ。

　その席で姉さんはすべて打ち明けてくれた。『ユートピア・イヴ』のことは引きこもりっぱなしの俺おれが、二次元の女の子のためなら外に出てくれるのではないかと思ってやったと話し、けれどもそれは自分の思おもい違ちがいだったと頭を下げた。そして俺おれが死のうとしたときのすぴかちゃんを見て、彼かの女じよたちにもちゃんと、自分たちと同じように意思や感情があるのだとわかったこと、自分が間ま違ちがっていたこと、そんなことを寂さびしそうに、ぽつりぽつりと口にした。

　たぶん月つき夜よ姉さんは、ずっと俺おれのことを見守ってくれていたのだと思う。俺おれは姉さんのことを父親のように冷たい人間だと思っていたけれど、それは違ちがったのだ。姉さんは俺おれを、そして零れ音いんのことも気にかけ、その時期が来ればちゃんと社会に出て行けるよう、俺おれたちのためにその場所をつくってくれていた。今の俺おれと同じ16歳さいの頃ころに、自分の青春を犠ぎ牲せいにしてまで。

　最後にすぴかちゃんグッズを捨てさせたのも、俺おれの本気を見るためもあったかもしれない。

　だけどそれ以上に、すぴかちゃんを彼かの女じよの世界に帰したとき、自分の部屋に戻もどった俺おれが発はつ狂きようしないようにするための、姉さんなりの防護対策だったのかもしれないとも、今になって思う。

　……そんなことを考えてしまうのは、少し、都合が良すぎるだろうか。

　けれども俺おれは自分が姉さんに心配をかけさせていたことを知って、反省すると、自ら彼かの女じよの仕事を手伝うことを志願した。正直、以前のように部屋でじっとしているよりかは、何かしていたほうがマシなのもあった。

　そんなわけで俺おれは今、姉さんの簡単な仕事を手伝っている。だけど今日は休みの日だった。

『仕事のことじゃないのよ、八や雲くも』

　相変わらず、月つき夜よ姉さんは静かな声で話す。

『八や雲くも？　今から会社に来て。八や雲くもに見せたいものがあるの』

　そして俺おれの都合なんて聞かず、用件だけ言うと一方的に姉さんは電話を終わらせた。

　それから俺おれはスマホをポケットに入れると、戻もどって来きたりゆさんに言った。

「姉に呼び出されて会社に行くことになりました。なんか見せたいものがあるとか」

　するとりゆさんはにっこりと微笑ほほえみ、俺おれに腕うでを絡からませてくる。

「じゃあ一いつ緒しよに行こーう」

「ちょっとりゆさん、離はなれてください。というか仕事って言ってませんでしたっけ？」

「いーのいーの。私が一いつ緒しよにいたいんだから、それでいーの」

「意味わからん」

　言いながら、俺おれに顔を向け、りゆさんはいたずらな笑えみを浮うかべた。

「八や雲くもくんのにぶちん」




　思い返せばいろいろなことがあった。それこそ本当に、アニメや漫まん画がみたいなことばかりだ。

　だけど今考えてみればそれも全部、すぴかちゃんがもたらした出来事だったのかもしれない。

　そう思えば、すぴかちゃんが俺おれの前からいなくなってからまた始まった、このいつもどおりの平へい凡ぼんな日々にも納なつ得とくできる。

　だけど以前のような虚むなしい感じはない。寂さびしくないと言ったらそれは噓うそになるけど。

　でも俺おれたちはきっと大だい丈じよう夫ぶだ。次元は違ちがっても、二人の心はきっと繫つながっているから。

　そして俺おれは、彼かの女じよが残してくれた絆きずなも、大切にしていこうと思う。

「八や雲くもくん、なに考えてるの？」

「いろいろです、いろいろ」

「ふーん。それより月つき夜よさん、見せたいものってなんだろうねぇ」

「さぁ、なんでしょうね」

　駅までの道。隣となりを歩く楽しげなりゆさんに、俺おれも優やさしく微笑ほほえみ返した。

　そのとき、りゆさんの向こう側で、ふとアニメショップのショーウィンドウが目に映り、歩みを止める。

「八や雲くもくん、はやくー！　置いて行っちゃうよー！」

「すぐ行きます、りゆさん」

　返事をすると、俺おれはショーウィンドウに視線を戻もどし、そこに飾かざられた、とびっきりの笑え顔がおを見せる彼かの女じよのフィギュアに微笑ほほえむ。

「ありがとう、すぴかちゃん。俺おれの大好きな人──」

　そして、彼かの女じよにそうつぶやくと、道の先で待っているりゆさんのもとへ走った。

　俺おれはこの初夏の出来事を胸にしまって、これからもまた、きみのいない世界を歩み続ける。

　きみのことを大切に想おもう、そんな仲間たちと一いつ緒しよに──。





おわり










あとがき






　好きな二次元キャラと実際に逢あえるというのは、まさに究極の夢ですね。

　二次元キャラにガチ恋こいした人なら、もしも自分が恋こいをした二次元キャラと実際に逢あえたら、どんな話をしたいか、どう接するかなんてこと、一度は考えたことがあるかと思います。

　ただ、相手が三次元世界こちらに来るにせよ、自分が二次元世界向こうに行くにせよ、二次元のキャラが自分の妄もう想そうの中の設定のまま現あらわれてくれれば話は早いのですが、実際に現あらわれた二次元キャラが自分のことを知っているとは限らない……。

　この物語は、そんな二次元の女の子と本当に出で逢あえてしまった夢のようなシチュエーションと、そこに付け入ってくるちょっぴり酷こくな現実的要素を交えたものであり、二次元のキャラが現実に現あらわれたもしものときのための、ある意味、実用的な一冊となっております。

　二次元のキャラも一人の人間。自分が思おもい描えがいた妄もう想そう通りの「何でも受け入れてくれる優やさしい良い子ちゃん」ではないかもしれない。きっとつまらないことでケンカもするし、相手が拗すねたり、こっちが嫉しつ妬としたりするかもしれない。だけどそこで、妄もう想そうの中では仲良しだったのに……なんてめげないでください。きっと、それもぜんぶ、大切なことなのです。

　そんなわけで、まずはいつ二次元のキャラが目の前に現あらわれても恥はずかしくないよう、身だしなみはきちんとしていたいものですね。第一印象、これ大事。

　こんな話をしていると、二次元のキャラは二次元でしかない、ただの絵じゃん、なんて一いつ蹴しゆうされそうですが、しかしこの広い宇宙、未いまだにわからないことだらけです。決してそこに行くことはできませんが、もしかしたら自分の好きな二次元のキャラが住んでいる、地球とまったく似たような惑わく星せいが、宇宙のどこかに、実際に存在しているかもしれません。

　そう考えると、少しは救われる気がします。




　最後になりましたが、いつも的確なアドバイスで作品完成へと導いてくださる担当編集者の黒くろ崎さきさま、素す敵てきなイラストを描かいてくださった竹たけ花はなノートさま（すぴかちゃんと零れ音いんちゃん、可愛かわいすぎます！　というか全員可愛かわいすぎます！）、また本書の制作に関わってくださったすべての方々と、支えてくれている家族、そしてこの本を手に取り、最後までお読みになってくださった読者のみなさまに、心からの感謝を申し上げます。

　本当に、ありがとうございます。


二〇一八年春　　　[image: 芦]あし屋や六ろく月つき
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神奈川県在住。近場に多くの観光スポットがあるにもかかわらず、必要ない限り家からまったく出ようとしないおうち大好き人間。そろそろ外の世界を感じたい。
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イラスト／竹たけ花はなノート

どのキャラクターも魅力的でデザインするのがとても楽しかったです！

もっとこのキャラクター達のお話を読みたいです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部
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「竹花ノート先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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最さい高こうの二に次じ元げん嫁よめとつきあう方ほう法ほう
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